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『
枕
草
子
』
に
お
け
る
地
下
と
下
衆

　
　
― 

そ
の
表
現
と
存
在
意
義
に
つ
い
て 

―

文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
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攻
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も
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の
よ
う
な
役
職
や
位
階
が
あ
り
、
作
中
に
お
い
て
い
か
な
る
形
で
登
場
し
た
の

か
調
査
す
る
。
そ
の
中
か
ら
、
平
安
時
代
の
身
分
に
関
す
る
資
料
を
用
い
て
、

当
時
の
官
職
制
度
に
存
在
し
た
「
官
人
」
と
言
わ
れ
る
べ
き
身
分
と
、
官
職
制

度
に
存
在
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
下
人
や
庶
民
と
い
っ
た
身
分
に
分
け
て
結
果
を

述
べ
る
。
本
論
で
は
、
前
者
を
地
下
、
後
者
を
下
衆
と
定
義
づ
け
て
検
討
す

る
。
そ
し
て
彼
ら
の
他
作
品
に
お
け
る
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
も
、
同
時
代
の
作

品
で
あ
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
読
み
解
き
、『
枕
草

子
』
と
の
違
い
を
比
較
し
て
い
く
。

　

第
二
章
で
は
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
地
下
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
本
論
に

お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
清
少
納
言
が
何
ら
か
の
形
容
詞
を
つ
け
て
、
そ
の
身
分

の
在
り
方
を
評
し
、
ま
た
登
場
頻
度
の
高
い
役
職
で
あ
る
、
随
身
、
主
殿
司
を

取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は
、
各
章
段
に
お
け
る
登
場
の
仕
方
に
つ
い
て
調
査
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
身
分
が
『
枕
草
子
』
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
か
考
察
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
下
衆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
ち
ら

も
地
下
と
同
様
、
作
中
に
お
い
て
清
少
納
言
が
ど
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
か

調
べ
、
作
中
に
お
け
る
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
時
に
、
第
二
章
に

お
い
て
調
査
し
た
地
下
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
い
く
。
ま
た
、
下
衆

は
、「
下
衆
女
」
と
い
っ
た
、
性
別
を
付
し
た
表
現
が
多
く
登
場
す
る
た
め
、

下
衆
と
、
下
衆
女
の
扱
わ
れ
方
の
違
い
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

は
じ
め
に

　

随
筆
文
学
の
先
駆
け
で
あ
る
『
枕
草
子
』
は
、
中
宮
定
子
の
女
房
、
清
少
納

言
が
書
い
た
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
を
か
し
」
を
は
じ
め
と
し

た
美
的
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
、
清

少
納
言
の
美
意
識
に
適
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現

は
人
物
に
対
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
、
特
に
主
人
で
あ
る
中
宮
定
子
や
、
定
子

の
兄
で
あ
る
大
納
言
藤
原
伊
周
、
父
で
あ
る
関
白
藤
原
道
隆
な
ど
、
定
子
の
周

り
の
人
々
に
対
し
て
は
「
げ
に
千
と
せ
も
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
り
さ
ま
」

（
二
一
段
、
五
一
頁
）
や
「
い
と
も
の
も
の
し
く
、
き
よ
げ
に
、
よ
そ
ほ
し
げ

に
、
下
襲
の
裾
長
く
引
き
、
所
せ
く
て
候
ひ
た
ま
ふ
」（
一
二
四
段
、
二
三
四

頁
）
な
ど
、
そ
の
美
し
さ
に
つ
い
て
褒
め
る
場
面
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、『
枕
草
子
』
は
、
中
宮
定
子
時
代
の
宮
中
の
華
や
か
さ
を
物
語
っ
て

い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
作
中
に
は
、
地
下
や
下
衆
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
登
場
す
る
。

地
下
と
は
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
平
安
中
期
以
後
、
内
裏
や

院
・
東
宮
の
殿
上
を
許
さ
れ
て
い
な
い
人
。
六
位
以
下
の
官
人
」
と
あ
り
、
下

衆
と
は
、「
身
分
の
低
い
者
。
卑
し
い
職
業
の
者
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ど
ち
ら
も
身
分
が
低
い
地
位
に
あ
る
人
々
の
呼
称
で
あ
る
。
な
ぜ
『
枕
草
子
』

は
、
宮
中
の
華
や
か
さ
と
無
縁
に
見
え
る
身
分
の
低
い
者
ま
で
登
場
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
身
分
の
低
い
者
は
、
地
下
と
下
衆
と
い
う
種
類
に
よ
っ

て
、
表
現
に
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
地

下
と
下
衆
の
存
在
意
義
と
、
そ
の
扱
わ
れ
方
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。

　

第
一
章
で
は
、『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る
身
分
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
は
ど
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合
っ
た
役
職
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
を
官
位
相
当
制
と
い
い
、
平
安
時
代
で
は
位

階
を
授
与
さ
れ
て
か
ら
役
職
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
六
。
こ

こ
か
ら
読
み
取
る
に
、
位
階
は
、
役
職
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
こ
の
位
階
と
官
職
を
関
連
付
け
さ
せ
た
表
が
、
官
位
相
当
表
で

あ
る
。
本
論
で
は
こ
ち
ら
を
、
当
時
採
用
さ
れ
て
い
た
身
分
制
度
と
し
て
、
有

効
な
資
料
と
す
る
。
そ
し
て
位
階
に
は
、
あ
る
基
準
で
ま
と
め
ら
れ
た
位
階
の

呼
称
が
三
つ
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
本
論
の
主
題
で
あ
る
地
下
が
含
ま
れ

て
い
る
。
一
つ
目
は
公
卿
と
い
い
、
太
政
大
臣
・
摂
政
・
関
白
、
参
議
お
よ
び

三
位
以
上
の
「
上
級
官
人
」
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
上
達
部
と
い
う
呼

称
も
あ
る
七
。
二
つ
目
は
殿
上
人
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
四
位
・
五
位
の
う
ち
、

内
裏
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
昇
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
者
の
総
称
で
あ
る
。
こ
ち

ら
も
「
上
人
」「
雲
上
人
」
な
ど
と
称
さ
れ
八

、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
上
級
官

人
」
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
例
外
で
、
六
位
蔵
人
も
昇
殿
を
許
さ
れ
て
い
た
九
の

で
、
本
論
で
は
こ
ち
ら
も
併
せ
て
殿
上
人
と
す
る
。
上
級
官
人
で
あ
っ
た
公
卿

や
殿
上
人
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
官
位
相
当
表
」

か
ら
読
み
取
り
、
そ
の
結
果
を
以
下
に
記
す
。
こ
こ
で
は
、
作
品
の
主
要
登
場

人
物
と
な
っ
た
中
宮
定
子
と
一
条
天
皇
の
身
内
、
そ
れ
以
外
の
公
卿
と
殿
上
人

と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
査
し
た
。
た
だ
し
、
官
職
は
『
枕
草

子
』
中
に
お
い
て
登
場
し
た
も
の
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
人
物
の
最
終
的
な

官
職
を
引
い
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

第
一
章
　
平
安
時
代
の
身
分

第
一
節
　
平
安
時
代
の
身
分
制
度 

―『
枕
草
子
』
に
お
け
る
登
場
人
物
を
中
心
に

　

本
節
で
は
、
平
安
時
代
の
身
分
制
度
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
ま
ず
は
、
身
分

階
層
に
つ
い
て
説
明
し
、『
枕
草
子
』
中
の
主
要
な
登
場
人
物
の
身
分
に
つ
い

て
確
認
す
る
。
次
に
、
地
下
・
下
衆
と
呼
ば
れ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
役
職
に

つ
い
て
い
た
の
か
、『
枕
草
子
』
中
に
登
場
す
る
役
職
を
抽
出
す
る
。

　

ま
ず
は
「
地
下
」
や
「
下
衆
」
と
呼
称
さ
れ
た
身
分
が
存
在
し
た
平
安
時
代

の
身
分
制
度
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
当
時
、
公
的
な
身
分
は
、
七
五
七
年
に
制

定
さ
れ
た
養
老
令
が
基
と
な
っ
て
い
た
一
。
養
老
令
の
役
職
は
、
大
別
し
て
神

祇
官
、
太
政
官
の
二
官
が
あ
り
、
太
政
官
の
下
に
中
務
省
、
式
部
省
、
治
部

省
、
民
部
省
、
兵
部
省
、
刑
部
省
、
大
蔵
省
、
宮
内
省
の
八
省
が
あ
り
、
そ
の

下
に
職
・
寮
・
司
が
あ
る
二
。
し
た
が
っ
て
、
役
職
を
持
つ
者
の
多
く
は
、
太

政
官
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、『
枕
草
子
』
が
成
立
し
た
と

さ
れ
る
平
安
時
代
中
期
に
は
、
養
老
令
に
は
な
い
令
外
官
や
、
定
員
を
超
え
て

任
ぜ
ら
れ
た
員
外
官
、
臨
時
に
任
ぜ
ら
れ
た
権
官
が
あ
っ
た
三
。
令
外
官
の
役

職
と
し
て
は
、
主
に
摂
政
、
関
白
、
参
議
、
中
納
言
、
蔵
人
所
な
ど
が
存
在
し

て
い
る
四
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
役
職
が
あ
り
、
し
か
も
摂
政
や
関
白
な
ど
の
重

要
な
地
位
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
は
令
外
官
が
す
で
に
必
置

の
役
職
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

八
省
に
就
く
た
め
に
は
最
低
で
初
位
、
最
高
で
一
位
で
あ
る
い
ず
れ
か
の
位

階
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
給
料
の
基
準
に
も
な
っ
た
五
。
特
に
太
政
官
は
、

最
低
で
も
正
七
位
上
よ
り
上
を
必
要
と
し
た
。
位
階
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
見
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人
物
が
多
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
公
卿
に
も
や
は
り
藤

原
氏
が
多
く
、
摂
関
政
治
の
栄
華
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
公
卿
と
ま
で
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
が
、
殿
上
人
と
呼
ば
れ
た
、
四

位
、
五
位
の
人
々
は
ど
れ
ほ
ど
登
場
し
た
か
。

殿
上
人
（
四
位
、
五
位
と
六
位
の
蔵
人
）

　

藤
原
行
成
（
左
大
弁
、
従
四
位
）、
源
道
方
（
少
納
言
、
従
五
位
）、
源

経
房
（
右
近
衛
中
将
、
正
四
位
）
源
済
政
（
蔵
人
、
六
位
）、
源
成
信

（
右
近
衛
中
将
、
従
四
位
）、
源
宣
方
（
右
近
衛
中
将
、
従
四
位
）、
藤
原

高
遠
（
兵
部
卿
、
正
四
位
）、
藤
原
頼
親
（
内
蔵
頭
、
従
五
位
）、
藤
原
公

信
（
侍
従
、
従
五
位
）

殿
上
人
と
呼
ば
れ
た
人
物
も
、
公
卿
と
同
じ
く
、
藤
原
氏
が
多
い
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
源
済
政
、
藤
原
頼
親
を
除
け
ば
全
員
が
の
ち
に
公
卿

へ
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
殿
上
人
は
ほ
と
ん
ど
出
世
の
通
過
点
の
よ
う
な

存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
公
卿
や
殿
上
人
に
対
す
る
『
枕
草

子
』
の
表
現
で
は
、「
を
か
し
」
や
「
な
ま
め
か
し
」
な
ど
、
褒
め
言
葉
が
使

わ
れ
て
お
り
、
否
定
的
な
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
敬
語
表
現

も
多
く
、
公
卿
や
殿
上
人
の
前
で
は
、
清
少
納
言
は
己
の
身
分
を
わ
き
ま
え
て

お
り
、
敬
意
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
公
卿
・
殿
上
人
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
登
場
し
、
ど

の
よ
う
な
身
分
で
あ
っ
た
か
概
観
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
役

職
を
持
っ
て
い
た
人
物
は
、
当
時
の
人
口
全
体
で
み
る
と
ほ
ん
の
一
握
り
で

あ
っ
た
。
平
安
時
代
の
日
本
の
人
口
は
六
百
万
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
平
安
京
に
は
数
万
～
十
数
万
人
も
の
庶
民
が
暮
ら
し
て
い
た
一
〇
。
こ
の
時

一
条
天
皇
、
中
宮
定
子
の
身
内
（
三
等
身
以
内
。
家
系
図
は
『
王
朝
文
学

文
化
歴
史
大
事
典
』
七
五
二
・
七
五
三
頁
に
あ
る
「
藤
原
氏
系
図
」
を
参

考
と
し
た
。
）

　

藤
原
道
隆
（
三
位
の
中
将
→
太
政
大
臣
、
摂
政
、
関
白
、
従
一
位
）、

藤
原
道
長
（
中
宮
職
大
夫
→
左
大
臣
、
従
二
位
）、
藤
原
伊
周
（
大
納
言

→
内
大
臣
、
従
二
位
）、
藤
原
隆
家
（
中
納
言
、
従
三
位
）、
藤
原
兼
家

（
右
大
臣
、
従
二
位
）、
藤
原
道
兼
（
右
大
臣
、
従
二
位
）、
藤
原
道
頼

（
大
納
言
、
正
三
位
）

公
卿
（
一
条
天
皇
、
中
宮
定
子
の
身
内
以
外
）

　

源
雅
信
（
左
大
臣
、
従
二
位
）、
藤
原
公
任
（
参
議
→
中
納
言
、
従
三

位
）、
藤
原
済
時
（
大
納
言
、
正
三
位
）、
藤
原
義
懐
（
権
中
納
言
、
従
三

位
）、
藤
原
為
光
（
大
納
言
、
正
三
位
）、
藤
原
斉
信
（
蔵
人
頭
・
近
衛
の

中
将
、
参
議
、
正
四
位
）、
藤
原
実
成
（
参
議
、
正
四
位
）

以
上
の
結
果
か
ら
、
中
宮
定
子
の
身
内
は
、
全
員
が
最
終
的
に
は
三
位
以
上
、

つ
ま
り
公
卿
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
役
職
も
、
太
政
官
の
上
級
ク
ラ
ス
で

あ
る
大
臣
が
多
い
。
こ
れ
は
、
天
皇
家
と
の
結
び
つ
き
が
非
常
に
強
か
っ
た
が

た
め
に
、
道
隆
を
中
心
と
し
た
藤
原
氏
が
栄
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
同
時
に
、
摂
関
政
治
に
よ
っ
て
、
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
強
大
な
行
政
権

を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
九
九
〇
年
に
道
隆
が
摂
政
、
関
白

と
な
り
、
さ
ら
に
定
子
が
一
条
天
皇
に
入
内
し
て
以
降
に
三
位
以
上
と
な
っ
た
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舎
人
…�

天
皇
や
皇
族
な
ど
に
近
侍
し
、
護
衛
・
使
節
な
ど
を
つ
と
め
た
下
級
官

人
。
四
回
登
場
。

　

・�

左
衛
門
の
陣
の
も
と
に
、
殿
上
人
あ
ま
た
立
ち
て
、
舎
人
の
弓
ど
も
取
り

て
馬
ど
も
驚
か
し
笑
ふ
を
、
・
は
つ
か
に
見
入
れ
た
れ
ば
、（
三
段
「
正

月
一
日
は
」
二
七
頁
）

　

・�

春
日
祭
の
近
衛
舎
人
ど
も
。（
一
五
〇
段
「
え
せ
も
の
の
所
得
る
を
り
」

二
七
五
頁
）

　

・�

雷
鳴
の
陣
の
舎
人
。（
二
四
〇
段
「
こ
と
ば
な
め
げ
な
る
も
の
」
三
七
三

頁
）

　

・�（
中
宮
が
清
少
納
言
に
）「
さ
は
、
入
れ
」
と
て
、
召
し
あ
ぐ
る
を
、
下
に

ゐ
た
る
人
々
は
、「
殿
上
許
さ
る
る
内
舎
人
な
り
」
と
笑
へ
ど
、（
二
六
〇

段
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
、
法
興
院
の
」
四
一
二
頁
）

随
身
…�

太
上
天
皇
、
摂
政
関
白
、
左
右
近
衛
府
の
大
・
中
・
少
将
な
ど
の
身
辺

警
固
に
あ
た
る
武
官
。
八
回
登
場
。
詳
し
く
は
第
二
章
第
一
節
に
て
述

べ
る
。

　

・�

を
の
こ
は
、
ま
た
随
身
こ
そ
あ
め
れ
。
い
み
じ
う
び
び
し
く
て
を
か
し
う

君
達
も
、
随
身
な
き
は
い
と
し
ら
じ
ら
し
。（
四
十
六
段
「
を
の
こ
は
、

ま
た
随
身
こ
そ
」
一
〇
三
頁
）

　

・�

雑
色
、
随
身
は
、
す
こ
し
や
せ
て
ほ
そ
や
か
な
る
ぞ
よ
き
。
男
は
、
な
ほ

若
き
ほ
ど
は
、
さ
る
方
な
る
ぞ
よ
き
。
い
た
く
肥
え
た
る
は
、
い
ね
ぶ
た

か
ら
む
と
見
ゆ
。（
五
一
段
「
雑
色
、
随
身
は
」
一
一
〇
頁
）

　

・�
五
位
六
位
な
ど
の
、
下
襲
の
裾
は
さ
み
て
、
笏
の
い
と
白
き
に
、
扇
う
ち

置
き
な
ど
、
行
き
ち
が
ひ
、
ま
た
、
装
束
し
、
壺
胡
籙
負
ひ
た
る
随
身
の

出
で
入
り
し
た
る
、
い
と
つ
き
づ
き
し
。（
五
八
段
「
よ
き
家
の
中
門
あ

点
で
平
安
京
に
暮
ら
し
て
い
た
人
口
は
全
体
の
０
．
０
２
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で

あ
る
。
さ
ら
に
公
卿
・
殿
上
人
に
限
定
す
る
と
、
殿
上
人
を
六
位
蔵
人
ま
で
合

わ
せ
て
お
よ
そ
三
十
人
と
定
め
て
い
た
そ
う
で
あ
る
一
一
。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
上
級
官
人
は
、
平
安
京
に
暮
ら
し
て
い
た
人
口
と
し
て
は
限
り
な
く
少

な
い
人
数
し
か
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
台
頭
す
る
身
分
が

三
つ
目
の
地
下
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
蔵
人
を
除
く
六
位
以
下
の
「
下
級
官
人
」

と
呼
ば
れ
る
一
二
。
昇
殿
も
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
位
階
の
呼
称
の
中
で
は

最
も
低
い
地
位
に
あ
る
。
倉
本
一
宏
（
二
〇
二
二
）
に
よ
る
と
、
五
位
以
上
の

者
に
は
位
田
が
与
え
ら
れ
、
宮
門
の
出
入
・
病
気
・
葬
礼
・
刑
の
執
行
な
ど
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
が
あ
り
、
家
族
に
も
特
典
が
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
五
位
以

上
と
六
位
以
下
の
位
階
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
三
。

た
だ
し
、
繁
田
信
一
（
二
〇
二
三
）
で
は
、「
六
位
の
中
で
も
、
正
六
位
上
か

ら
の
身
分
は
、
庶
民
と
し
て
扱
わ
ず
に
、
下
級
の
貴
族
と
し
て
扱
っ
た
。」一
四

と
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
は
六
位
と
い
う
位
階
に
は
、
貴
族
と
庶
民
の
二

つ
の
階
級
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
前
者
は
、
あ
く
ま
で
殿
上

人
の
よ
う
な
貴
族
の
中
に
あ
る
身
分
と
位
置
付
け
て
、
正
六
位
下
か
ら
下
の
身

分
を
地
下
と
定
義
す
る
。

　

さ
て
、
地
下
と
呼
ば
れ
た
人
物
は
、『
枕
草
子
』
に
ど
れ
ほ
ど
登
場
す
る
か

確
認
し
た
い
。
以
下
、
蔵
人
除
く
正
六
位
下
以
下
の
役
職
が
登
場
し
た
箇
所
を

抽
出
す
る
。
地
下
身
分
か
否
か
の
判
断
基
準
に
関
し
て
は
、
頭
注
と
、『
国
史

大
辞
典
』、『
角
川
古
語
大
辞
典
』、『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』
の
「
官
位

相
当
表
」
に
あ
っ
た
情
報
を
統
合
し
、「
下
級
官
人
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
身
分
を
選
定
し
た
。
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（
二
七
五
段
「
常
に
文
お
こ
す
る
人
の
」
四
三
〇
頁
）

大
進
…�

中
宮
職
の
三
等
官
。
六
段
「
大
進
生
昌
が
家
に
」
章
段
全
体
に
登
場
す

る
た
め
、
清
少
納
言
が
生
昌
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
の
み
抜
粋
す
る
。

　

・�

い
で
、
い
と
わ
ろ
く
こ
そ
お
は
し
け
れ
。
な
ど
、
そ
の
門
は
た
せ
ば
く
は

造
り
て
住
み
た
ま
ひ
け
る
。（
三
四
頁
）

　

・�

障
子
を
五
寸
ば
か
り
あ
け
て
言
ふ
な
り
け
り
。
い
み
じ
う
を
か
し
。

（
三
五
頁
）

　

・�

さ
ら
に
か
や
う
の
好
き
好
き
し
わ
ざ
夢
に
せ
ぬ
も
の
を
、
わ
が
家
に
お
は

し
ま
し
た
り
と
て
、
む
げ
に
心
に
ま
か
す
る
な
め
り
と
思
ふ
も
、
い
と
を

か
し
。（
三
五
頁
）

采
女
…�

宮
内
省
に
置
か
れ
た
下
級
女
官
で
あ
り
、
天
皇
の
食
事
に
奉
仕
す
る
女

官
。
三
回
登
場
。

　

・�

こ
な
た
の
御
手
水
は
、
番
の
采
女
の
青
裾
濃
の
裳
、
唐
衣
、
裙
帯
、
領
布

な
ど
し
て
、
面
い
と
白
く
て
、
下
な
ど
取
り
次
ぎ
ま
ゐ
る
ほ
ど
、
こ
れ
は

た
お
ほ
や
け
し
う
、
唐
め
き
て
を
か
し
。（
一
〇
〇
段
「
淑
景
舎
、
春
宮

に
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
ほ
ど
の
事
な
ど
」
二
〇
三
頁
）

　

・�

節
会
の
御
ま
か
な
ひ
の
采
女
。（
一
五
〇
段
「
え
せ
も
の
の
所
得
る
を
り
」

二
七
六
頁
）

　

・�

い
か
な
る
ら
む
と
心
も
と
な
く
思
ふ
に
、
か
ら
う
じ
て
、
采
女
八
人
馬
に

乗
せ
て
引
き
出
づ
。（
二
六
〇
段
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
、
法
興

院
の
」
四
〇
八
頁
）

主
殿
司
…�

後
宮
に
奉
仕
し
て
掃
除
薪
炭
な
ど
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
っ
た
下
級
女

け
て
」
一
一
四
頁
）

　

・�
ま
い
て
、
臨
時
の
祭
り
の
調
楽
な
ど
は
、
い
み
じ
う
を
か
し
。
主
殿
の
官

人
、
長
き
松
を
高
く
と
も
し
て
、
頸
は
引
き
入
れ
て
行
け
ば
、
先
は
さ
し

つ
け
つ
ば
か
り
な
る
に
、
を
か
し
う
遊
び
、
笛
吹
き
た
て
て
、
心
こ
と
に

思
ひ
た
る
に
、
君
達
昼
の
装
束
し
て
立
ち
と
ま
り
、
物
言
ひ
な
ど
す
る

に
、
供
の
随
身
ど
も
の
、
前
駆
を
し
の
び
や
か
に
短
う
、
お
の
が
君
達
の

料
に
追
ひ
た
る
も
、
遊
び
に
ま
じ
り
て
、
常
に
似
ず
を
か
し
う
聞
ゆ
。

（
七
三
段
「
う
ち
の
局
」
一
三
〇
頁
）

　

・�

随
身
の
長
の
狩
衣
。
衲
の
袈
裟
。
出
居
の
少
将
。
い
み
じ
う
肥
え
た
る
人

の
髪
お
ほ
か
る
。
六
，
七
月
の
修
法
の
、
日
中
の
時
行
ふ
阿
闍
梨
。

（
一
一
九
段
「
暑
げ
な
る
も
の
」
二
二
九
頁
）

　

・�

た
だ
随
身
四
人
、
い
み
じ
う
装
束
き
た
り
、
馬
副
の
、
ほ
そ
く
白
く
し
た

て
た
る
ば
か
り
し
て
、
二
条
の
大
路
の
広
く
清
げ
な
る
に
、
め
で
た
き
馬

を
う
ち
は
や
め
て
い
そ　

ぎ
ま
ゐ
り
て
、
す
こ
し
遠
く
よ
り
下
り
て
、
そ

ば
の
御
簾
の
前
に
候
ひ
た
ま
ひ
し
な
ど
い
と
を
か
し
。（
一
二
三
段
「
は

し
た
な
き
も
の
」
二
三
三
頁
）

　

・�

白
き
単
衣
の
、
い
た
う
し
ぼ
み
た
る
を
う
ち
ま
も
り
つ
つ
書
き
果
て
て
、

前
な
る
人
に
も
取
ら
せ
ず
、
わ
ざ
と
立
ち
て
、
小
舎
人
童
、
つ
き
づ
き
し

き
随
身
な
ど
、
近
う
呼
び
寄
せ
て
さ
さ
め
き
取
ら
せ
て
、
い
ぬ
る
後
も
久

し
う
な
が
め
て
、
経
な
ど
の
さ
る
べ
き
所
々
、
し
の
び
や
か
に
口
ず
さ
び

に
よ
み
ゐ
た
る
に
、
奥
の
方
に
御
粥
、
手
水
な
ど
し
て
そ
そ
の
か
せ
ば
、

歩
み
入
り
て
も
、
文
机
に
押
し
か
か
り
て
文
な
ど
を
ぞ
見
る
。（
一
八
二

段
「
好
き
好
き
し
く
て
人
か
ず
見
る
人
の
」
三
二
〇
頁
）

　

・�

随
身
め
き
て
、
ほ
そ
や
か
な
る
を
の
こ
の
、
傘
さ
し
て
、
そ
ば
の
方
な
る

塀
の
戸
よ
り
入
り
て
、
文
を
さ
し
入
れ
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
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る
。（
五
十
四
段
「
殿
上
の
名
対
面
こ
そ
」
一
一
二
頁
）

　

・�

内
は
、
五
節
の
こ
ろ
こ
そ
す
ず
ろ
に
た
だ
、
な
べ
て
見
ゆ
る
人
も
を
か
し

う
お
ぼ
ゆ
れ
。
主
殿
司
な
ど
の
、
色
々
の
さ
い
で
を
、
物
忌
の
や
う
に

て
、
叙
子
に
つ
け
た
る
な
ど
も
め
づ
ら
し
う
見
ゆ
。
宣
耀
殿
の
そ
り
橋

に
、
元
結
の
む
ら
濃
、
い
と
け
ざ
や
か
に
て
出
で
ゐ
た
る
も
、
さ
ま
ざ
ま

に
つ
け
て
を
か
し
う
の
み
ぞ
あ
る
。（
八
八
段
「
内
は
、
五
節
の
こ
ろ
こ

そ
」
一
七
三
頁
）

　
（
男
性
の
主
殿
司
）

　

・�

炭
櫃
の
も
と
に
ゐ
た
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
、
あ
ま
た
ゐ
て
物
な
ど
言
ふ

に
、「
な
に
が
し
候
ふ
」
と
い
と
は
な
や
か
に
言
ふ
。「
あ
や
し
。
い
つ
の

ま
に
何
事
の
あ
る
ぞ
。
」
と
問
は
す
れ
ば
、
主
殿
司
な
り
け
り
。「
た
だ

こ
こ
も
と
に
人
づ
て
な
ら
で
申
す
べ
き
事
な
む
」
と
言
へ
ば
、
さ
し
出
で

て
、
言
ふ
事
、「
こ
れ
頭
の
殿
の
奉
ら
せ
た
ま
ふ
。
御
返
事
と
く
。
」
と
言

ふ
。（
七
八
段
「
頭
中
将
の
す
ず
ろ
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
」
一
三
五
頁
）

　

・�「
頭
中
将
の
宿
直
所
に
す
こ
し
人
人
し
き
限
り
、
六
位
ま
で
あ
つ
ま
り
て
、

よ
ろ
づ
の
人
の
上
、
昔
今
と
語
り
出
で
て
言
ひ
し
つ
い
で
に
、『
な
ほ
こ

の
者
、
む
げ
に
絶
え
果
て
て
の
ち
こ
そ
さ
す
が
に
え
あ
ら
ね
。
も
し
言
ひ

出
づ
る
事
も
や
と
待
て
ど
、
い
さ
さ
か
な
ん
と
も
思
ひ
た
ら
ず
、
つ
れ
な

き
も
い
と
ね
た
き
を
、
今
宵
あ
し
と
も
よ
し
と
も
定
め
き
り
て
や
み
な
む

か
し
』
と
て
、
み
な
言
ひ
合
わ
せ
た
り
し
事
を
、『「
た
だ
今
は
見
る
ま

じ
」
と
て
入
り
ぬ
』
と
、
主
殿
司
が
言
ひ
し
か
ば
、
ま
た
追
ひ
返
し
て
、

『
た
だ
、
手
を
と
ら
へ
て
、
東
西
せ
さ
せ
ず
乞
ひ
取
り
て
、
持
て
来
ず
は
、

文
を
返
し
取
れ
』
と
い
ま
し
め
て
、
さ
ば
か
り
降
る
雨
の
さ
か
り
に
や
り

た
る
に
、
い
と
と
く
帰
り
来
、『
こ
れ
』
と
て
、
さ
し
出
で
た
る
が
、
あ

り
つ
る
文
な
れ
ば
、
返
し
て
け
る
か
と
て
う
ち
見
た
る
に
、
あ
は
せ
て
を

官
。
ま
た
は
、
宮
内
省
主
殿
寮
に
属
し
て
い
た
男
性
の
役
人
。
そ
れ

ぞ
れ
四
回
ず
つ
登
場
。
性
別
を
判
別
し
が
た
い
主
殿
司
も
二
例
あ
っ

た
。
ど
ち
ら
も
使
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
す
べ
て
の

場
面
で
貴
族
の
使
者
と
し
て
登
場
し
た
男
性
の
主
殿
司
と
特
徴
が
似

て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
、
性
別
不
明
の
主
殿
司
は
、
男
性
の

主
殿
司
で
あ
っ
た
と
定
義
す
る
。
女
性
の
主
殿
司
に
関
し
て
は
、
清

少
納
言
が
何
ら
か
の
評
価
を
下
し
て
お
り
、
主
殿
司
と
い
う
身
分
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
男
性
の
地
下
で

あ
る
随
身
と
比
較
す
る
た
め
に
、
本
論
で
は
、
女
性
の
主
殿
司
の
み

を
、
第
二
章
第
二
節
に
て
検
討
す
る
。

　
（
女
性
の
主
殿
司
）

　

・�

左
衛
門
の
陣
の
も
と
に
、
殿
上
人
な
ど
あ
ま
た
立
ち
て
、
舎
人
の
弓
ど
も

取
り
て
馬
ど
も
お
ど
ろ
か
し
笑
ふ
を
、
は
つ
か
に
見
入
れ
た
れ
ば
、
立
蔀

な
ど
の
見
ゆ
る
に
、
主
殿
司
、
女
官
な
ど
の
行
き
ち
が
ひ
た
る
こ
そ
を
か

し
け
れ
。（
三
段
「
正
月
一
日
は
」
二
七
頁
）

　

・�

主
殿
司
こ
そ
、
な
ほ
を
か
し
き
も
の
は
あ
れ
。
下
女
の
際
は
、
さ
ば
か
り

う
ら
や
ま
し
き
も
の
は
な
し
。
よ
き
人
に
も
せ
さ
せ
ま
ほ
し
き
わ
ざ
な
め

り
。
若
く
か
た
ち
よ
か
ら
む
が
、
な
り
な
ど
よ
く
て
あ
ら
む
は
、
ま
し
て

よ
か
ら
む
か
し
。
す
こ
し
老
い
て
、
物
の
例
知
り
、
面
な
き
さ
ま
な
る

も
、
い
と
つ
き
づ
き
し
く
目
や
す
し
。
主
殿
司
の
、
顔
愛
敬
づ
き
た
ら
む

一
人
持
た
り
て
、
装
束
時
に
し
た
が
ひ
、
裳
、
唐
衣
な
ど
、
今
め
か
し
く

て
、
あ
り
か
せ
ば
や
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。（
四
五
段
「
主
殿
司
こ
そ
」

一
〇
二
・
一
〇
三
頁
）

　

・�「
誰
が
沓
に
か
あ
ら
む
。
え
知
ら
ず
」
と
、
主
殿
司
、
人
々
な
ど
の
い
ひ

け
る
を
、「
や
や
、
方
弘
が
き
た
な
き
も
の
ぞ
」
と
て
、
い
と
ど
さ
わ
が



4647

所
の
衆
…�

六
位
の
侍
か
ら
選
抜
さ
れ
た
雑
用
役
。
四
回
登
場
。

　

・�

所
の
衆
ど
も
の
、
衝
重
取
り
て
、
前
ど
も
に
す
ゑ
わ
た
し
た
る
。

（
一
三
六
段
「
な
ほ
め
で
た
き
こ
と
」
二
五
五
頁
）

　

・�

季
の
御
読
経
、
御
仏
名
な
ど
の
御
装
束
の
所
の
衆
。（
一
五
〇
段
「
え
せ

も
の
の
所
得
る
を
り
」
二
七
五
頁
）

　

・�

は
る
か
げ
に
言
ひ
つ
れ
ど
、
ほ
ど
な
く
還
ら
せ
た
ま
ふ
。
扇
よ
り
は
じ

め
、
青
朽
葉
ど
も
の
、
い
と
を
か
し
う
見
ゆ
る
に
、
所
の
衆
の
、
青
色
に

白
襲
を
け
し
き
ば
か
り
ひ
き
か
け
た
る
は
、
卯
の
花
の
垣
根
近
う
お
ぼ
え

て
、
郭
公
も
陰
に
隠
れ
ぬ
べ
く
ぞ
見
ゆ
る
か
し
。（
二
〇
六
段
「
見
物
は
」

三
四
四
頁
）

　

・�

よ
き
所
に
立
て
む
と
い
そ
が
せ
ば
、
と
く
出
で
て
待
つ
ほ
ど
、
ゐ
入
り
、

立
ち
あ
が
り
な
ど
、
暑
く
苦
し
き
に
困
ず
る
ほ
ど
に
、
斎
院
の
垣
下
に
ま

ゐ
り
け
る
殿
上
人
、
所
の
衆
、
弁
、
少
納
言
な
ど
、
七
つ
八
つ
と
引
き
続

け
て
、
院
の
方
よ
り
走
ら
せ
て
来
る
こ
そ
、「
事
な
り
に
け
り
」
と
お
ど

ろ
か
れ
て
、
う
れ
し
け
れ
。（
二
二
一
段
「
よ
ろ
づ
の
事
よ
り
も
、
わ
び

し
げ
な
る
車
に
」
三
五
五
頁
）

御
厠
人
…�

宮
中
で
便
所
の
掃
除
な
ど
を
す
る
最
底
辺
の
女
官
。
一
回
登
場
。

　

・�

御
厠
人
な
る
者
走
り
来
て
、「
あ
な
い
み
じ
。
犬
を
蔵
人
二
人
し
て
打
ち

た
ま
ふ
。
死
ぬ
べ
し
。
犬
を
な
が
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
が
、
帰
り
ま
ゐ
り
た

る
と
て
、
て
う
じ
た
ま
ふ
」
と
言
ふ
。（
七
段
「
上
に
候
ふ
御
猫
は
」

四
〇
頁
）

陪
従
…�

舞
人
に
倍
従
す
る
義
で
地
下
の
役
人
。
二
回
登
場
。

　

・�

陪
従
も
、
そ
の
庭
ば
か
り
は
御
前
に
て
、
出
で
入
る
ぞ
か
し
。（
一
三
六

め
け
ば
、『
あ
や
し
、
い
か
な
る
事
ぞ
』
と
、
み
な
寄
り
て
見
る
に
、『
い

み
じ
き
盗
人
を
。
な
ほ
え
こ
そ
思
ひ
捨
つ
ま
じ
け
れ
』
と
て
、
見
さ
わ
ぎ

て
、『
こ
れ
が
本
つ
け
て
や
ら
む
。
源
中
将
つ
け
よ
』
な
ど
、
夜
ふ
く
る

ま
で
つ
け
わ
づ
ら
ひ
て
や
み
に
し
こ
と
は
、
行
く
先
も
、
語
り
つ
た
ふ
べ

き
事
な
り
な
ど
な
む
み
な
定
め
し
」（
七
八
段
「
頭
中
将
の
す
ず
ろ
な
る

そ
ら
言
を
聞
き
て
」
一
三
七
・
一
三
八
頁
）

　

・�

心
も
な
の
事
や
と
聞
く
ほ
ど
に
、
主
殿
司
来
て
、「
頭
の
殿
の
聞
え
さ
せ

た
ま
ふ
、『
た
だ
今
ま
か
づ
る
を
、
聞
ゆ
べ
き
事
な
む
あ
る
』」
と
言
へ

ば
、「
見
る
べ
き
事
あ
り
て
、
上
へ
な
む
の
ぼ
り
は
べ
る
。
そ
こ
に
て
」

と
言
ひ
て
や
り
つ
。（
七
九
段
「
返
る
年
の
二
月
二
十
余
日
」
一
四
一
頁
）

　

・�

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
、
風
い
た
う
吹
き
て
、
空
い
み
じ
う
黒
き
に
、
雪

す
こ
し
う
ち
散
り
た
る
ほ
ど
、
黒
戸
に
主
殿
司
来
て
、「
か
う
て
候
ふ
」

と
言
へ
ば
、
寄
り
た
る
に
、「
こ
れ
、
公
任
の
宰
相
殿
の
」
と
て
あ
る
を

見
れ
ば
、
懐
紙
に
、「
す
こ
し
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ
」
と
あ
る
は
、
げ

に
今
日
の
け
し
き
に
、
い
と
よ
う
あ
ひ
た
る
、
こ
れ
が
本
は
い
か
で
か
つ

く
べ
か
ら
む
と
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
。（
一
〇
二
段
「
二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ

に
、
風
い
た
う
吹
き
て
」
二
〇
九
頁
）

　
（
性
別
不
明
の
主
殿
司
）

　

・�

頭
弁
の
御
も
と
よ
り
、
主
殿
司
、
ゑ
な
ど
や
う
な
る
物
を
、
白
き
色
紙
に

包
み
て
、
梅
の
花
の
い
み
じ
う
咲
き
た
る
に
つ
け
て
持
て
来
た
り
。

（
一
二
七
段
「
二
月
、
官
の
司
に
」
二
三
八
頁
）

　

・�（
清
少
納
言
が
）「
か
な
ら
ず
し
も
い
か
で
か
は
、
そ
の
ほ
ど
に
（
藤
原
斉

信
を
）
見
つ
け
な
ど
も
せ
む
。
文
書
き
て
、
主
殿
司
し
て
も
や
ら
む
」

（
一
五
五
段
「
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
」
二
八
六
頁
）
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以
上
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
主
な
共
通
点
と
し
て
は
、
ど
の

身
分
も
類
聚
的
章
段
へ
の
登
場
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
清
少
納
言

が
、
そ
の
身
分
が
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
中
か
ら
地
下
の
種
類
を
さ
ら
に
分
け
、
第
二
章
で
そ
の
存
在
意
義
を

論
じ
る
。
本
論
で
は
、
登
場
回
数
が
多
く
、
貴
人
の
側
近
と
な
る
こ
と
が
で
き

た
男
性
の
随
身
、
後
宮
に
奉
仕
す
る
下
級
女
官
で
あ
っ
た
主
殿
司
を
取
り
上

げ
る
。

　

一
方
で
、
官
位
が
与
え
ら
れ
ず
、
役
職
も
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
身
分
も
少
な

か
ら
ず
存
在
し
た
。
当
時
の
人
口
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
身
分
が
大
多
数

を
占
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
、
本
論
で
は
、
下
衆
と
定
義
す
る
。
そ

れ
は
、
官
職
と
は
言
い
難
い
役
割
を
与
え
ら
れ
た
宮
中
で
働
く
下
仕
え
の
者

や
、
郊
外
の
百
姓
な
ど
の
庶
民
が
当
て
は
ま
る
。
こ
の
当
時
、
平
安
京
に
住
む

住
民
は
、「
京
戸
」
と
呼
ば
れ
、
口
分
田
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
経

営
の
困
難
さ
か
ら
、
貴
族
に
仕
え
る
者
や
、
香
料
や
用
材
な
ど
の
唐
物
を
売
る

商
人
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
一
五
。
ま
た
、
百
姓
が
宮
中
に
雑
用
な
ど
と
し
て

出
仕
す
る
者
も
お
り
、
こ
ち
ら
は
税
で
あ
る
庸
や
雑
徭
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
一
六
。
た
だ
、
作
中
で
は
「
百
姓
」
な
ど
の
記
述
は
な
く
、

明
確
な
身
分
が
判
別
さ
れ
な
い
の
で
、
作
中
に
お
い
て
「
身
分
の
低
い
者
・
下

賤
の
者
」
と
意
味
さ
れ
る
「
下
衆
」
と
い
う
表
現
が
登
場
し
た
箇
所
を
、
以
下

に
抽
出
す
る
。
な
お
、
登
場
回
数
が
二
二
回
と
か
な
り
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は

下
衆
の
特
徴
が
わ
か
る
例
を
挙
げ
る
の
み
に
留
め
る
。
詳
し
く
は
、
第
三
章
に

て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

段
「
な
ほ
め
で
た
き
こ
そ
」
二
五
五
頁
）

　

・�
な
ほ
過
ぎ
ぬ
る
方
を
見
送
る
に
、
陪
従
の
し
な
お
く
れ
た
る
、
柳
に
挿
頭

の
山
吹
わ
り
な
く
見
ゆ
れ
ど
、
泥
障
い
と
高
う
ち
鳴
ら
し
て
、「
神
の
社

の
ゆ
ふ
だ
す
き
」
と
う
た
ひ
た
る
は
、
い
と
を
か
し
。（
二
〇
六
段
「
見

物
は
」
三
四
一
頁
）

　
掃
部
司
…�

宮
内
省
に
属
し
、
宮
中
の
席
、
床
、
清
掃
、
施
設
の
こ
と
を
つ
か
さ

ど
る
。
二
回
登
場
。

　

・�

清
涼
殿
の
御
前
に
、
掃
部
司
の
、
畳
を
敷
き
て
、
使
は
北
向
き
に
、
舞
人

は
御
前
の
方
に
向
き
て
。

―
中
略

―

　
　

�

掃
部
司
の
者
ど
も
、
畳
取
る
や
お
そ
し
と
、
主
殿
の
官
人
、
手
ご
と
に

箒
取
り
て
、
砂
子
な
ら
す
。（
一
三
六
段
「
な
ほ
め
で
た
き
こ
と
」

二
五
五
・
二
五
六
頁
）

　

・�

掃
部
司
ま
ゐ
り
て
、
御
格
子
ま
ゐ
る
。（
二
六
〇
段
「
関
白
殿
、
二
月

二
十
一
日
に
、
法
興
院
の
」
三
九
九
頁
）

右
衛
門
尉
…�

右
衛
門
府
の
三
等
官
。
一
回
登
場
。

　

・�

右
衛
門
尉
な
り
け
る
者
の
、
え
せ
な
る
男
親
を
持
た
り
て
、
人
の
見
る
に

面
伏
せ
な
り
と
、
苦
し
う
思
ひ
け
る
が
、
伊
予
国
よ
り
の
ぼ
る
と
て
、
波

に
落
し
入
れ
け
る
を
、「
人
の
心
ば
か
り
あ
さ
ま
し
か
り
け
る
事
な
し
」

と
あ
さ
ま
し
が
る
ほ
ど
に
、
七
月
十
五
日
、
盆
奉
る
と
て
い
そ
ぐ
を
見
た

ま
ひ
て
、
道
明
阿
闍
梨
、「
わ
た
つ
海
に
親
お
し
入
れ
て
こ
の
ぬ
し
の
盆

す
る
見
る
ぞ
あ
は
れ
な
り
け
る
」
と
よ
み
た
ま
ひ
け
む
こ
そ
、
を
か
し
け

れ
。（
二
八
七
段
「
右
衛
門
尉
な
り
け
る
者
の
、
え
せ
な
る
男
親
を
持
た

り
て
」
四
四
二
頁
）
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そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
。

第
二
節
　
他
作
品
に
み
ら
れ
る
地
下

　

第
一
節
で
は
、
平
安
時
代
の
身
分
制
度
を
概
説
し
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る

地
下
と
下
衆
の
登
場
の
仕
方
を
注
視
し
た
。
第
二
節
で
は
、
他
作
品
と
の
用
例

の
違
い
を
明
瞭
に
す
べ
く
、『
枕
草
子
』
以
外
の
作
品
か
ら
、
地
下
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
平
安
時
代
に
お
け
る
作
品
に
登
場
し
た
地
下
が
ど
れ

ほ
ど
登
場
し
た
か
と
い
う
問
題
意
識
で
考
察
す
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
る
作
品

は
、『
枕
草
子
』
と
同
時
代
で
あ
り
、
宮
中
と
か
か
わ
り
の
あ
る
作
品
と
し
て
、

『
う
つ
ほ
物
語
』、『
源
氏
物
語
』、『
紫
式
部
日
記
』
と
す
る
。
な
お
、
本
文
は
、

い
ず
れ
も
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
か
ら
引
用

す
る
。

　

・�

同
じ
こ
と
な
れ
ど
も
聞
き
耳
こ
と
な
る
も
の
。
法
師
の
こ
と
ば
。
男
の
こ

と
ば
。
女
の
こ
と
ば
。
下
衆
の
言
葉
に
は
、
か
な
ら
ず
文
字
あ
ま
り
た

り
。（
四
段
「
同
じ
こ
と
な
れ
ど
も
」
三
二
頁
）

　

・�

男
も
女
も
、
法
師
も
宮
仕
へ
所
な
ど
よ
り
、
同
じ
や
う
な
る
人
も
ろ
と
も

に
、
寺
へ
詣
で
物
へ
も
行
く
に
、
こ
の
ま
し
う
こ
ぼ
れ
出
で
、
用
意
よ

く
、
言
は
ば
け
し
か
ら
ず
、
あ
ま
り
見
苦
し
と
も
見
つ
べ
く
ぞ
あ
る
に
、

さ
る
べ
き
人
の
馬
に
て
も
、
行
き
あ
ひ
見
ず
な
り
ぬ
る
、
い
と
く
ち
を

し
。
わ
び
て
は
、
好
き
好
き
し
下
衆
な
ど
の
、
人
な
ど
に
語
り
つ
べ
か
ら

む
を
が
な
と
思
ふ
も
、
い
と
け
し
か
ら
ず
。（
九
四
段
「
く
ち
を
し
き
も

の
」
一
八
三
頁
）

　

・�

き
ら
き
ら
し
く
よ
き
な
ど
を
ば
、
い
と
さ
し
も
押
し
ひ
し
が
ず
。
い
と
清

げ
な
れ
ど
、
ま
た
ひ
な
び
、
あ
や
し
き
下
衆
な
ど
絶
え
ず
呼
び
寄
せ
、
出

だ
し
す
ゑ
な
ど
し
た
る
も
あ
る
ぞ
か
し
。（
二
二
一
段
「
よ
ろ
づ
の
事
よ

り
も
、
わ
び
し
げ
な
る
車
に
」
三
五
六
頁
）

　

・�

よ
ろ
し
き
男
を
、
下
衆
女
な
ど
の
ほ
め
て
、「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
す
」

な
ど
言
へ
ば
、
や
が
て
思
ひ
お
と
さ
れ
ぬ
べ
し
。
そ
し
ら
る
る
は
、
な
か

な
か
よ
し
。
下
衆
に
ほ
め
ら
る
る
は
、
女
だ
に
い
と
わ
ろ
し
。
ま
た
、
ほ

む
る
ま
ま
に
言
ひ
そ
こ
な
ひ
つ
る
も
の
は
。（
二
九
一
段
「
よ
ろ
し
き
男

を
、
下
衆
女
な
ど
の
ほ
め
て
」
四
四
五
頁
）

　

下
衆
の
用
例
、
二
十
二
例
の
う
ち
六
例
は
「
下
衆
女
」、
二
例
は
「
下
衆
男
」

と
あ
り
、
身
分
の
低
い
男
性
や
女
性
に
対
す
る
、
清
少
納
言
の
意
識
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
で
は
、
特
に
下
衆
女
の
登
場
頻
度
を
考
慮
し
、
性
別

に
か
か
わ
ら
な
い
「
下
衆
」
と
、
二
回
登
場
し
た
「
下
衆
男
」
に
つ
い
て
第
三

章
第
一
節
に
て
考
察
す
る
。
ま
た
、「
下
衆
女
」
に
つ
い
て
は
第
二
節
に
て
、

右
衛
門
尉

陪
従
掃
部
司

御
厠
人

所
の
衆

舎
人
主
殿
司

采
女
随
身

一二二一四四一
〇
三八『

枕
草
子
』

四六〇一二二
〇
一一一

六
『
う
つ
ほ
物
語
』

〇一〇一〇一
二
〇二三

六
『
源
氏
物
語
』

〇〇一〇〇〇二一三『
紫
式
部
日
記
』
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『
源
氏
物
語
』

②
（
光
源
氏
が
）「
を
ち
か
た
人
に
も
の
申
す
」
と
独
り
ご
ち
た
ま
ふ
を
、

御
随
身
つ
い
ゐ
て
、「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な
む
、
夕
顔
と
申
し
は
べ
る
。

花
の
名
は
人
め
き
て
、
か
う
あ
や
し
き
垣
根
に
な
ん
咲
き
は
べ
り
け
る
」

と
申
す
。（「
夕
顔
」
一
段
、
一
三
六
頁
）

③
殿
（
薫
）
の
御
随
身
、
か
の
少
輔
が
家
に
て
時
々
見
る
男
な
れ
ば
、

「
ま
う
と
は
、
何
し
に
こ
こ
に
は
た
び
た
び
は
参
る
ぞ
」
と
問
ふ
。（「
浮

舟
」
二
四
段
、
一
七
〇
頁
）

『
紫
式
部
日
記
』

④
渡
殿
の
戸
口
の
局
に
見
い
だ
せ
ば
、
ほ
の
う
ち
き
り
た
る
あ
し
た
の
露

も
ま
だ
落
ち
ぬ
に
、
殿
あ
り
か
せ
た
ま
ひ
て
、
御
随
身
召
し
て
、
遣
水
は

ら
は
せ
た
ま
ふ
。（
三
段
「
朝
露
の
お
み
な
え
し
」
一
二
五
頁
）

以
上
の
よ
う
に
随
身
が
登
場
し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、
大
き
く
二
点
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

一
点
目
は
、「
御
随
身
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
ち
ら
は
、『
枕
草

子
』
で
は
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
三
作
品
共
に
み
ら
れ

た
。
例
え
ば
、『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
①
の
よ
う
に
仲
忠
の
随
身
に
、『
紫
式

部
日
記
』
で
は
、
④
の
よ
う
に
藤
原
道
長
の
随
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
も

そ
も
随
身
が
つ
く
身
分
は
、
第
二
章
第
一
節
に
て
詳
述
す
る
が
、
殿
上
人
の
よ

う
な
、
か
な
り
身
分
の
高
い
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
人
の
所
有
物
へ
の
敬
意

と
い
う
こ
と
で
、「
御
」
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
『
枕
草
子
』
で
も
特
定
の
登
場
人
物
に
つ
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ

以
上
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。『
枕
草
子
』
に
登
場
し
た
身
分
が
多
く
登
場

し
た
作
品
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
最

も
分
量
が
多
い
の
は
『
源
氏
物
語
』
で
あ
る
が
、
随
身
や
舎
人
は
多
か
っ
た
も

の
の
、
他
は
あ
ま
り
登
場
し
な
か
っ
た
。『
紫
式
部
日
記
』
に
至
っ
て
は
、
地

下
身
分
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
他
の
三
作
品
と
比
べ
て
分
量

が
少
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
紫
式
部
が
地
下
に
対

し
て
興
味
が
な
い
、
宮
中
で
の
か
か
わ
り
が
少
な
い
な
ど
、
作
者
の
性
格
や
職

掌
に
も
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
白
土
ル
リ
子
（
一
九
六
一
）
は
、

「（
紫
式
部
は
）
白
昼
自
分
の
素
顔
を
人
前
に
さ
ら
す
と
い
う
事
が
ど
う
に
も
合

点
の
ゆ
か
な
い
事
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
、
紫
式
部
が
引
っ
込

み
思
案
な
性
格
で
あ
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
一
七
。
つ
ま
り
、
日
常
に
お
い
て

地
下
の
よ
う
な
身
分
の
低
い
人
々
に
出
会
う
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、『
枕
草
子
』
は
同
じ
日
記
的
性
質
を
も
つ
作
品
と
し
て
、

地
下
の
登
場
回
数
が
多
い
の
は
比
べ
る
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
、
女
房
の
性
格

と
地
下
の
登
場
回
数
に
よ
る
相
関
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

で
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』、『
紫
式
部
日
記
』
で
は
、
ど
の

よ
う
な
形
で
地
下
が
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
枕
草
子
』
と
比
較
し
て
、
登

場
回
数
が
比
較
的
多
く
、
特
徴
的
な
場
面
が
見
ら
れ
た
身
分
と
し
て
、
随
身
、

舎
人
の
代
表
的
な
描
写
を
取
り
上
げ
る
。

随
身

『
う
つ
ほ
物
語
』

①
御
随
身
、
御
前
の
人
々
、
み
な
か
づ
け
た
ま
ひ
て
、
楼
へ
み
な
お
は

す
。（「
春
日
詣
」
三
段
「
忠
こ
そ
、
熊
野
へ
の
途
中
春
日
神
社
に
立
ち
寄

る
」
二
七
〇
頁
）
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い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

舎
人

『
う
つ
ほ
物
語
』

①
御
前
の
御
馬
添
ひ
の
男
ど
も
は
、「
仕
へ
所
に
遣
は
し
、
獄
所
に
さ
ぶ

ら
は
せ
む
」
と
勘
当
せ
ら
れ
、
舎
人
、
雑
色
を
ば
、
打
ち
縛
ら
せ
な
ど
し

た
ま
ふ
。（「
俊
蔭
」
二
一
段
「
大
臣
家
の
騒
ぎ　

人
々
若
小
君
を
探
し
出

す
」
五
九
頁
）

②
御
随
身
、
舎
人
ど
も
は
「
何
ぞ
の
行
ひ
人
ぞ
。
神
わ
ざ
の
と
こ
ろ
に
は

出
で
来
べ
き
も
の
か
」
な
ど
、
咎
め
の
の
し
れ
ば
、（
忠
こ
そ
）
た
だ
か

く
い
ひ
て
立
て
り
。
め
づ
ら
し
く
風
の
調
ぶ
る
琴
の
音
を
聞
く
山
人
は
神

も
咎
め
じ
（「
春
日
詣
」
三
段
「
忠
こ
そ
、
熊
野
へ
の
途
中
春
日
神
社
に

立
ち
寄
る
」
二
七
〇
頁
）

③
夜
更
け
て
、
上
達
部
、
親
王
た
ち
も
も
の
か
づ
き
た
ま
ひ
て
、
い
ち
の

舎
人
ま
で
も
の
か
づ
き
、
禄
な
ん
ど
し
て
み
な
立
ち
た
ま
ひ
ぬ
。（「
嵯
峨

の
院
」
二
八
段
「
賭
弓
の
饗
宴
に
、
仲
頼
あ
て
宮
を
見
て
思
い
悩
む
」

三
五
九
頁
）

『
源
氏
物
語
』

④
女
は
、
何
の
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ど
、
舎
人
ど
も
さ
へ
艶
な
る

装
束
を
尽
く
し
て
、
身
を
投
げ
た
る
手
ま
ど
は
し
な
ど
を
見
る
ぞ
を
か
し

か
り
け
る
。（「
蛍
」
七
段
「
六
条
院
に
お
い
て
、
馬
場
の
競
射
を
催
す
」

二
〇
六
頁
）

る
。
例
え
ば
一
二
三
段
の
藤
原
斉
信
の
随
身
に
も
、
公
卿
付
き
の
随
身
と
い
う

こ
と
で
、「
御
」
は
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
の
「
随
身
」
と
い
う

表
記
で
あ
っ
た
。
清
少
納
言
は
、
高
位
の
人
物
に
は
当
然
の
ご
と
く
敬
語
を
付

す
が
、
随
身
は
地
下
で
あ
る
ゆ
え
に
、
つ
け
な
く
と
も
よ
い
と
判
断
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
辺
り
は
、
作
者
に
よ
っ
て
判
断
基
準
が
分
か
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
点
目
は
、
随
身
が
話
し
た
セ
リ
フ
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
表
現
は
、『
枕
草
子
』
に
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
随
身
が
物
語

の
進
行
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
例

え
ば
、
②
の
文
章
は
、『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
巻
で
は
、
光
源
氏
に
付
い
て
い

た
随
身
が
、
あ
な
た
が
見
て
い
る
花
の
名
は
夕
顔
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
。
こ

れ
以
降
、
光
源
氏
は
夕
顔
と
呼
ば
れ
る
女
性
と
関
係
を
深
め
て
い
く
の
で
あ

る
。
夕
顔
の
も
と
に
通
う
際
、
必
ず
同
行
さ
せ
た
の
は
そ
の
随
身
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
竹
内
正
彦
（
二
〇
一
四
）
は
、「
光
源
氏
自
身
が
名
告
っ
て
な

い
限
り
、
そ
の
随
身
が
光
源
氏
の
そ
れ
で
あ
る
と
誰
も
断
定
で
き
な
い
し
、
一

方
で
、
光
源
氏
が
素
性
を
隠
し
て
い
る
限
り
、
こ
の
随
身
を
帯
同
し
な
け
れ

ば
、
通
っ
て
く
る
人
物
が
同
一
の
人
物
か
否
か
も
判
断
で
き
な
い
の
で
あ
っ

た
。」
と
し
て
い
る
一
八
。
つ
ま
り
、
随
身
は
、
通
っ
て
く
る
男
が
誰
で
あ
る
か

夕
顔
に
判
別
さ
れ
る
た
め
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
背

負
っ
た
随
身
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
が
、
セ
リ
フ
を
付
さ
れ
た
所
以
な
の
だ
ろ

う
。
③
で
は
、
薫
に
つ
い
て
い
た
随
身
が
、
匂
宮
の
秘
密
を
暴
く
こ
と
に
な
る

な
ど
物
語
に
お
い
て
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏

物
語
』
に
お
け
る
随
身
の
存
在
価
値
は
、
や
は
り
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
舎
人
に
つ
い
て
論
ず
る
。
こ
ち
ら
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』、『
源
氏
物

語
』
の
ど
ち
ら
に
も
多
く
登
場
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
形
で
登
場
す
る
か
、
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ち
の
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
本
来
「
一
番
目
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
二
〇
、

⑤
の
よ
う
に
「
舎
人
全
員
に
」
禄
を
授
与
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
舎
人
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
は

ま
た
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
地
下
は
、
身
分
が
低
い
か
ら
と
言
っ
て
哀

れ
な
扱
い
を
受
け
る
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
各
々
の
作
品
に

よ
っ
て
地
下
の
扱
わ
れ
方
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
随
身
と
舎
人
の
よ
う
に
、
そ

の
職
業
の
役
割
や
、
宮
中
で
の
貴
族
と
の
か
か
わ
り
方
次
第
で
作
品
へ
の
登
場

の
仕
方
は
変
わ
る
た
め
、
当
然
『
枕
草
子
』
で
も
、
こ
こ
で
は
異
な
る
地
下
の

扱
い
方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、『
枕
草
子
』
で
は

地
下
が
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
章
に
て
、
随

身
と
主
殿
司
を
取
り
上
げ
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
三
節
　
他
作
品
に
み
ら
れ
る
下
衆

　

本
節
で
は
、『
枕
草
子
』
以
外
に
み
ら
れ
る
下
衆
を
調
査
し
た
。
先
ほ
ど
第

二
節
に
て
考
察
し
た
地
下
は
、
作
品
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
職
業
に
よ
っ
て

異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
で
は
、
下
衆
は
ど
の
よ
う
な

扱
い
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
も
第
二
節
と
同
じ
く
、『
う
つ
ほ
物

語
』、『
源
氏
物
語
』、『
紫
式
部
日
記
』
か
ら
登
場
回
数
を
抜
粋
し
、
特
徴
的
な

役
割
を
持
つ
例
を
挙
げ
て
考
察
す
る
。

⑤
召
次
、
舎
人
な
ど
の
中
に
は
、
乱
り
が
ほ
し
き
ま
で
、
い
か
め
し
く
な

ん
あ
り
け
る
。
げ
に
、
か
く
、
に
ぎ
は
は
し
く
華
や
か
な
る
こ
と
は
見
る

か
ひ
あ
れ
ば
、
物
語
な
ど
に
も
、
ま
づ
言
ひ
た
て
た
る
に
や
あ
ら
む
、
さ

れ
ど
、
く
は
し
く
は
、
え
ぞ
数
へ
た
て
ざ
り
け
る
と
や
。（「
宿
木
」
二
一

段
「
薫
、
匂
宮
の
婚
儀
に
つ
け
て
、
わ
が
心
を
省
み
る
」
四
一
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
登
場
す
る
。
舎
人
は
何
ら
か
の
身
分
と
と
も
に
登
場
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
。
舎
人
の
職
業
は
、
天
皇
や
皇
族
な
ど
に
近
侍
し
て
、
護
衛
な
ど
を
務

め
た
下
級
官
人
で
あ
り
、
律
令
制
下
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
内
舎
人

に
は
九
十
人
、
大
舎
人
に
は
左
右
八
百
人
、
東
宮
舎
人
に
は
六
百
人
、
中
宮
舎

人
に
は
四
百
人
が
お
か
れ
た
一
九
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
宮
中
に
は
大
勢
の
舎

人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
出
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
に
、
物
語
を

進
行
さ
せ
る
う
え
で
使
い
勝
手
の
良
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
①
の
よ
う
に
痛
み
を
受
け
る
役
に
な
っ
た
り
、

②
の
よ
う
に
忠
こ
そ
が
歌
を
詠
む
た
め
の
火
付
け
役
に
な
っ
た
り
と
、
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
脇
役
の
立
場
と
い
う

形
に
収
ま
っ
て
お
り
、
舎
人
が
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
随
身
の
よ
う
に
、

主
役
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
同
等
の
存
在
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
で
は
、

舎
人
は
他
作
品
で
も
同
じ
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
源
氏

物
語
』
で
は
、
④
の
よ
う
に
舎
人
が
美
し
い
装
束
を
着
て
秘
術
を
し
て
い
る
の

を
見
る
の
が
「
を
か
し
」
と
言
わ
れ
た
り
、
⑤
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
が

祝
儀
を
も
ら
う
中
に
、
末
端
の
舎
人
ま
で
祝
儀
を
は
ず
む
描
写
が
あ
る
な
ど
、

華
や
か
な
場
面
の
一
部
と
し
て
登
場
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
華
や
か
な
描

写
は
、
③
の
よ
う
に
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
も
あ
る
が
、
舎
人
の
前
に
あ
る
「
い

下
衆

二
二
『
枕
草
子
』

七『
う
つ
ほ
物
語
』

二
五
『
源
氏
物
語
』

〇『
紫
式
部
日
記
』
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れ
、
世
間
体
が
悪
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
息
子
は
、
自
分
の
母
が
下
衆
の

母
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
つ
ら
い
と
し
、
山
へ
引
き
こ
も
る
こ
と
を
決
断
し
た
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
俊
蔭
は
清
原
王
と
皇
女
の
間
に
で
き
た
子
で
、
学
才
に
優

れ
、
容
姿
端
麗
で
あ
り
、
殿
上
人
ま
で
に
昇
進
し
て
い
た
が
、
天
皇
の
命
に
背

い
た
結
果
、
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
の
下
衆
は
、
俊
蔭
が
没
し
た

後
も
、
子
や
孫
の
世
代
に
ま
で
貧
困
が
続
き
、
落
ち
ぶ
れ
て
い
る
有
様
を
表
現

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
息
子
は
、
母
子
と
も
に
藤
原
兼
雅
に
よ
っ
て
、
三
条
堀
川

の
屋
敷
に
移
る
。
十
六
の
時
に
元
服
し
て
仲
忠
と
い
う
名
前
に
な
り
、『
う
つ

ほ
物
語
』
の
新
た
な
主
人
公
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
。「
下
衆
」
と
い
う
言
葉

は
、
そ
ん
な
仲
忠
が
、
幼
少
期
は
い
か
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
た
か
表
現
す
る
た
め

に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

②
（
女
一
の
宮
の
乳
母
が
）「
い
と
恐
ろ
し
き
こ
と
を
こ
そ
聞
き
は
べ
り

つ
れ
。
二
の
宮
の
越
後
の
乳
母
は
、
宰
相
の
中
将
に
盗
ま
せ
た
て
ま
つ
ら

む
と
た
ば
か
り
て
、
多
く
の
物
賜
は
り
に
け
る
は
。
大
き
な
る
瑠
璃
の
壺

に
、
黄
金
一
壺
入
れ
て
、
沈
の
衣
箱
に
絹
、
綾
入
れ
て
こ
そ
賜
は
り
に
け

れ
。
か
か
る
こ
と
知
り
た
る
下
衆
を
、
は
か
な
き
こ
と
に
て
う
ち
追
ひ
出

で
け
れ
ば
、
腹
立
ち
て
い
ひ
の
の
し
り
け
れ
ば
、
み
な
人
聞
き
は
べ
り

つ
。
」（「
国
譲　

下
」
五
七
段
、
三
八
四
頁
）

こ
の
章
段
は
、
仲
忠
が
成
長
し
、
朱
雀
院
と
仁
寿
殿
女
御
の
娘
で
あ
る
女
一
の

宮
と
の
間
に
男
の
子
を
出
産
し
た
後
の
話
で
あ
る
。
女
一
の
宮
は
、
こ
れ
よ
り

以
前
に
い
ぬ
宮
と
い
う
女
の
子
を
出
産
し
て
い
た
が
、
今
回
は
難
産
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
以
前
か
ら
女
二
の
宮
を
慕
っ
て
い
る
五
の
宮

こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。「
下
衆
」
と
い
う
表
現
を
見
る
と
、『
枕
草
子
』

と
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
登
場
回
数
は
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ
し
、『
源
氏

物
語
』
は
『
枕
草
子
』
に
比
べ
て
膨
大
な
分
量
の
た
め
、
全
文
に
お
け
る
下
衆

の
割
合
は
、『
枕
草
子
』
が
勝
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。『
う
つ
ほ
物
語
』

は
、
先
ほ
ど
地
下
を
調
査
し
た
際
に
は
多
く
登
場
し
た
が
、
下
衆
に
限
っ
て
は

そ
う
多
く
な
い
。『
紫
式
部
日
記
』
は
、
お
そ
ら
く
は
紫
式
部
の
内
向
的
な
性

格
ゆ
え
に
下
衆
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
か
、
一
度
も
登
場

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
に

登
場
す
る
下
衆
に
つ
い
て
特
徴
的
な
例
を
示
す
。

『
う
つ
ほ
物
語
』

①
（
子
が
）「
い
ざ
た
ま
へ
、
ま
ろ
が
ま
か
る
所
へ
。
こ
こ
と
て
も
、
ま

ろ
な
ら
ぬ
人
の
見
え
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
か
く
出
で
て
ま
か
り
歩
く
ほ
ど
、

つ
れ
づ
れ
と
待
ち
た
ま
ふ
ほ
ど
苦
し
う
お
は
す
ら
む
。
か
く
て
悪
し
う
も

よ
う
も
ま
か
り
歩
か
む
と
思
へ
ど
、
人
の
馬
、
牛
飼
は
せ
て
も
使
は
ば
、

親
の
た
め
に
、
さ
る
下
衆
の
母
と
い
た
は
れ
た
ま
は
む
こ
と
と
思
ふ
。
」

（「
俊
蔭
」
三
〇
段
、
七
八
頁
）

俊
蔭
の
娘
（
以
降
、
母
）
は
、
若
小
君
（
の
ち
の
藤
原
兼
雅
）
と
の
間
に
で
き

た
息
子
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
生
活
に
困
窮
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
だ
五
、六
歳

な
が
ら
大
人
の
よ
う
な
見
た
目
で
、
孝
養
に
優
れ
て
い
た
息
子
は
北
山
に
て
、

人
が
住
む
の
に
よ
さ
そ
う
な
木
の
う
つ
ほ
を
見
つ
け
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

ク
マ
が
住
ん
で
い
た
の
で
、
ク
マ
を
説
得
し
、
う
つ
ほ
を
譲
り
受
け
た
息
子

は
、
母
に
そ
こ
に
住
も
う
と
呼
び
か
け
る
。
そ
の
セ
リ
フ
の
中
に
、
下
衆
が
登

場
す
る
。
俊
蔭
が
没
し
て
以
来
、
こ
の
親
子
は
凋
落
し
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
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貧
し
さ
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
懸
命
に
生
き
る
末
摘
花
に
憐
憫

の
情
を
抱
く
読
者
も
多
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
下
衆
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と

は
、
末
摘
花
の
落
ち
ぶ
れ
た
生
活
描
写
の
一
部
と
し
て
、
十
分
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。

④
（
略
）
か
の
渡
り
た
ま
は
ん
と
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
下
衆
ど
も
、
み

な
は
か
ば
か
し
き
は
、
御
厨
子
所
な
ど
あ
る
べ
か
し
き
こ
と
ど
も
を
、
か

か
る
わ
た
り
に
は
急
ぐ
も
の
な
り
け
れ
ば
、
ゐ
し
づ
ま
り
な
ど
し
た
る

に
、
た
だ
四
五
人
し
て
こ
こ
な
る
物
を
見
る
に
、
変
る
こ
と
も
な
し
。

（
略
）
弟
子
ど
も
、「
た
い
だ
い
し
き
わ
ざ
か
な
。
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま

ふ
人
の
御
あ
た
り
に
、
よ
か
ら
ぬ
も
の
を
と
り
入
れ
て
、
穢
ら
ひ
か
な
ら

ず
出
で
来
な
ん
と
す
」
と
、
も
ど
く
も
あ
り
。
ま
た
、「
物
の
変
化
の
も

あ
れ
、
目
に
見
す
見
す
、
生
け
る
人
を
、
か
か
る
雨
に
う
ち
失
は
せ
ん
は

い
み
じ
き
こ
と
な
れ
ば
」
な
ど
、
心
々
に
言
ふ
。
下
衆
な
ど
は
、
い
と
騒

が
し
く
、
も
の
を
う
た
て
言
ひ
な
す
も
の
な
れ
ば
、
人
騒
が
し
か
ら
ぬ
隠

れ
の
方
に
な
ん
臥
せ
た
り
け
る
。（「
手
習
」
三
段
、
二
八
二
、

二
八
五
、二
八
六
頁
）

「
手
習
」
は
、『
源
氏
物
語
』
の
中
で
も
終
盤
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
で

に
源
氏
は
没
し
、
源
氏
と
女
三
の
宮
の
間
に
授
か
っ
た
薫
と
い
う
男
君
が

二
七
、二
八
才
ご
ろ
の
話
で
あ
る
。「
手
習
」
だ
け
で
も
五
回
に
わ
た
っ
て
下
衆

が
登
場
し
て
お
り
、「
浮
舟
」
や
「
蜻
蛉
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
六
回
登
場
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
後
半
に
な
っ
て
下
衆
が
登
場
す
る
回
数
が
増
え
る
の
で
あ
る
。

引
用
し
た
④
の
文
章
は
、
横
川
の
僧
都
が
、
倒
れ
て
い
る
若
い
女
を
発
見
し
、

下
衆
が
数
人
で
、
ど
う
も
不
思
議
な
そ
の
女
を
時
間
が
変
わ
っ
て
も
見
続
け
て

が
、
女
二
の
宮
の
乳
母
を
わ
い
ろ
で
買
収
し
、
女
二
の
宮
を
略
奪
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
下
衆
の
言
い
ふ
ら
し
か
ら
発
覚
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
女
一

の
宮
の
耳
に
入
っ
た
が
、
特
に
気
に
せ
ず
、
仲
忠
も
「
子
を
産
ん
だ
後
だ
け

ど
、
あ
な
た
も
そ
の
よ
う
に
謀
ら
れ
る
と
い
い
ね
」
と
冗
談
を
言
っ
て
お
り
、

特
に
大
事
件
に
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

下
衆
は
、
情
報
を
す
ぐ
に
言
い
ふ
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
て
、
勤
め
先
を
解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
怒
り
か
ら
五
の
宮
に
つ
い

て
言
い
ふ
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
解
雇
さ
れ
た
下
衆
の
心
情
を
察
す

る
と
、
そ
う
し
て
し
ま
っ
た
の
は
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ま

た
、
主
で
あ
る
五
の
宮
へ
の
こ
の
よ
う
な
報
復
は
、
五
の
宮
邸
の
管
理
体
制
の

甘
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
下
衆
は
①
の
よ
う
に
、
身
分
が

低
く
落
ち
ぶ
れ
た
例
え
と
な
る
。
ま
た
、
②
の
よ
う
に
、
重
要
な
情
報
を
握
っ

て
お
り
、
主
要
人
物
の
人
と
な
り
を
示
す
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』

③
八
月
、
野
分
荒
か
り
し
年
、
廊
ど
も
も
倒
れ
伏
し
、
下
の
屋
ど
も
の
は

か
な
き
板
葺
な
り
し
な
ど
は
骨
の
み
わ
づ
か
に
残
り
て
、
立
ち
と
ま
る
下

衆
だ
に
な
し
。（「
蓬
生
」
四
段
、
三
三
〇
頁
）

「
蓬
生
」
は
、
源
氏
が
二
八
、二
九
歳
頃
の
話
で
あ
る
。
常
陸
宮
の
娘
で
あ
る
末

摘
花
の
も
と
に
通
う
よ
う
に
な
る
が
、
い
つ
し
か
忘
れ
、
末
摘
花
は
困
窮
し
た

生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
③
は
、
そ
の
窮
乏
を
表
す
一
文
で
あ
る
。

家
は
中
も
外
も
荒
れ
果
て
て
、
も
う
勤
め
よ
う
と
す
る
下
仕
え
も
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
下
衆
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
、
末
摘
花
の
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方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
下
衆
の
③
は
、
①
と
若
干
似
て
お
り
、
貧
乏
を
強

調
す
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
④
は
、
思
慮
の
浅
い
下
衆
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
他
作
品
に
お
い
て
も
下
衆
は
登
場
し
た
。
下
衆
は
主
要
人

物
の
身
近
に
存
在
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
あ
ま
り
良
い
印
象
を
受
け
な
い
扱

わ
れ
方
だ
が
、
ご
く
ま
れ
に
物
語
の
進
行
や
、
人
物
像
の
考
察
に
お
い
て
影
響

力
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
下
衆
が
無
価
値
な
脇
役
と
は
言
い
難
い
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
負
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
ん
な
下
衆

は
、『
枕
草
子
』
に
お
い
て
は
、
最
も
多
い
割
合
で
登
場
す
る
。
ど
の
よ
う
に

登
場
し
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
存
在
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
に

て
、
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
。

第
二
章
　『
枕
草
子
』
に
お
け
る
地
下

第
一
節
　
随
身

　

本
節
で
は
、『
枕
草
子
』
に
登
場
し
た
地
下
と
し
て
、
随
身
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
流
れ
と
し
て
は
、
随
身
の
仕
事
内
容
を
解
説
し
、
随
身
が
登
場
す
る

『
枕
草
子
』
の
章
段
を
調
査
し
、
作
中
の
役
割
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
。
ま

た
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
本
文
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
随
身
と
い
う
役
職
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
述
べ
る
。

『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』
に
よ
る
と
、
随
身
は
、
高
貴
な
人
の
身
辺
警

い
る
場
面
で
あ
る
。
僧
都
は
こ
の
女
を
助
け
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
弟
子
や
下

衆
が
何
か
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
あ
る
弟
子
は
「
邸
に
は
病
人
が
い
る
の
に

こ
ん
な
得
体
の
し
れ
な
い
人
を
置
い
て
お
け
な
い
」、
ま
た
あ
る
弟
子
は
「
ま

だ
命
あ
る
人
を
死
な
せ
る
こ
と
は
大
変
も
ど
か
し
い
」
と
口
々
に
言
い
あ
っ
て

い
る
。
下
衆
は
と
て
も
騒
が
し
く
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
何
度
も
言
う
の
で
、
僧

都
は
、
女
を
人
の
い
な
い
部
屋
に
寝
か
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
下
衆
は
、
一
度
目
は
、
時
間
を
か
け
て
女
を
確
認
し
て
い
る
と
い

う
下
衆
の
行
動
か
ら
、
女
の
不
思
議
さ
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
度
目

は
、「
い
と
騒
が
し
」
と
あ
り
、
倒
れ
て
い
る
女
に
対
す
る
配
慮
も
な
く
、
思

い
思
い
の
言
葉
を
並
べ
る
迷
惑
極
ま
り
な
い
存
在
と
し
て
登
場
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
弟
子
と
下
衆
と
い
う
二
種
類
の
身
分
が
登
場
す
る
こ
と
で
、

そ
の
う
る
さ
い
騒
ぎ
ぶ
り
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
下
衆
は
、
物
語
に
お
い
て
表

現
を
強
調
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
後
の
展
開
と
し
て
、
実
は
こ
の
女
は
、
薫
の
愛
人
で
あ
っ
た
浮
舟
で
あ

り
、
一
度
薫
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
が
、
僧
都
に
助
け
ら
れ
、
薫
は
浮
舟

と
再
会
す
る
。
し
か
し
、
浮
舟
の
心
は
薫
に
傾
く
こ
と
な
く
物
語
は
終
わ
り
を

迎
え
て
し
ま
う
。
下
衆
は
壮
大
な
物
語
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
登
場
し
た
に
過
ぎ

な
い
が
、
困
窮
の
度
合
や
、
騒
ぎ
の
様
子
を
強
調
す
る
な
ど
、
物
語
の
進
行
に

お
い
て
は
、
使
い
勝
手
の
良
い
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、『
源
氏

物
語
』
で
は
「
下
衆
下
衆
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、「
手
習
」
で
は
、「
い
か

に
も
下
役
ら
し
い
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
二
一
。
こ
こ
で
は
、
い
か

に
も
下
役
ら
し
い
法
師
た
ち
が
、「
僧
都
が
今
日
、
下
山
さ
れ
る
」
と
得
意
げ

に
話
し
て
い
る
の
を
浮
舟
が
聞
い
て
お
り
、
出
家
の
意
思
を
固
め
る
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
師
た
ち
は
、
作
中
に
お
い
て
、
セ

リ
フ
を
三
回
与
え
ら
れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
る
。
ま
さ
に
、
下
役
ら
し
い
使
わ
れ
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き
や
。（
四
六
段
「
を
の
こ
は
、
ま
た
随
身
こ
そ
」
一
〇
三
頁
）

四
六
段
で
は
、
随
身
に
つ
い
て
肯
定
的
な
意
見
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
約
す
る
と
、「
召
使
の
男
な
ら
随
身
が
よ
い
。
貴
公
子
に
随
身
が
い
な
い
の

は
物
足
り
な
い
。
弁
官
は
と
て
も
立
派
な
官
だ
が
、
随
身
が
い
な
い
な
ら
ひ
ど

く
見
劣
り
す
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
弁
官
と
は
、
太
政
官
に
属
し
、
行

政
命
令
書
を
作
る
役
職
で
あ
り
、
実
務
の
中
枢
的
役
割
を
果
た
し
た
格
式
高
い

組
織
で
あ
る
二
七
。『
枕
草
子
』
作
品
内
で
は
、
弁
官
は
、
藤
原
行
成
や
平
惟
仲

な
ど
、
高
名
な
人
物
が
務
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
章
段
で
は
、
弁
官
の
よ

う
な
身
分
の
高
い
者
に
は
、
随
身
の
よ
う
な
お
付
き
の
者
が
つ
い
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
従
者
を
多
く
抱
え
て
い
る
と
見
栄

え
が
よ
く
な
る
だ
ろ
う
。
当
時
は
随
身
が
つ
く
身
分
か
そ
う
で
な
い
か
が
男
性

官
人
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
女
性
の
目
で
男
性
の
評
価
を
す
る
際
の
可
視
的
な

基
準
で
あ
っ
た
二
八
こ
と
か
ら
、
こ
の
章
段
も
、
そ
れ
に
則
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
章
段
だ
け
で
も
、
随
身
の
存
在
意
義
が
大
い
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
雑
色
、
随
身
は
、
す
こ
し
や
せ
て
ほ
そ
や
か
な
る
ぞ
よ
き
。
男
は
、
な

ほ
若
き
ほ
ど
は
、
さ
る
方
な
る
ぞ
よ
き
。
い
た
く
肥
え
た
る
は
、
い
ね
ぶ

た
か
ら
む
と
見
ゆ
。（
五
一
段
「
雑
色
、
随
身
は
」
一
一
〇
頁
）

先
に
述
べ
た
通
り
、
高
貴
な
身
分
に
警
護
役
と
し
て
仕
え
る
か
ら
か
、
作
中
で

は
、
随
身
の
体
型
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。
五
一
段
で
は
、
少
し
や
せ
型
で
あ

る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
随
身
に
は
、
何
が
起
こ
っ
て
も
す
ぐ
に
要
人

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
機
敏
な
動
作
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
た
め
に
、
理
想
の
体
型
に
や
せ
型
を
挙
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま

固
に
あ
た
る
武
官
の
こ
と
で
あ
り
、
近
衛
府
に
属
し
て
い
る
二
二
。
随
身
と
し

て
選
ば
れ
る
身
分
は
、
近
衛
府
将
曹
以
下
で
あ
る
二
三
。
将
曹
は
従
七
位
下
で

あ
り
、
こ
れ
よ
り
下
位
の
番
長
、
府
生
な
ど
も
随
身
に
選
ば
れ
て
お
り
、
地
下

と
呼
ば
れ
る
べ
き
身
分
が
随
身
と
し
て
就
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
高
貴
な
人
」
と
は
、
例
え
ば
近
衛
府
の
高
官
で
あ
る
大
将
、
中
将
、
少
将
が

あ
り
、
こ
ち
ら
は
本
来
近
衛
府
が
持
つ
警
備
役
の
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
時

に
は
上
皇
や
摂
政
、
関
白
そ
の
他
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
勅

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
二
四
。
そ
の
た
め
、
随
身
は
、
近
衛
府
付
き
と
、
上
皇
・

摂
関
な
ど
の
貴
族
付
き
の
二
種
類
が
存
在
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
け

ら
れ
る
人
数
と
し
て
は
、
上
皇
に
は
将
曹
二
人
、
府
生
二
人
、
番
長
二
人
、
近

衛
八
人
の
計
十
四
人
が
あ
り
、
院
の
御
随
身
所
に
詰
め
て
い
た
。
摂
関
は
府
生

二
人
、
番
長
二
人
、
近
衛
六
人
の
計
十
人
、
大
臣
の
大
将
は
府
生
一
人
、
番
長

一
人
、
近
衛
六
人
の
計
八
人
、
納
言
、
参
議
の
大
将
は
番
長
一
人
、
近
衛
五
人

の
計
六
人
、
中
将
は
四
人
、
少
将
は
二
人
、
諸
衛
府
の
督
は
四
人
、
佐
は
二
人

つ
け
ら
れ
、
家
の
随
身
所
に
属
し
て
い
た
二
五
。
地
位
に
よ
っ
て
人
数
は
異
な

れ
ど
、
最
低
で
も
二
人
の
随
身
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
上

皇
や
摂
関
に
仕
え
る
随
身
は
、
関
係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
的
な
関
係

と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
家
で
代
々
継
承
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
二
六
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
地
下
で
あ
っ
た
随
身
は
、『
枕
草
子
』
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
だ
ろ
う
か
。
調
査
の
結
果
、
随
身
は
八
か
所
に

登
場
し
た
。
そ
れ
ら
の
章
段
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
い
く
。

①
を
の
こ
は
、
ま
た
随
身
こ
そ
あ
め
れ
。
い
み
じ
う
び
び
し
く
て
を
か
し

う
君
達
も
、
随
身
な
き
は
い
と
し
ら
じ
ら
し
。
弁
な
ど
は
、
い
と
を
か
し

き
官
に
思
ひ
た
れ
ど
、
下
襲
の
裾
短
く
て
、
随
身
の
な
き
ぞ
、
い
と
わ
ろ
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の
姿
を
「
と
て
も
似
つ
か
わ
し
い
」
と
い
っ
た
評
価
を
下
し
て
い
る
。
檳
榔
毛

の
車
に
乗
る
よ
う
な
人
物
に
随
身
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
で
、
見
栄
え
が
増
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

④
ま
い
て
、
臨
時
の
祭
り
の
調
楽
な
ど
は
、
い
み
じ
う
を
か
し
。
主
殿
の

官
人
、
長
き
松
を
高
く
と
も
し
て
、
頸
は
引
き
入
れ
て
行
け
ば
、
先
は
さ

し
つ
け
つ
ば
か
り
な
る
に
、
を
か
し
う
遊
び
、
笛
吹
き
た
て
て
、
心
こ
と

に
思
ひ
た
る
に
、
君
達
昼
の
装
束
し
て
立
ち
と
ま
り
、
物
言
ひ
な
ど
す
る

に
、
供
の
随
身
ど
も
の
、
前
駆
を
し
の
び
や
か
に
短
う
、
お
の
が
君
達
の

料
に
追
ひ
た
る
も
、
遊
び
に
ま
じ
り
て
、
常
に
似
ず
を
か
し
う
聞
ゆ
。

（
七
三
段
「
う
ち
の
局
」
一
三
〇
頁
）

七
三
段
で
も
、
随
身
に
対
し
て
は
肯
定
的
で
あ
る
。「
う
ち
の
局
」
と
は
、
中

宮
の
女
房
の
局
で
あ
る
、
登
華
殿
の
西
廂
の
細
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
清

涼
殿
に
つ
な
が
る
通
路
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
、
殿
上
人
の
往
来
が
激
し
い
。

そ
こ
を
通
る
人
々
に
つ
い
て
「
い
み
じ
う
を
か
し
」
と
礼
賛
し
た
後
の
文
章
で

あ
る
。「
臨
時
の
祭
」
は
、
十
一
月
下
酉
日
に
下
鴨
神
社
、
上
賀
茂
神
社
で
行

わ
れ
る
、
賀
茂
臨
時
祭
の
こ
と
で
あ
る
。「
調
楽
」
は
、
楽
器
舞
踊
の
練
習
を

意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
賀
茂
臨
時
祭
に
向
け
て
練
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。
出
演

者
は
、
摂
関
家
の
子
女
や
皇
族
な
ど
、
君
達
と
呼
ば
れ
る
身
分
か
ら
、
舞
人
十

人
、
楽
人
十
二
人
が
選
ば
れ
て
、
束
帯
姿
で
演
奏
す
る
。
清
少
納
言
は
、
こ
の

臨
時
の
祭
を
ひ
ど
く
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
五
段

「
笛
は
」
で
は
、
篳
篥
の
音
は
く
つ
わ
虫
の
よ
う
で
不
愉
快
だ
が
、
臨
時
の
祭

の
時
に
は
、
横
笛
を
面
白
く
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
急
に
篳
篥
の
音
が
笛
と

と
も
に
聞
こ
え
る
の
は
、「
た
だ
い
み
じ
う
う
る
は
し
髪
持
た
ら
む
人
も
、
み

た
、
こ
の
文
の
直
後
に
、
随
身
の
体
型
を
踏
ま
え
て
「
男
は
若
い
う
ち
は
そ
う

あ
る
べ
き
」、「
太
っ
て
い
る
者
は
眠
た
そ
う
に
見
え
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
描
写
の
理
由
と
し
て
、
田
中
重
太
郎
（
一
九
七
二
）
は
、「
若
い
男
が
非
活
動

的
な
の
を
憎
む
心
か
ら
」、「
ぴ
ち
ぴ
ち
し
て
元
気
溌
溂
な
の
が
若
さ
の
特
性
で

あ
り
、
動
的
な
瞬
間
美
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
清
少
納
言
の
好
み
で
あ
っ
た
か
ら
」

と
述
べ
て
い
る
二
九
。
清
少
納
言
は
、
随
身
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
自
ら
の

男
の
理
想
で
あ
る
「
若
さ
」
や
「
活
動
的
」
と
い
っ
た
点
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。

③
五
位
六
位
な
ど
の
、
下
襲
の
裾
は
さ
み
て
、
笏
の
い
と
白
き
に
、
扇
う

ち
置
き
な
ど
、
行
き
ち
が
ひ
、
ま
た
、
装
束
し
、
壺
胡
籙
負
ひ
た
る
随
身

の
出
で
入
り
し
た
る
、
い
と
つ
き
づ
き
し
。（
五
八
段
「
よ
き
家
の
中
門

あ
け
て
」
一
一
四
頁
）

五
八
段
は
、
身
分
の
高
い
者
の
家
に
貴
人
が
来
て
お
り
、
そ
の
邸
宅
を
清
少
納

言
が
外
か
ら
見
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
家
の
中
門
が
開
け
て
あ
り
、
檳
榔

毛
の
車
が
車
立
て
に
立
て
て
あ
る
こ
と
を
「
め
で
た
け
れ
」
と
称
賛
し
た
後
の

描
写
に
随
身
が
登
場
し
て
い
る
。
檳
榔
毛
の
車
は
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に

よ
る
と
、「
上
皇
以
下
四
位
以
上
に
使
う
車
」
と
い
う
こ
と
で
、
高
貴
な
人
が

訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
は
、
身
分
に
よ
っ
て
、
書
か

れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
五
位
六
位
に
は
「
下
襲
」、「
笏
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

男
性
官
人
の
正
装
で
あ
る
、
束
帯
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
随
身
は
、
衣
装
に

関
し
て
は
「
装
束
」
程
度
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
壺
胡
簶
と

呼
ば
れ
る
、
儀
式
の
際
に
地
下
の
武
官
が
使
用
す
る
筒
状
の
矢
入
れ
三
〇
を
背

負
っ
て
い
る
描
写
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。
随
身
が
身
分
の
低
い
存
在
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
描
写
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
少
納
言
は
、
そ
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装
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
五
八
段
（
③
）
に
登
場
し
た
壺
胡
簶
も
着
用
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
姿
を
「
暑
苦
し
そ
う
だ
」
と
い
う
評
価
を
清

少
納
言
は
下
し
て
い
る
。
ほ
か
に
登
場
し
た
「
暑
げ
な
る
も
の
」
に
は
、
衲
の

袈
裟
と
い
う
、
厚
い
生
地
で
作
ら
れ
た
袈
裟
や
、
出
居
の
少
将
と
い
っ
た
、
長

時
間
日
差
し
に
照
り
付
け
ら
れ
る
仕
事
、
太
っ
た
人
の
髪
の
毛
が
多
い
の
が
あ

げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
暑
苦
し
さ
を
表
現
し
て
お
り
、
随
身
で
も
長
に
な
る

と
、
そ
れ
だ
け
付
属
物
も
増
え
て
き
て
、
長
時
間
武
装
し
た
姿
で
日
差
し
に
照

り
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
清
少
納
言
は
そ

の
姿
を
見
て
、「
な
ん
と
も
暑
苦
し
そ
う
で
気
の
毒
だ
」
と
感
じ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑥
た
だ
随
身
四
人
、
い
み
じ
う
装
束
き
た
り
、
馬
副
の
、
ほ
そ
く
白
く
し

た
て
た
る
ば
か
り
し
て
、
二
条
の
大
路
の
広
く
清
げ
な
る
に
、
め
で
た
き

馬
を
う
ち
は
や
め
て
い
そ　

ぎ
ま
ゐ
り
て
、
す
こ
し
遠
く
よ
り
下
り
て
、

そ
ば
の
御
簾
の
前
に
候
ひ
た
ま
ひ
し
な
ど
い
と
を
か
し
。（
一
二
三
段

「
は
し
た
な
き
も
の
」
二
三
三
頁
）

一
二
三
段
は
、「
は
し
た
な
き
も
の
」
に
随
身
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

章
段
は
、「
は
し
た
な
き
も
の
」
を
羅
列
す
る
類
聚
的
章
段
と
、
一
条
天
皇
の

八
幡
の
行
幸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
随
想
的
章
段
の
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
随

身
が
登
場
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
池
田
亀
鑑

（
一
九
六
三
）
は
、「
三
巻
本
お
よ
び
能
因
本
で
は
同
じ
段
で
あ
る
が
、
原
作
者

の
企
図
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
」三
四

と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上

坂
信
男
・
神
作
光
一
（
二
〇
〇
一
）
で
は
、「
断
絶
を
認
め
」
別
々
の
章
段
と

な
っ
て
い
る
三
五
な
ど
、
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
、
引

な
立
ち
あ
が
り
ぬ
べ
き
心
地
す
れ
。
」
と
称
賛
し
て
い
る
三
一
。
臨
時
の
祭
で

は
、
普
段
見
栄
え
し
な
い
も
の
も
見
栄
え
す
る
の
で
あ
る
。
七
三
段
に
戻
っ

て
、
こ
の
場
面
の
内
容
は
、
調
楽
の
た
め
に
、
主
殿
寮
の
役
人
が
首
を
襟
に
入

れ
な
が
ら
松
明
を
も
っ
て
出
演
者
を
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
楽
人
が
楽
器
を

鳴
ら
し
て
、
清
少
納
言
が
い
つ
も
よ
り
特
別
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
こ
に
束
帯
を
着
た
君
達
が
さ
ら
に
や
っ
て
き
て
、
立
ち
止

ま
っ
て
何
か
話
を
し
て
い
る
。
随
身
が
主
人
の
君
達
の
た
め
に
、
声
掛
け
を

そ
っ
と
し
て
い
る
の
も
、
音
楽
に
混
じ
っ
て
い
つ
に
な
く
面
白
く
聞
こ
え
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
随
身
は
、
お
そ
ら
く
貴
族
付
き
の
随

身
で
あ
ろ
う
。
そ
の
随
身
が
そ
っ
と
声
掛
け
を
し
て
い
る
の
は
、
演
奏
中
の
音

楽
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
清
少
納
言
が
「
常
に
似
ず
を
か
し

う
聞
ゆ
」
と
ほ
め
た
対
象
は
、
管
弦
の
音
色
で
は
な
く
、
声
を
潜
め
て
前
払
い

を
し
て
い
る
随
身
自
体
で
あ
る
。
い
つ
も
の
様
子
と
は
ま
た
違
っ
た
面
白
さ
と

い
う
も
の
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
供
役
と
し
て
立
派
に
役
割
を
果

た
し
て
い
る
随
身
は
、
地
下
で
あ
っ
て
も
美
的
表
現
の
「
を
か
し
」
の
対
象
に

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤
随
身
の
長
の
狩
衣
。
衲
の
袈
裟
。
出
居
の
少
将
。
い
み
じ
う
肥
え
た
る

人
の
髪
お
ほ
か
る
。
六
，
七
月
の
修
法
の
、
日
中
の
時
行
ふ
阿
闍
梨
。

（
一
一
九
段
「
暑
げ
な
る
も
の
」
二
二
九
頁
）

一
一
九
段
で
は
、
随
身
の
長
と
い
う
身
分
が
登
場
す
る
。
こ
ち
ら
は
「
貴
人
に

つ
け
ら
れ
た
一
定
数
の
随
身
の
長
」
と
い
う
意
味
に
な
り
三
二
、
着
て
い
る
狩

衣
が
暑
苦
し
そ
う
と
清
少
納
言
は
評
価
し
て
い
る
。
狩
衣
は
、
束
帯
よ
り
は
格

が
落
ち
る
が
殿
上
人
の
普
段
着
で
あ
り
、
地
下
の
正
装
で
も
あ
っ
た
三
三
。
正
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を
受
け
て
お
り
、
警
備
と
い
う
仕
事
以
外
に
も
、
召
使
と
し
て
の
役
割
を
持
っ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
貴
族
に
私
的
に
雇
わ
れ
た
随
身
で
あ
り
、
こ
の
章
段
の

主
体
で
あ
る
「
好
き
好
き
し
く
て
人
か
ず
見
る
人
」
の
身
分
が
高
位
で
あ
る
こ

と
の
存
在
感
を
出
す
た
め
に
、
随
身
を
記
述
し
た
の
で
は
な
い
か
。

⑧
随
身
め
き
て
、
ほ
そ
や
か
な
る
を
の
こ
の
、
傘
さ
し
て
、
そ
ば
の
方
な

る
塀
の
戸
よ
り
入
り
て
、
文
を
さ
し
入
れ
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。

（
二
七
五
段
「
常
に
文
お
こ
す
る
人
の
」
四
三
〇
頁
）

二
七
五
段
で
は
常
に
後
朝
の
手
紙
を
よ
こ
す
人
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ

の
人
が
書
い
た
手
紙
を
、
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
日
に
、
随
身
の
よ
う
な
や
せ

た
男
が
届
け
に
来
た
こ
と
を
「
を
か
し
」
と
描
写
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
随
身

は
、
例
え
に
使
わ
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
。
一
八
二
段
（
⑦
）
の
よ
う
に
、
私

的
に
雇
わ
れ
た
召
使
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、「
ほ
そ
や
か
な

る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
五
一
段
（
②
）
に
登
場
し
た
も
の
と
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
雑
色
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
清
少
納
言
は
「
や

せ
て
い
る
人
＝
随
身
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
こ
ま
で
、
全
八
章
段
に
わ
た
る
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
随
身
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
地
下
と
し
て
の
随
身
は
、『
枕
草
子
』
で
は
否
定
的
な
表
現
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
ま
た
、
随
想
的
章
段
に
登
場
し
た
随
身
は
、
い
ず
れ
も
彼
ら
よ
り
身
分
が

高
い
者
が
先
に
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
に
何
ら
か
の
称
賛
を
送
っ

て
か
ら
、
随
身
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
随
身
が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
身
分
が
高
い
人
物
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
に
な
る
。
清

用
先
の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』
が
同
一
の
章
段
と
し
て
い
る

こ
と
に
従
う
。
八
幡
の
行
幸
と
は
、
九
九
五
年
、
一
条
天
皇
が
石
清
水
八
幡
宮

に
行
幸
し
た
こ
と
を
指
し
、
本
文
で
は
、
行
幸
か
ら
の
還
御
の
場
面
を
描
写
し

て
い
る
。
一
条
天
皇
に
付
き
添
い
し
て
い
た
、
藤
原
斉
信
の
付
き
人
で
あ
っ
た

随
身
に
対
し
て
、「
い
と
を
か
し
」
と
、
よ
り
強
調
さ
れ
た
「
を
か
し
」
を

使
っ
て
称
賛
し
て
い
る
。
こ
の
随
身
は
、
斉
信
に
つ
い
て
い
る
随
身
だ
と
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』
で
は
認
め
て
い
る
三
六
。
四
人
と
い
う
の

は
、
中
将
に
は
近
衛
舎
人
四
人
を
つ
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
三
七
。
彼
ら
が
立
派
な
装
束
を
着
て
い
る
こ
と
か
ら
、
還
御
に
対
し
て
、
よ

り
華
を
持
た
せ
る
風
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
五
八
段

（
③
）
同
様
、
随
身
は
、
高
貴
な
人
を
よ
り
引
き
立
た
せ
る
役
割
を
持
っ
て

い
る
。⑦

白
き
単
衣
の
、
い
た
う
し
ぼ
み
た
る
を
う
ち
ま
も
り
つ
つ
書
き
果
て

て
、
前
な
る
人
に
も
取
ら
せ
ず
、
わ
ざ
と
立
ち
て
、
小
舎
人
童
、
つ
き
づ

き
し
き
随
身
な
ど
、
近
う
呼
び
寄
せ
て
さ
さ
め
き
取
ら
せ
て
、
い
ぬ
る
後

も
久
し
う
な
が
め
て
、
経
な
ど
の
さ
る
べ
き
所
々
、
し
の
び
や
か
に
口
ず

さ
び
に
よ
み
ゐ
た
る
に
、
奥
の
方
に
御
粥
、
手
水
な
ど
し
て
そ
そ
の
か
せ

ば
、
歩
み
入
り
て
も
、
文
机
に
押
し
か
か
り
て
文
な
ど
を
ぞ
見
る
。

（
一
八
二
段
「
好
き
好
き
し
く
て
人
か
ず
見
る
人
の
」
三
二
〇
頁
）

一
八
二
段
で
は
、
た
く
さ
ん
の
女
性
と
深
い
関
係
を
持
つ
独
身
の
男
が
、
ど
こ

へ
行
っ
て
い
た
の
か
明
け
方
に
帰
っ
て
き
て
、
後
朝
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
男
は
、
随
身
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
高

貴
な
身
分
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
随
身
が
、
小
舎
人
童
と
同
等
の
扱
い
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も
う
一
方
に
は
、
宮
内
省
所
属
の
官
人
が
あ
る
四
二
。
こ
ち
ら
も
役
職
は
後
宮

十
二
司
と
同
じ
で
あ
る
が
、
主
に
男
性
が
担
当
し
て
お
り
、
官
位
も
、
頭
が
従

五
位
下
、
助
が
従
六
位
上
、
允
が
従
七
位
で
あ
り
、
頭
が
貴
族
階
級
に
入
る
官

位
で
あ
る
四
三
。『
枕
草
子
』
で
は
、
藤
原
行
成
や
藤
原
公
任
な
ど
の
使
い
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
が
、
清
少
納
言
が
特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
後
宮
に
使
え
る

女
官
と
し
て
の
主
殿
司
で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
前
者
に
つ
い
て
の
み
論
ず
る

こ
と
を
承
知
さ
れ
た
い
。
な
お
、
注
釈
か
ら
鑑
み
て
、
男
性
か
女
性
か
判
別
の

つ
か
な
い
主
殿
司
に
つ
い
て
も
、
本
論
で
は
除
外
し
て
検
討
す
る
。

　

で
は
、
女
官
と
し
て
の
主
殿
司
は
、
ど
の
よ
う
に
登
場
し
た
だ
ろ
う
か
。
本

文
に
て
登
場
し
た
四
箇
所
の
主
殿
司
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

左
衛
門
の
陣
の
も
と
に
、
殿
上
人
な
ど
あ
ま
た
立
ち
て
、
舎
人
の
弓
ど
も

取
り
て
馬
ど
も
お
ど
ろ
か
し
笑
ふ
を
、
は
つ
か
に
見
入
れ
た
れ
ば
、
立
蔀

な
ど
の
見
ゆ
る
に
、
主
殿
司
、
女
官
な
ど
の
行
き
ち
が
ひ
た
る
こ
そ
を
か

し
け
れ
。（
三
段
「
正
月
一
日
は
」
二
七
頁
）

こ
の
章
段
は
、
正
月
元
日
か
ら
七
日
、
八
日
、
十
五
日
の
宮
中
の
様
子
に
つ
い

て
描
か
れ
た
。
主
殿
司
は
、
そ
の
う
ち
七
日
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
若

菜
を
摘
ん
で
羹
に
し
て
食
べ
る
風
習
が
あ
り
、
若
菜
を
見
た
宮
中
の
人
々
が
、

物
珍
し
い
と
騒
い
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
次
に
、
こ
の
日
は
白
馬
の

節
会
を
拝
観
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
人
々
は
青
毛
の
馬
を
見
る
と
、
年
中
の
邪

気
を
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
四
四
。
そ
の
催
し
に
清
少
納

言
が
見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
左
衛
門
に
殿
上
人
が
た
く
さ
ん
立
ち
、
舎
人
を
驚

か
し
て
笑
っ
て
い
る
が
、
ふ
と
衝
立
の
先
を
見
る
と
、
主
殿
司
や
女
官
が
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

少
納
言
は
、
随
身
を
そ
の
よ
う
な
貴
人
の
所
有
物
と
捉
え
た
こ
と
か
ら
、
否
定

的
な
表
現
を
使
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
上
よ
り
、『
枕
草
子
』
に
お

け
る
随
身
は
、
そ
の
主
人
が
よ
り
高
貴
で
華
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
す
る

た
め
に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
推
察
す
る
。

　
第
二
節
　
主
殿
司

　

本
節
で
は
、『
枕
草
子
』
に
登
場
し
た
地
下
と
し
て
、
主
殿
司
を
取
り
上
げ

る
。
こ
ち
ら
は
第
一
節
に
て
論
じ
た
男
性
官
人
の
随
身
と
は
異
な
り
、
主
殿
司

（
十
例
）
の
中
で
も
女
性
官
人
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
後
宮
十
二
司
の
主
殿
司

に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。
次
に
『
枕
草
子
』
に
登
場
し
た
箇
所
を
抽
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
く
。

　

主
殿
司
と
は
、
律
令
制
下
に
あ
っ
た
後
宮
十
二
司
と
呼
ば
れ
た
官
庁
の
一
つ

で
あ
る
。
後
宮
十
二
司
に
は
、
主
殿
司
以
外
に
内
侍
司
、
蔵
司
、
書
司
、
薬

司
、
兵
司
、
闈
司
、
掃
司
、
水
司
、
膳
司
、
酒
司
、
縫
司
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

身
分
は
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
内
侍
司
を
中
心
と
す
る
大
別
し
て
外
局
、
内

局
に
分
か
れ
、
主
殿
司
は
薬
司
や
書
司
と
と
も
に
、
外
局
に
属
す
る
こ
と
と

な
っ
た
三
八
。
髙
島
め
ぐ
み
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
、
主
殿
司
に
は
、
従
六

位
相
当
の
尚
殿
が
一
名
、
従
八
位
相
当
の
典
殿
が
二
名
、
無
位
で
あ
る
女
孺
が

六
名
と
決
ま
っ
て
お
り
三
九
、
位
階
か
ら
見
る
に
、
確
か
に
地
下
と
呼
ば
れ
る

べ
き
身
分
で
あ
る
。
主
な
職
掌
と
し
て
は
、
殿
舎
お
よ
び
行
幸
の
際
の
諸
施
設

の
維
持
管
理
で
あ
り
四
〇
、
具
体
的
に
は
庭
の
清
掃
や
天
皇
の
湯
沐
、
火
燭
・

薪
炭
を
取
り
扱
う
な
ど
四
一
、
生
活
に
お
け
る
幅
広
い
世
話
役
と
し
て
従
事
し

て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
主
殿
司
」
と
い
う
表
記
に
は
二
つ

の
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
。
一
つ
は
先
に
挙
げ
た
後
宮
十
二
司
の
女
官
で
あ
り
、
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場
し
、
主
殿
司
の
存
在
意
義
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。「
下
女
」
と
は
下
級
の
女
官
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
四
六
、
前
に
登
場
し

た
「
に
ょ
う
く
わ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
身
分
の
こ
と
だ
ろ
う
。
主
殿
司

が
、
決
し
て
身
分
が
高
く
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
主

殿
司
に
対
し
て
、
本
文
で
は
「
下
級
女
官
と
し
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
う
ら
や
ま
し

い
も
の
は
な
い
」
と
、
羨
望
の
眼
を
向
け
る
ほ
ど
の
賛
辞
が
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
身
分
の
高
い
人
に
も
さ
せ
て
み
た
い
仕
事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
明
確
な
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
は
女
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
若
い
う
ち

は
美
し
く
、
年
を
取
っ
た
ら
先
例
を
学
び
、
物
怖
じ
し
な
い
無
遠
慮
さ
を
持
つ

こ
と
が
似
つ
か
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
愛
嬌

の
あ
る
主
殿
司
を
娘
分
に
し
、
季
節
ご
と
に
装
束
を
変
え
て
裳
や
唐
衣
を
当
世

風
に
し
て
歩
か
せ
た
い
と
あ
る
。
主
殿
司
は
、
女
を
上
げ
た
り
、
雅
の
対
象
と

な
っ
た
り
す
る
身
分
で
あ
り
、
清
少
納
言
は
、
そ
こ
に
魅
力
を
見
出
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
次
の
章
段
、
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
四
六
段
「
を
の
こ
は
、
随

身
こ
そ
」
で
も
、
同
じ
く
魅
力
あ
る
地
下
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

③
「
誰
が
沓
に
か
あ
ら
む
。
え
知
ら
ず
」
と
、
主
殿
司
、
人
々
な
ど
の
い

ひ
け
る
を
、「
や
や
、
方
弘
が
き
た
な
き
も
の
ぞ
」
と
て
、
い
と
ど
さ
わ

が
る
。（
五
十
四
段
「
殿
上
の
名
対
面
こ
そ
」
一
一
二
頁
）

こ
ち
ら
も
三
段
（
①
）
同
様
、
主
殿
司
が
、
並
一
般
の
呼
称
と
は
区
別
さ
れ
た

特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
章
段
の
内
容
と
し
て
は
、
清
涼
殿

の
殿
上
の
間
で
行
わ
れ
る
点
呼
に
つ
い
て
で
あ
る
。
あ
る
日
、
方
弘
と
い
う
蔵

人
が
、
点
呼
の
手
順
を
間
違
え
、
そ
の
責
任
を
滝
口
に
な
す
り
つ
け
た
と
こ

随
身
と
同
じ
く
、「
を
か
し
」
と
い
う
美
的
表
現
が
、
主
殿
司
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
主
殿
司
は
、
下
級
女
官
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る

は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
女
官
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。「
女
官
」
の
読
み
は
、

こ
こ
で
は
「
に
ょ
う
く
わ
ん
」
で
あ
り
、
下
級
女
官
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
反
対
に
、
身
分
の
高
い
女
性
は
、「
に
ょ
く
わ
ん
」
と
い
う
呼
び
方
を
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
四
五
。
主
殿
司
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
下
級
女
官
と
呼
ば
れ
る

べ
き
身
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
段
か
ら
は
、
清
少
納
言
か
ら
見
た
主
殿

司
が
、
た
ん
に
「
に
ょ
う
く
わ
ん
」
で
括
ら
れ
な
い
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
証
明
に
、
次
に
登
場
す
る
四
五
段
で
は
、
こ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

②
主
殿
司
こ
そ
、
な
ほ
を
か
し
き
も
の
は
あ
れ
。
下
女
の
際
は
、
さ
ば
か

り
う
ら
や
ま
し
き
も
の
は
な
し
。
よ
き
人
に
も
せ
さ
せ
ま
ほ
し
き
わ
ざ
な

め
り
。
若
く
か
た
ち
よ
か
ら
む
が
、
な
り
な
ど
よ
く
て
あ
ら
む
は
、
ま
し

て
よ
か
ら
む
か
し
。
す
こ
し
老
い
て
、
物
の
例
知
り
、
面
な
き
さ
ま
な
る

も
、
い
と
つ
き
づ
き
し
く
目
や
す
し
。
主
殿
司
の
、
顔
愛
敬
づ
き
た
ら
む

一
人
持
た
り
て
、
装
束
時
に
し
た
が
ひ
、
裳
、
唐
衣
な
ど
、
今
め
か
し
く

て
、
あ
り
か
せ
ば
や
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。（
四
五
段
「
主
殿
司
こ
そ
」

一
〇
二
頁
）

四
五
段
は
主
殿
司
に
つ
い
て
の
み
書
か
れ
た
章
段
で
あ
り
、
清
少
納
言
が
主
殿

司
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
だ
。

「
や
は
り
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
主
殿
司
を
常
々
素
晴
ら
し
い
も
の

と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
章
段
で
は
、
そ
の
再
確
認
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
褒
め
称
え
よ
う
で
あ
る
。「
を
か
し
」
と
い
う
美
的
表
現
が
こ
こ
で
も
登
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の
際
に
こ
の
よ
う
な
役
目
を
任
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
際
主
殿
司

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
子
紙
の
薄
い
の
を
、
物
忌
の
札
の
よ
う
簪
に
つ
け
て
い

る
の
が
珍
し
く
見
え
る
と
あ
る
。
叙
子
と
い
う
の
は
、
正
装
の
時
に
、
髪
を
結

い
あ
げ
て
挿
す
簪
で
あ
る
五
一
。
そ
れ
に
鳥
の
子
紙
を
装
飾
す
る
こ
と
で
見
栄

え
が
増
し
、
普
段
の
姿
と
は
異
な
っ
て
珍
し
く
見
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宣

耀
殿
か
ら
常
寧
殿
に
あ
る
橋
（
清
涼
殿
か
ら
承
香
殿
へ
の
橋
と
い
う
説
も
あ

る
五
二
）
に
座
っ
て
い
て
、
髻
を
結
ぶ
紐
が
紫
の
村
濃
染
め
に
な
っ
て
い
る
の

が
く
っ
き
り
表
れ
て
お
り
、
立
ち
出
て
い
る
姿
が
た
だ
も
う
趣
が
あ
る
と
も
ほ

め
て
い
る
。
橋
に
い
る
の
は
、
常
寧
殿
は
舞
姫
た
ち
の
局
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
の
で
、
支
度
し
て
い
る
舞
姫
を
待
機
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
主
殿
司

の
髪
を
結
ぶ
紐
が
ま
だ
ら
模
様
の
紫
で
、「
を
か
し
う
の
み
ぞ
あ
る
」
よ
う
だ
。

こ
の
「
む
ら
濃
」
と
い
う
染
め
方
は
、
ほ
か
の
章
段
に
も
登
場
し
て
お
り
、
例

え
ば
三
段
「
正
月
一
日
は
」
で
は
、
四
月
に
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
に
使
う
青
朽
葉

色
や
二
藍
色
の
衣
装
を
染
め
た
り
五
三
、三
七
段
「
節
は
」
で
は
、
節
供
の
日
に

女
房
が
、
長
い
菖
蒲
の
根
に
村
染
め
の
組
み
紐
を
結
び
つ
け
た
り
し
て
い
る
五
四
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
式
典
が
あ
る
際
に
登
場
す
る
の
で
、
村
濃
染
め
は

特
別
な
染
め
方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
常
で
よ
く
見
る
主
殿
司
も
、
五
節

の
よ
う
な
特
別
な
日
に
は
華
や
か
な
見
た
目
に
な
り
、
そ
れ
が
「
を
か
し
」
と

い
う
美
的
表
現
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
主
殿
司
は
、
随
身
と
は
ま
た
異
な
っ
た
登
場
の
仕
方

で
あ
る
が
、「
を
か
し
」
を
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
全
体
を
見
て
も
、
肯
定
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

随
身
は
貴
族
の
付
き
人
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
主
殿
司
も
ま
た
、
下
女

と
し
て
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、「
を
か
し
」
と
い
っ
た
美
的
表
現
が
使
わ
れ

ろ
、
滝
口
に
も
怒
ら
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
天
皇
の
御
膳
が
置
い
て
あ
る
棚
に

靴
を
置
い
て
し
ま
い
、
宮
中
が
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
気
の
毒
が
っ
た

主
殿
司
な
ど
が
登
場
し
て
、「
こ
れ
は
誰
の
靴
だ
。
知
り
よ
う
が
な
い
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
私
（
方
弘
）
の
汚
い
も
の
だ
」
と
名
乗
り
出
て
さ

ら
に
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
主
殿
司
は
、
靴
が
方
弘
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
方
弘
を
か
ば
う
た
め
に
、
あ
え
て
そ
う
は
言

わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
四
七
。
し
か
し
、
方
弘
が
自
ら
名
乗
り
出
て
し
ま
っ
た
た

め
、
そ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
す
。
方
弘
は
、
の
ち
の
一
〇
四
段
「
方
弘
は
、
い

み
じ
う
」
で
も
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
四
八
た
め
、
こ
の
行

動
に
は
納
得
で
き
る
。
主
殿
司
が
機
転
の
利
い
た
立
ち
回
り
が
で
き
る
こ
と
を

表
現
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
内
は
、
五
節
の
こ
ろ
こ
そ
す
ず
ろ
に
た
だ
、
な
べ
て
見
ゆ
る
人
も
を
か

し
う
お
ぼ
ゆ
れ
。
主
殿
司
な
ど
の
、
色
々
の
さ
い
で
を
、
物
忌
の
や
う
に

て
、
叙
子
に
つ
け
た
る
な
ど
も
め
づ
ら
し
う
見
ゆ
。
宣
耀
殿
の
そ
り
橋

に
、
元
結
の
む
ら
濃
、
い
と
け
ざ
や
か
に
て
出
で
ゐ
た
る
も
、
さ
ま
ざ
ま

に
つ
け
て
を
か
し
う
の
み
ぞ
あ
る
。（
八
八
段
「
内
は
、
五
節
の
こ
ろ
こ

そ
」
一
七
三
頁
）

八
八
段
で
は
、
五
節
舞
の
こ
ろ
に
、
普
段
見
慣
れ
た
人
が
際
立
っ
て
輝
く
さ
ま

を
描
写
し
て
い
る
。
豊
明
節
会
が
十
一
月
の
収
穫
祭
で
あ
る
新
嘗
祭
の
翌
日
に

行
わ
れ
、
そ
こ
で
五
節
舞
を
踊
る
五
節
舞
姫
は
、
九
月
ご
ろ
に
公
卿
や
受
領
の

娘
か
ら
二
人
ず
つ
決
定
さ
れ
た
四
九
。
五
節
舞
で
の
主
殿
司
の
役
割
と
し
て
は
、

五
節
舞
を
す
る
舞
姫
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
燭
を
も
っ
て
照
ら
す
こ
と
で
あ

る
五
〇
。
火
燭
に
つ
い
て
は
平
常
時
の
主
殿
司
の
仕
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
式
典
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少
納
言
の
学
者
的
な
仕
事
に
感
謝
し
た
い
」
と
、
後
世
の
国
語
学
研
究
に
お
い

て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
五
五
。
確
か
に
、
こ
の
章
段

か
ら
は
、
下
衆
が
余
計
な
言
葉
を
言
う
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
庶

民
や
下
人
が
そ
れ
だ
け
目
に
留
ま
る
言
葉
遣
い
を
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
安
東
大
隆
（
一
九
八
六
）
で
は
、
下
衆
は
地
方
人
で
あ
り
、

地
方
の
方
言
に
根
差
す
冗
言
・
剰
語
で
あ
る
と
し
、
上
衆
の
よ
う
に
、
和
歌
の

技
術
を
活
か
し
た
倒
置
や
体
言
止
め
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
余
計
な
言
葉
が

多
く
つ
く
と
さ
れ
て
い
た
五
六
。
つ
ま
り
、
①
に
登
場
し
た
「
こ
と
ば
」
の
中

で
、
下
衆
は
唯
一
、
低
評
価
を
受
け
て
い
る
存
在
で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
道
理
を
説
く
法
師
か
ら
出
る
言
葉
は
、
あ
り
が
た
く
聞
こ
え
た
だ
ろ

う
。
男
、
女
に
つ
い
て
は
、
現
代
で
い
う
男
言
葉
、
女
言
葉
に
あ
た
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
良
し
悪
し
が
直
接
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

下
衆
の
よ
う
に
手
短
に
伝
え
ら
れ
そ
う
な
内
容
で
も
だ
ら
だ
ら
と
長
く
話
し
て

い
る
と
、
聞
き
手
が
不
快
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
ま
た

逆
に
、
一
八
六
段
で
は
「
言
は
ん
と
す
」
な
ど
の
言
葉
の
「
と
」
の
省
略
に
つ

い
て
言
及
す
る
。「
言
は
ん
ず
る
」
と
言
う
と
、
た
ち
ま
ち
み
っ
と
も
な
い
も

の
に
な
る
と
言
う
な
ど
、
言
葉
を
た
だ
省
略
す
る
だ
け
で
も
、
よ
く
思
わ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
五
七
。
清
少
納
言
は
歌
人
の
娘
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
言
葉

遣
い
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
気
に
も
留
め
な
い
下

衆
の
言
葉
遣
い
に
は
、
辟
易
す
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下

衆
が
教
養
の
な
い
言
葉
遣
い
を
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
下
衆
の
家
に
雪
の
降
り
た
る
。
ま
た
、
月
の
さ
し
入
り
た
る
も
く
ち
を

し
。
月
の
明
き
に
屋
形
な
き
く
る
ま
の
あ
ひ
た
る
。
ま
た
老
い
た
る
女

の
、
腹
高
く
て
あ
り
く
。
若
き
男
持
ち
た
る
だ
に
見
苦
し
き
に
、
こ
と
人

た
。
そ
し
て
美
的
表
現
は
、
臨
時
祭
や
五
節
舞
な
ど
、
華
や
か
な
式
典
が
行
わ

れ
る
日
記
的
章
段
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
た
。
主
殿
司
は
、
下
女
と
し
て
魅

力
的
で
、
ま
た
、
晴
れ
の
舞
台
の
一
部
と
し
て
、
存
在
価
値
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
よ
り
、
主
に
二
つ
の
身
分
の
扱
わ
れ
方
を
考
慮
し
、『
枕
草
子
』

に
お
け
る
地
下
は
、
宮
中
の
華
や
か
さ
を
よ
り
表
現
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
、

装
飾
的
存
在
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
。

第
三
章
　『
枕
草
子
』
に
お
け
る
下
衆

第
一
節
　
下
衆
、
下
衆
男

　

本
節
で
は
、『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る
、
下
衆
に
つ
い
て
、
そ
の
扱
わ
れ
方

と
存
在
意
義
に
つ
い
て
論
ず
る
。
こ
こ
で
は
、
下
衆
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
箇
所
と
、
わ
ず
か
に
登
場
す
る
下
衆
男
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
を

抜
粋
す
る
。
本
文
で
は
、
下
衆
は
十
二
箇
所
、
下
衆
男
は
二
箇
所
見
受
け
ら

れ
た
。①

同
じ
こ
と
な
れ
ど
も
聞
き
耳
こ
と
な
る
も
の
。
法
師
の
こ
と
ば
。
男
の

こ
と
ば
。
女
の
こ
と
ば
。
下
衆
の
こ
と
ば
に
は
、
か
な
ら
ず
文
字
あ
ま
り

た
り
。（
四
段
「
同
じ
こ
と
な
れ
ど
も
」
三
二
頁
）

下
衆
の
初
出
は
、
冒
頭
に
近
い
四
段
か
ら
で
あ
る
。「
言
葉
は
同
じ
で
も
、
聞

い
て
み
て
違
い
の
感
じ
る
も
の
」
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
章
段
全
体

は
分
量
も
多
く
な
い
が
、
田
中
（
一
九
七
二
）
で
は
、「
日
本
語
の
位
相
が
研

究
さ
れ
る
以
前
に
こ
の
よ
う
な
記
録
を
し
、
分
類
と
批
評
を
行
っ
て
く
れ
た
清
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家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
粗
末
な
家
に
、
檜
皮
葺
の
家
と
同

じ
よ
う
に
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
を
、
清
少
納
言
は
到
底
許
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
下
賤
な
人
は
、
人
物
観
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
の
事
象

に
関
し
て
も
差
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
衆
の
家
に
月
の
光
が
入

る
の
も
残
念
だ
と
い
う
の
は
、「
夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
」
と
、
風

流
の
象
徴
と
さ
れ
た
月
の
光
が
下
衆
の
家
に
入
る
の
で
は
、
雪
と
同
じ
く
、
似

つ
か
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

二
例
目
は
、
下
衆
が
紅
の
袴
を
着
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
似
つ
か
わ
し
く

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
下
衆
は
「
下
衆
女
」
で
あ
る
た
め
、

第
二
節
に
て
改
め
て
論
じ
た
い
。

③
「
こ
の
雪
の
山
い
み
じ
う
ま
も
り
て
、
童
べ
な
ど
に
踏
み
散
ら
さ
せ
ず

こ
ぼ
た
せ
で
、
よ
く
ま
も
り
て
、
十
五
日
ま
で
候
へ
。
そ
の
日
ま
で
あ
ら

ば
、
め
で
た
き
禄
給
は
せ
む
と
す
。
わ
た
く
し
に
も
、
い
み
じ
き
よ
ろ
こ

び
言
は
む
と
す
」
な
ど
語
ら
ひ
て
、
常
に
台
盤
所
の
人
、
下
衆
な
ど
、
に

く
ま
る
る
を
、
く
だ
物
や
何
や
と
い
と
お
ほ
く
取
ら
せ
た
れ
ば
、
う
ち
ゑ

み
て
、「
い
と
や
す
き
事
。
た
し
か
に
ま
も
り
は
べ
ら
む
。
童
べ
ぞ
の
ぼ

り
さ
ぶ
ら
は
む
」
と
言
へ
ば
、「
そ
れ
を
制
し
て
聞
か
ざ
ら
む
者
を
ば
、

申
せ
」
な
ど
言
ひ
聞
か
せ
て
、
入
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
七
日
ま
で
候
ひ

て
出
で
ぬ
。（
八
三
段
「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
西
の
廂
に
」

一
六
一
頁
）

④
人
の
出
で
て
行
く
に
、
や
が
て
起
き
ゐ
て
、
下
衆
起
こ
さ
す
る
に
、
さ

ら
に
起
き
ね
ば
、
い
み
じ
う
に
く
み
腹
立
ち
て
、
起
き
出
で
た
る
や
り
て

見
す
れ
ば
、「
円
座
の
ほ
ど
な
む
侍
る
。
こ
も
り
い
と
か
し
こ
う
ま
も
り

の
も
と
へ
行
き
た
る
と
て
腹
立
つ
よ
。
老
い
た
る
男
の
寝
ま
ど
ひ
た
る
。

ま
た
、
さ
や
う
に
鬚
が
ち
な
る
者
の
椎
つ
み
た
る
。
歯
も
な
き
女
の
梅
食

ひ
て
酸
が
り
た
る
。
下
衆
の
、
紅
の
袴
着
た
る
。
こ
の
ご
ろ
は
、
そ
れ
の

み
ぞ
あ
る
。（
四
三
段
「
に
げ
な
き
も
の
」
一
〇
〇
・
一
〇
一
頁
）

こ
ち
ら
も
四
段
（
①
）
と
同
じ
く
、
類
聚
的
章
段
に
登
場
す
る
下
衆
で
あ
る
。

「
に
げ
な
き
も
の
」
と
は
、「
似
つ
か
わ
し
く
な
い
も
の
」
で
あ
り
、
否
定
的
な

表
現
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
章
段
に
二
度
も
登
場
す
る
あ
た
り
、

や
は
り
下
衆
は
良
い
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
。

　

一
回
目
は
、
下
衆
の
家
に
雪
が
降
る
こ
と
が
似
つ
か
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
雪
が
降
る
こ
と
自
体
は
、
清
少
納
言
は
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
例

え
ば
、
一
七
七
段
で
は
清
少
納
言
が
は
じ
め
て
宮
中
に
来
た
頃
の
話
を
し
て
い

る
。
局
の
格
子
を
開
け
た
と
こ
ろ
雪
が
降
っ
て
お
り
、「
雪
、
い
と
を
か
し
。
」

と
、
美
的
表
現
を
使
用
し
て
い
る
五
八
。
ま
た
、
二
三
三
段
は
「
降
る
も
の
は
」

と
い
う
類
聚
的
章
段
で
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
「
降
る
も
の
は
、
雪
、
霰
。」五
九

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
雪
に
対
す
る
清
少
納
言
の
好
感
を
読
み
取
る
こ
と
が
可

能
だ
。
さ
ら
に
、
続
け
て
「
雪
は
、
檜
皮
葺
。
」
と
も
あ
り
、
檜
皮
葺
の
屋
根

に
雪
が
降
り
積
も
る
の
が
よ
い
と
も
あ
っ
た
。
檜
皮
葺
の
屋
根
が
使
わ
れ
る
家

は
、
神
殿
、
皇
居
、
貴
人
の
邸
宅
で
あ
り
、
身
分
の
高
い
人
物
が
住
ま
う
家
に

使
わ
れ
て
い
た
六
〇
。
下
衆
は
、「
小
屋
・
小
家
・
小
宅
」
と
よ
ば
れ
る
、
広
さ

二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
粗
末
な
小
屋
で
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
六
一
。

し
か
も
、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
藤
原
明
衡
が
下
衆
の
家
に
急
遽
泊
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
時
、
そ
の
家
の
様
子
を
「
狭
キ
小
屋
ナ
レ
バ
、
己
ガ
臥
ス
所
ヨ
リ

外
ニ
可
臥
キ
所
モ
無
カ
リ
ケ
レ
バ
」六
二

と
、
一
人
寝
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
下
衆
の
住
ま
い
は
、
狭
苦
し
い
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雪
山
を
守
ら
せ
た
。
こ
れ
が
一
度
目
の
下
衆
の
登
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
判
明
す

る
こ
と
が
、
清
少
納
言
は
下
衆
に
憎
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と

だ
。
下
衆
は
す
で
に
否
定
的
な
内
容
の
類
聚
的
章
段
に
多
く
登
場
し
て
お
り
、

否
定
的
な
言
及
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
下
衆
へ
の
態
度
に
露
骨
に
表
れ
て
、
下

衆
に
嫌
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
報
酬
を
事
前
に
贈
与

し
て
任
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
ば
か
り
は
下
衆
を
信
頼
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
具
体
的
に
下
衆
た
ち
に
憎
ま
れ
て
い
る
内

容
を
作
中
に
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
下
衆
に
憎
ま
れ

て
い
た
の
は
、
清
少
納
言
の
思
い
込
み
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
清
少
納
言
の
私
的
な
任
務
で
あ
る
が
、
下
衆
の
見
守
り
に
よ
っ

て
雪
山
は
壊
さ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
下
衆
が
珍
し
く
、

作
中
で
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
度
目
は
、
正
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
、
中
宮
定
子
が
内
裏
へ
入
御
す
る
た

め
、
清
少
納
言
も
そ
の
お
供
で
、
職
の
御
曹
司
を
離
れ
、
自
宅
に
戻
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
や
は
り
雪
山
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
心
配
な
の
で
、
使
い
の
者
に

昼
も
夜
も
状
況
を
伝
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
十
四
日
の
夜
に
雨
が
降
り
、
雪
山
が

崩
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
夜
も
心
配
で
眠
れ
ず
、
誰
か
が
出
て
い
く
の
を
見
て
、

下
衆
を
起
こ
さ
せ
る
が
、
な
か
な
か
起
き
な
い
の
で
腹
が
立
っ
た
。
よ
う
や
く

起
き
た
下
衆
を
使
い
に
行
か
せ
る
と
、
ま
だ
雪
山
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
内
容

で
あ
る
。「
わ
び
し
」
も
、
明
日
を
待
ち
き
れ
ず
に
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
こ
と

を
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
清
少
納
言
は
雪
山
が
気
に
な
っ
て
心
の
余
裕
が

な
い
。「
い
み
じ
う
」
と
い
っ
た
強
調
表
現
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下

衆
に
対
し
て
は
特
に
い
ら
だ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
下
衆
が
伝
え
た

言
葉
は
、
い
く
ら
か
心
の
安
堵
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
自
分
に
課
せ
ら
れ
た

仕
事
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
る
姿
を
、
こ
の
章
段
か
ら
は
二
度
読
み
取
る
こ

て
、
童
も
寄
せ
は
べ
ら
ず
。『
明
日
朝
ま
で
も
候
ひ
ぬ
べ
し
。
禄
給
は
ら

む
』
と
申
す
」
と
言
へ
ば
、
い
み
じ
う
う
れ
し
く
て
、「
い
つ
し
か
明
日

に
な
ら
ば
、
歌
よ
み
て
物
に
入
れ
て
ま
ゐ
ら
せ
む
」
と
思
ふ
。
い
と
心
も

と
な
く
わ
び
し
。（
八
三
段
「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
西
の

廂
に
」
一
六
二
頁
）

こ
の
章
段
は
、
日
記
的
章
段
に
し
て
、
か
な
り
長
い
内
容
で
あ
る
。
職
の
御
曹

司
に
清
少
納
言
が
い
た
こ
ろ
の
話
で
あ
り
、
九
九
八
年
末
か
ら
九
九
九
年
正
月

ま
で
の
期
間
と
さ
れ
て
い
る
六
三
。
ま
た
関
白
で
あ
っ
た
藤
原
道
隆
は
す
で
に

故
人
で
あ
り
、
中
宮
定
子
が
没
す
る
一
年
ほ
ど
前
の
話
に
な
る
。
職
の
御
曹
司

の
性
格
は
、
大
臣
や
公
卿
の
控
え
場
所
で
あ
り
、
内
裏
の
東
北
、
外
記
庁
の

北
、
左
近
衛
府
の
西
、
梨
本
の
南
に
あ
っ
た
六
四
。
し
か
し
、
こ
の
時
中
宮
定

子
ら
が
こ
こ
を
住
ま
い
と
し
た
理
由
は
、
三
田
村
雅
子
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る

と
、「
花
山
院
誤
射
事
件
の
糾
明
が
行
わ
れ
て
い
た
最
中
で
、
罪
人
の
近
親
と

し
て
の
謹
慎
を
表
す
も
の
」六
五

で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
事
件
は
長
徳
の
政
変

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
中
宮
定
子
の
兄
で
あ
る
藤
原
伊
周
・
隆
家
が
流
罪
と
な

り
、
中
関
白
家
没
落
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
中
宮
定
子
が
、
危

う
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
章
段
は
、
前
半
と
後
半

に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
で
は
、
常
陸
の
介
と
呼
ば
れ
る
乞
食
尼
が
宮
中
に
訪

れ
る
話
で
あ
る
が
、
下
衆
は
後
半
に
、
二
回
登
場
す
る
。
後
半
は
、
十
二
月
十

日
に
雪
が
降
り
、
雪
山
が
何
日
も
つ
か
、
女
房
と
日
数
を
決
め
て
対
決
し
て
い

る
と
い
う
内
容
だ
。
ほ
か
の
女
房
は
十
日
と
言
っ
た
が
、
清
少
納
言
は
正
月
の

十
五
日
ま
で
と
、
か
な
り
長
い
日
数
も
つ
こ
と
を
宣
言
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
年
が
明
け
て
も
雪
山
は
崩
れ
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
が
壊
さ
な
い
よ
う

に
、
普
段
は
に
く
ま
れ
て
い
る
台
盤
所
の
女
房
や
下
衆
に
果
物
な
ど
を
渡
し
、



6667

⑥
男
も
女
も
、
法
師
も
宮
仕
へ
所
な
ど
よ
り
、
同
じ
や
う
な
る
人
も
ろ
と

も
に
、
寺
へ
詣
で
物
へ
も
行
く
に
、
こ
の
ま
し
う
こ
ぼ
れ
出
で
、
用
意
よ

く
、
言
は
ば
け
し
か
ら
ず
、
あ
ま
り
見
苦
し
と
も
見
つ
べ
く
ぞ
あ
る
に
、

さ
る
べ
き
人
の
馬
に
て
も
、
行
き
あ
ひ
見
ず
な
り
ぬ
る
、
い
と
く
ち
を

し
。
わ
び
て
は
、
好
き
好
き
し
下
衆
な
ど
の
、
人
な
ど
に
語
り
つ
べ
か
ら

む
を
が
な
と
思
ふ
も
、
い
と
け
し
か
ら
ず
。（
九
四
段
「
く
ち
を
し
き
も

の
」
一
八
三
頁
）

「
く
ち
を
し
き
も
の
」
と
は
、「
残
念
な
も
の
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
こ
の

章
段
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
て
お
り
、
下
衆
が
登
場
し
た
の
は
後
半
で
あ

る
。
前
半
は
、
類
聚
的
章
段
に
よ
く
み
ら
れ
る
、
題
目
の
形
容
詞
に
見
合
っ
た

事
物
を
列
挙
す
る
形
式
で
あ
る
六
九
。
後
半
は
、「
他
人
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
で

存
在
を
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
内
容
が
、
外
出
時
の
美
装
を
例
に
挙
げ
て
語
ら

れ
て
い
る
。
下
衆
に
は
今
回
、「
好
き
好
き
し
」
と
い
う
形
容
詞
が
あ
り
、
こ

れ
は
「
風
流
心
の
あ
る
」七
〇

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
は
下
衆
の

中
に
「
を
か
し
」
や
「
あ
は
れ
」
を
解
す
る
者
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
内
容
は
、「
男
も
女
も
法
師
も
、
同
じ
よ
う
な
身
分
の
人
々
と
一
緒
に
、

仕
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
か
け
る
と
き
に
は
、
衣
装
が
好
ま
し
く
牛
車
か
ら

こ
ぼ
れ
出
て
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
風
変
わ
り
な
装
飾
で
、「
見
苦
し
い
」
と
言

わ
れ
そ
う
に
わ
ざ
と
し
て
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
わ
か
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
が
馬

に
乗
っ
て
い
る
の
さ
え
見
え
る
こ
と
は
な
い
の
は
、
と
て
も
残
念
で
あ
る
。

困
っ
た
の
で
、
風
流
心
を
解
し
、
人
々
に
装
飾
の
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
そ
う
な

下
衆
に
会
い
た
い
と
思
う
の
も
、
と
て
も
お
か
し
い
こ
と
だ
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
で
清
少
納
言
が
風
流
を
解
す
る
「
下
衆
」
に
会
い
た
い
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
外
出
時
は
、
高
貴
な
人
物
に
必
ず
会
え
る
保
証
は
な
く
、
目
に
入
る

と
が
で
き
る
。

⑤
旅
立
ち
た
る
所
に
て
、
下
衆
ど
も
の
ざ
れ
ゐ
た
る
。
に
く
げ
な
る
ち
ご

を
、
お
の
が
心
地
の
か
な
し
き
ま
ま
に
、
う
つ
く
し
み
、
か
な
し
が
り
、

こ
れ
が
声
の
ま
ま
に
、
言
ひ
た
る
事
な
ど
語
り
た
る
。（
九
二
段
「
か
た

は
ら
い
た
き
も
の
」
一
八
一
頁
）

「
か
た
は
ら
い
た
き
も
の
」
と
は
、「
見
苦
し
い
も
の
・
い
た
た
ま
れ
な
い
も

の
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
下
衆
は
、
外
泊
先
の
下
人
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
彼
ら
が
客
人
の
い
る
家
で
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
、
清
少
納
言
に
と
っ
て
見
苦
し
い
よ
う
だ
。「
使
用
人
の
恥
は
主
人
の

恥
で
あ
る
。
」六
六

と
い
う
こ
と
で
、
使
用
人
の
躾
が
な
っ
て
い
な
い
主
人
の
こ

と
も
、「
に
げ
な
き
」
と
、
遠
回
し
に
発
言
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
下
衆

の
品
性
が
、
主
人
の
品
性
や
人
格
を
決
め
る
基
準
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、
実
際
に
貴
族
付
き
の
下
衆
が
起
こ
し
た
事
件
に
つ
い
て

は
、
清
少
納
言
が
宮
中
を
去
っ
た
後
の
一
〇
一
三
年
に
、
相
撲
節
会
に
興
じ
て

い
た
三
条
天
皇
の
眼
前
を
、
大
勢
の
下
衆
が
通
り
過
ぎ
、
近
衛
に
追
い
か
け
ら

れ
て
烏
帽
子
が
取
れ
る
な
ど
、
散
々
な
混
乱
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
下
衆
は
少

し
ふ
ざ
け
た
か
っ
た
だ
け
で
、
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
自
覚
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
六
七
。
そ
う
い
っ
た
下
衆
の
狼
藉
は
「
自
己
の
従
者
た
ち
を
適
切
に
管
理

で
き
な
か
っ
た
人
々
の
自
業
自
得
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」六
八

と
し
て

い
る
。
上
司
の
教
育
の
結
果
が
部
下
の
態
度
に
露
骨
に
表
れ
る
こ
と
は
、
昔
も

今
も
変
わ
ら
な
い
。
清
少
納
言
が
嫌
っ
て
い
た
の
は
、
下
衆
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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さ
ま
に
な
っ
た
車
で
帰
る
。
そ
の
様
を
誰
か
に
見
て
ほ
し
い
の
に
、
身
分
の
低

い
下
衆
や
法
師
し
か
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
一
条
殿
に
車
を
止
め
て
、
藤
原
公

信
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
章
段
で
は
、「
あ
や
し
き
法
師
」
と
「
下

衆
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
九
四
段
（
⑥
）
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

　

ま
ず
、
こ
こ
で
登
場
す
る
下
衆
は
、
法
師
と
同
格
に
見
ら
れ
て
い
る
。
法
師

の
身
分
に
つ
い
て
は
一
六
八
段
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
法
師
は
、
律
師
。
内

供
。
」
と
、
僧
正
、
僧
都
に
次
ぐ
五
位
の
身
分
や
、
御
斎
会
の
読
師
を
務
め
る

内
供
が
選
ば
れ
て
い
る
七
一
。
し
た
が
っ
て
、
登
場
し
た
法
師
が
そ
の
よ
う
な

身
分
で
あ
れ
ば
、
下
衆
と
同
格
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
そ
う
い
っ
た
役
職
に
も
選
ば
れ
な
い
よ
う
な
、「
あ
や
し
き
」
と
言
わ
れ

る
べ
き
法
師
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
法
師
は
、
こ
れ
ま
で
否

定
的
表
現
に
多
く
登
場
し
た
下
衆
と
同
じ
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
、
清
少
納
言

は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
、「
卯
の
花
を
挿
し
た
車
を
誰
か
に
見
ら
れ
た
い
」
と
い
う
欲
求
は
、

先
ほ
ど
九
四
段
（
⑥
）
に
登
場
し
た
「
人
な
ど
に
語
り
つ
べ
か
ら
む
を
が
な
と

思
ふ
」
を
受
け
て
い
る
。
今
回
も
九
四
段
（
⑥
）
と
同
じ
く
、
教
養
の
あ
る
身

分
の
高
い
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
清
少
納
言
は
藤
原
公
信

の
家
に
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
。
九
四
段
（
⑥
）
で
は
、「
風
流
心
を
解
す
る
下
衆

に
で
も
会
い
た
い
」
と
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
章
段
で
は
そ
れ
で

終
わ
り
に
な
ら
ず
、
能
動
的
に
見
て
も
ら
お
う
と
す
る
。
転
ん
で
も
た
だ
で
は

起
き
な
い
清
少
納
言
の
強
か
な
性
格
が
、
前
章
段
と
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
る
。

⑧
巻
染
、
む
ら
濃
、
く
く
り
物
な
ど
染
め
た
る
。
人
の
子
生
み
た
る
に
、

男
女
と
く
聞
か
ま
ほ
し
。
よ
き
人
さ
ら
な
り
。
え
せ
者
、
下
衆
の
際
だ
に

人
々
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
う
い
っ
た
取
る
に
足
ら
な
い
下
賤
の
身
分
だ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
清
少
納
言
は
、
ど
ん
な
身
分
で
も
い
い
か
ら
、
こ
の
装
飾
が
い

か
に
風
流
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
か
、
珍
し
い
か
、
語
ら
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
事
象
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
そ
れ
が
他
人
に

よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
事
象
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
同
義

な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
下
衆
で
も
い
い
か
ら
、
装
飾
の
見
苦
し
さ
を
語
っ

て
ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

⑦
人
も
会
は
な
む
と
思
ふ
に
、
さ
ら
に
あ
や
し
き
法
師
、
下
衆
の
言
ふ
か

ひ
な
き
の
み
た
ま
さ
か
に
見
ゆ
る
に
、
い
と
く
ち
を
し
く
て
、
近
く
来
ぬ

れ
ど
、「
い
と
か
く
て
や
ま
む
は
。
こ
の
車
の
あ
り
さ
ま
ぞ
、
人
に
語
ら

せ
て
こ
そ
や
ま
め
」
と
て
、
一
条
殿
の
ほ
ど
に
と
ど
め
て
、「
侍
従
殿
や

お
は
し
ま
す
。
郭
公
の
声
聞
き
て
、
今
な
む
帰
る
」
と
言
は
せ
た
る
使
、

「『
た
だ
い
ま
ま
ゐ
る
。
し
ば
し
、
あ
が
君
』
と
な
む
の
た
ま
へ
る
。
侍
に

ま
ひ
ろ
げ
て
、
お
は
し
つ
る
、
い
そ
ぎ
立
ち
て
、
指
貫
奉
り
つ
」
と
言

ふ
。（
九
五
段
「
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
」
一
八
七
頁
）

五
月
と
は
、
九
九
八
年
の
五
月
で
あ
る
。
こ
の
時
中
宮
定
子
は
中
宮
職
に
住
ん

で
い
た
。
あ
ら
す
じ
と
し
て
は
、
所
在
が
な
い
の
で
、
清
少
納
言
が
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
声
を
聴
き
た
い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
か
の
女
房
も
賛
成
す
る
の

で
、
車
を
手
配
し
て
外
出
す
る
。
そ
こ
で
通
り
が
か
っ
た
高
階
明
順
の
家
に
訪

れ
て
、
家
の
様
子
や
、
下
衆
女
の
稲
こ
き
を
見
物
す
る
。
こ
ち
ら
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
に
て
考
察
す
る
。
そ
の
あ
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
音
色
を

堪
能
し
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
卯
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
の
を

見
て
、
車
に
挿
せ
る
と
こ
ろ
に
挿
し
、「
卯
の
花
の
垣
根
を
牛
に
か
け
た
る
」
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「
ま
だ
無
期
」
な
ど
い
ら
へ
、
御
輿
な
ど
持
て
帰
る
。
か
れ
に
奉
り
て
お

は
し
ま
す
ら
む
も
め
で
た
く
、
け
高
く
、
い
か
で
さ
る
下
衆
な
ど
の
近
く

候
ふ
に
か
と
ぞ
お
そ
ろ
し
き
。（
二
〇
六
段
「
見
物
は
」
三
四
四
頁
）

「
見
物
は
」
で
は
、
清
少
納
言
が
実
際
に
体
験
し
た
も
の
と
し
て
「
臨
時
の
祭
、

行
幸
、
賀
茂
祭
の
帰
り
の
行
列
、
御
賀
茂
詣
で
。
」
の
四
つ
を
挙
げ
て
お
り
、

御
賀
茂
詣
以
外
の
三
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
こ
が
良
い
か
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
下
衆
は
、「
賀
茂
祭
の
帰
り
の
行
列
」
に
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
賀
茂

祭
が
終
わ
っ
て
、
斎
院
が
上
賀
茂
か
ら
紫
野
の
御
所
へ
帰
る
列
の
こ
と
で
あ

る
七
五
。
当
時
の
斎
院
は
、
村
上
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
選
子
内
親
王
で
あ
っ
た
七
六
。

そ
の
行
列
を
待
っ
て
い
る
と
、
赤
色
の
狩
衣
を
着
た
者
が
登
場
し
た
の
で
、
清

少
納
言
が
行
列
は
始
ま
る
の
か
と
聞
く
と
、
ま
だ
だ
と
返
事
を
す
る
。
そ
し
て

御
輿
を
担
い
で
斎
院
へ
帰
る
の
だ
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
下
衆
が
仕
え
て
い
る

の
か
と
、
恐
ろ
し
く
思
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
赤
色
は
、
退
紅
色
で
あ
り
、
下

衆
が
用
い
る
色
で
あ
る
七
七
。
御
輿
に
乗
る
人
物
は
、
六
段
に
中
宮
定
子
七
八
や

一
二
三
段
に
一
条
天
皇
七
九
、二
二
一
段
に
斎
院
が
乗
っ
て
い
る
描
写
八
〇
が
あ
っ

た
。
御
輿
は
皇
族
が
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
を
担
ぎ
上
げ
る

の
が
退
紅
色
の
下
衆
で
は
、
確
か
に
不
釣
り
合
い
で
あ
る
。
こ
の
後
の
描
写
で

は
、
公
達
や
蔵
人
所
の
衆
、
殿
上
童
な
ど
、
高
い
身
分
が
参
列
し
て
い
る
描
写

が
な
さ
れ
て
い
る
。
下
衆
が
相
対
的
に
恐
ろ
し
く
見
え
る
ほ
ど
、
賀
茂
祭
の
帰

り
と
い
う
も
の
は
華
や
か
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑩
き
ら
き
ら
し
く
よ
き
な
ど
を
ば
、
い
と
さ
し
も
押
し
ひ
し
が
ず
。
い
と

清
げ
な
れ
ど
、
ま
た
ひ
な
び
、
あ
や
し
き
下
衆
な
ど
絶
え
ず
呼
び
寄
せ
、

出
だ
し
す
ゑ
な
ど
し
た
る
も
あ
る
ぞ
か
し
。（
二
二
一
段
「
よ
ろ
づ
の
事

な
ほ
ゆ
か
し
。
除
目
の
つ
と
め
て
。
か
な
ら
ず
知
る
人
の
さ
る
べ
き
な
き

を
り
も
、
な
ほ
聞
か
ま
ほ
し
。（
一
五
三
段
「
と
く
ゆ
か
し
き
も
の
」

二
八
〇
頁
）

こ
の
章
段
は
、「
早
く
知
り
た
い
も
の
」
と
し
て
、
人
が
子
ど
も
を
産
ん
だ
と

き
、
男
か
女
か
ど
う
か
を
挙
げ
て
い
る
。
身
分
の
高
い
者
は
も
ち
ろ
ん
、
つ
ま

ら
な
い
者
や
下
衆
も
や
は
り
興
味
深
い
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
下
衆
は
、
清
少
納

言
に
興
味
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
清
少
納
言
は
、
子
供
が
好

き
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
五
七
段
で
は
「
ち
ご
は
、
あ
や
し

き
弓
、
し
も
と
だ
ち
た
る
物
な
ど
さ
さ
げ
て
遊
び
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
。
車

な
ど
と
ど
め
て
、
抱
き
入
れ
て
見
ま
く
ほ
し
く
こ
そ
あ
れ
。
」
と
、
子
供
を
愛

し
く
思
っ
て
い
る
描
写
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
七
二
。
ま
た
、
一
四
五
段

の
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
で
は
、
瓜
に
書
い
た
稚
児
の
顔
を
は
じ
め
と
し
た
子

供
に
関
す
る
内
容
が
大
半
で
あ
る
七
三
。
し
た
が
っ
て
、
子
供
に
つ
い
て
は
、

身
分
の
格
差
に
関
係
の
な
い
平
等
な
存
在
と
し
て
扱
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
た
子
供
が
男
女
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
宮
中
に
出
仕
す

る
前
の
九
八
一
年
に
橘
則
光
と
の
間
に
則
長
を
授
か
っ
た
七
四
清
少
納
言
か
ら

し
て
も
、
早
く
知
り
た
い
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
、
子
供
に
つ
い
て
は
、
下
衆
で
あ
ろ
う
が
清
少
納
言
の
興
味
の
対
象
と
な

り
、
否
定
的
な
表
現
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
下
衆
は
、
清

少
納
言
が
特
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
場
合
の
例
え
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

⑨
い
つ
し
か
と
待
つ
に
、
御
社
の
方
よ
り
、
赤
衣
う
ち
着
た
る
者
ど
も
な

ど
の
連
れ
だ
ち
て
来
る
を
、「
い
か
に
ぞ
、
事
な
り
ぬ
や
」
と
言
へ
ば
、
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が
良
く
て
も
、
連
れ
て
い
る
の
が
身
分
の
低
い
者
ば
か
り
の
車
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
部
分
も
し
っ
か
り
見
ら
れ
て
お
り
、
車
の
外
面
を
よ
く
す
る
の
な
ら
、

そ
れ
に
乗
る
人
物
も
相
応
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
清
少
納
言
は
考
え
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
下
衆
は
、
や
は
り
下
賤
の
者
ゆ
え
に
、
一
目
見
て
わ
か
る

よ
う
な
出
で
立
ち
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
そ
の
よ
う
な
身
分
は
、
祭

り
を
見
物
す
る
余
裕
は
な
く
、
主
人
が
快
く
見
物
で
き
る
よ
う
に
あ
く
せ
く
働

く
だ
け
で
あ
る
。
前
段
と
合
わ
せ
て
、
下
衆
が
賀
茂
祭
の
帰
り
と
い
う
行
事
に

そ
ぐ
わ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑪
よ
き
人
御
こ
と
は
さ
ら
な
り
、
下
衆
な
ど
の
ほ
ど
に
も
、
親
な
ど
の
か

な
し
う
す
る
子
は
、
目
た
て
耳
た
て
ら
れ
て
、
い
た
は
し
う
こ
そ
お
ぼ
ゆ

れ
。
見
る
か
ひ
あ
る
は
こ
と
わ
り
、
い
か
が
思
は
ざ
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
。
こ

と
な
る
事
な
き
は
ま
た
、
こ
れ
を
か
な
し
と
思
ふ
ら
む
は
、
親
な
れ
ば
ぞ

か
し
と
あ
は
れ
な
り
。
親
に
も
、
君
に
も
、
す
べ
て
う
ち
語
ら
ふ
人
に

も
、
人
に
思
は
れ
む
ば
か
り
め
で
た
き
事
は
あ
ら
じ
。（
二
四
九
段
「
世

の
中
に
な
ほ
心
憂
き
も
の
は
」
三
八
〇
頁
）

こ
の
章
段
は
、
世
の
中
で
や
は
り
と
て
も
嫌
な
も
の
と
し
て
、「
人
に
に
く
ま

れ
む
事
」
を
挙
げ
て
い
る
類
聚
的
章
段
で
あ
る
。
ど
こ
に
「
自
分
は
人
に
に
く

ら
し
い
と
思
わ
れ
た
い
」
と
考
え
る
人
が
い
る
の
か
、
け
れ
ど
も
ど
う
し
て
も

仕
え
先
や
親
、
き
ょ
う
だ
い
の
あ
い
だ
で
も
愛
さ
れ
る
、
愛
さ
れ
な
い
と
い
っ

た
違
い
が
自
然
に
表
出
さ
れ
る
こ
と
を
「
い
と
わ
び
し
き
や
」
と
嘆
い
て
い
る

描
写
が
こ
の
文
章
の
前
に
あ
る
。
引
用
し
た
本
文
で
は
、「
身
分
が
高
い
者
は

も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
が
、
身
分
が
低
い
者
で
も
、
親
が
か
わ
い
が
っ
て
い
る
子

は
、
注
目
さ
れ
た
り
噂
を
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
愛
お
し
い
子
で
あ
る
と
思
っ

よ
り
も
、
わ
び
し
げ
な
る
車
に
」
三
五
六
頁
）

先
の
章
段
で
は
、
賀
茂
祭
の
帰
り
に
下
衆
が
登
場
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た

が
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
、
賀
茂
祭
の
帰
り
で
あ
り
、
再
び
下
衆
が
登
場
す
る
。

清
少
納
言
が
車
を
止
め
て
見
物
し
て
お
り
、
斎
院
が
通
る
と
き
は
ど
の
車
も
敬

意
を
表
し
て
轅
を
下
げ
て
い
る
。
斎
院
が
通
り
過
ぎ
る
と
、
み
な
一
斉
に
轅
を

上
げ
て
い
る
の
を
「
を
か
し
」
と
し
て
い
る
。
止
め
る
隙
間
が
な
い
ほ
ど
車
で

埋
ま
っ
て
い
て
も
、
身
分
の
高
い
人
と
、
そ
の
お
供
の
車
（
よ
き
と
こ
ろ
の

車
）
が
、
以
前
か
ら
止
ま
っ
て
い
る
車
を
の
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
「
い
と
め

で
た
け
れ
」
と
し
て
い
る
。
追
い
払
わ
れ
た
車
は
牛
を
連
れ
て
空
い
た
場
所
へ

移
動
す
る
の
は
「
い
と
わ
び
し
げ
な
れ
」
と
し
て
い
る
。
立
派
に
輝
い
て
見
え

る
車
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
れ
ず
、
し
か
し
見
た
目
が
よ
く
て
も
田
舎
じ

み
た
下
衆
を
絶
え
ず
呼
び
寄
せ
、
座
ら
せ
て
い
る
者
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
末
尾
の
訳
は
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、「
下
衆
を
前
に
座
ら
せ
て
見
物
さ

せ
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
だ
八
一
。
ま
た
、
勝
俣
隆
（
一
九
九
〇
）
は
、

清
少
納
言
や
貴
族
は
下
衆
を
卑
し
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
座
ら
せ
て
見
物
さ
せ

る
意
味
は
な
く
、
貴
族
は
下
衆
に
、「
よ
き
と
こ
ろ
の
御
車
」
が
い
つ
来
る
の

か
情
報
を
主
人
へ
「
呼
び
寄
せ
」、
周
囲
の
様
子
を
偵
察
さ
せ
る
た
め
に
「
出

だ
し
」、
車
を
守
る
た
め
に
周
囲
に
「
す
ゑ
」
た
と
い
う
訳
を
す
る
八
二
。
確
か

に
、
下
衆
は
良
い
扱
い
を
受
け
て
お
ら
ず
、
貴
族
と
と
も
に
見
物
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
、
勝
俣
（
一
九
九
〇
）
の
解
釈

に
従
い
た
い
。

　

こ
の
章
段
で
は
、
車
の
見
た
目
や
人
物
を
論
じ
て
い
る
。
身
分
の
高
い
車

は
、
他
の
車
を
移
動
さ
せ
る
ほ
ど
の
権
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
車
の
見
た
目
が

良
け
れ
ば
そ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
見
た
目
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こ
の
章
段
は
、
関
白
藤
原
道
隆
が
、
九
九
四
年
二
月
二
一
日
に
積
善
寺
で
法
会

を
行
っ
た
際
の
話
で
あ
る
。
そ
こ
に
季
節
外
れ
の
桜
の
木
が
あ
り
、
夜
に
雨
が

降
っ
た
翌
朝
見
る
と
、
ひ
ど
く
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
清
少
納
言
は
「
泣

い
て
別
れ
た
時
の
顔
に
劣
る
気
が
す
る
」
と
言
い
、
中
宮
定
子
が
「
雨
が
降
る

気
配
が
し
た
。
桜
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
目
覚
め
た
と
こ
ろ
、
関
白

の
寝
床
の
方
向
か
ら
侍
や
下
衆
が
多
く
来
て
、
桜
の
木
を
ご
っ
そ
り
と
引
き
倒

し
て
行
く
。
こ
の
桜
の
木
は
、
道
隆
が
作
ら
せ
た
は
り
ぼ
て
で
あ
っ
た
の
で
、

雨
が
降
っ
て
花
び
ら
が
溶
け
て
し
ま
い
、
晴
れ
の
儀
式
に
見
栄
え
が
悪
く
な
る

の
を
恐
れ
て
侍
や
下
衆
な
ど
の
召
使
に
頼
ん
で
回
収
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

下
衆
は
、
侍
と
一
緒
に
登
場
し
て
い
る
。
侍
は
、
貴
人
の
家
に
使
え
る
従
者

で
あ
り
、
中
宮
、
親
王
、
摂
関
、
大
臣
な
ど
の
侍
は
、
五
位
や
六
位
に
叙
位
さ

れ
た
八
三
。
侍
は
、
地
下
よ
り
は
若
干
身
分
が
高
い
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。

位
の
あ
る
侍
と
、
そ
う
で
な
い
下
衆
が
協
働
す
る
場
面
は
、
作
中
に
お
い
て
も

こ
の
章
段
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
通
常
は
別
々
に
職
掌
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
桜
の
木
を
早
く
回
収
さ
せ
よ
う
と
、
道
隆

が
と
に
か
く
大
勢
の
人
を
送
ろ
う
と
し
た
結
果
、
侍
と
下
衆
と
い
っ
た
、
混
交

し
た
身
分
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
道
隆
の
焦
燥
感
を
強

調
す
る
た
め
に
、
あ
ま
た
の
下
衆
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
性
別
に
か
か
わ
ら
な
い
「
下
衆
」
が
登
場
し
た
場
面
で
あ
る
。
同
じ
要

領
で
、
下
衆
男
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

⑬
思
へ
ば
、
舟
に
乗
り
て
あ
り
く
人
ば
か
り
あ
さ
ま
し
う
、
ゆ
ゆ
し
き
も

の
こ
そ
な
け
れ
。（
略
）
物
を
い
と
お
ほ
く
積
み
入
れ
た
れ
ば
、
水
際
は

た
だ
一
尺
ば
か
り
だ
に
な
き
に
、
下
衆
ど
も
の
、
い
さ
さ
か
お
そ
ろ
し
と

て
い
る
。
そ
の
子
が
特
に
育
て
が
い
の
あ
る
子
ど
も
で
あ
れ
ば
親
が
か
わ
い
が

る
の
は
道
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
ど
う
し
て
か
わ
い
が
ら
な
い
で
い
る
の
か
と

思
わ
れ
る
。
一
方
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
か
わ
い
が
っ
て
い
る
の
は
、
親
だ
か

ら
で
あ
り
、
親
の
気
持
ち
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
る
。
親
に
も
、
お
仕
え
す

る
方
に
も
、
親
し
き
仲
の
人
に
も
、
人
に
良
く
思
わ
れ
る
こ
と
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
も
の
は
な
い
。
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
愛
情
に
つ
い
て
の
論
理
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
下
衆
は

一
五
三
段
（
⑧
）
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
清
少
納
言
が
、
特
に
主
張
し
た
い

意
見
の
例
示
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
否
定
的
な
表

現
が
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
下
衆
を
あ
え
て
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
、「
普
段
下

衆
を
嫌
っ
て
い
る
清
少
納
言
で
も
下
衆
を
登
場
さ
せ
る
ほ
ど
の
内
容
」
と
、
読

者
に
興
味
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
衆
の
例
示
も
踏
ま
え
て
、
子
供
に

つ
い
て
は
、「
身
分
の
差
は
関
係
な
く
、
子
供
は
最
低
限
で
も
親
か
ら
愛
さ
れ

る
権
利
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
清
少
納
言
の
母
親
ら
し

さ
を
、
一
五
三
段
（
⑧
）
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
章
段
で
も

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫
（
清
少
納
言
が
）
い
と
と
う
起
き
て
、「
泣
き
て
別
れ
け
む
顔
に
、
心

お
と
り
こ
そ
す
れ
」
と
言
ふ
を
（
定
子
が
）
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、「
げ
に

雨
降
る
け
は
ひ
し
つ
る
ぞ
か
し
。
い
か
な
ら
む
」
と
て
、（
定
子
が
）
お

ど
ろ
か
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
殿
の
御
方
よ
り
侍
の
者
ど
も
、
下
衆
な
ど
あ

ま
た
来
て
、
花
の
も
と
に
、
た
だ
寄
り
に
寄
り
て
、
引
き
倒
し
取
り
て
み

そ
か
に
行
く
。（
二
六
〇
段
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
、
法
興
院
の
」

三
九
九
頁
）
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に
歩
み
来
る
を
、
見
る
者
ど
も
は
え
問
ひ
だ
に
も
問
は
ず
。
外
よ
り
来
た

る
者
な
ど
ぞ
、「
殿
は
何
に
か
な
ら
せ
た
ま
ひ
た
る
」
な
ど
問
ふ
に
、
い

ら
へ
に
は
、「
何
の
前
司
に
こ
そ
は
」
な
ど
ぞ
、
か
な
ら
ず
い
ら
ふ
る
。

（
二
三
段
「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」
六
一
頁
）

こ
の
章
段
で
は
、「
興
ざ
め
す
る
も
の
」
の
一
つ
に
「
除
目
に
司
得
ぬ
人
の
家
」

を
挙
げ
て
い
る
。
今
年
は
必
ず
国
司
に
任
官
す
る
と
聞
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

が
集
い
、
饗
宴
を
す
る
の
に
、
任
官
の
詮
議
が
終
る
夜
明
け
ま
で
報
告
を
も
た

ら
す
者
が
来
な
い
ま
ま
、
上
達
部
が
帰
っ
て
し
ま
う
。
吉
報
を
聞
こ
う
と
夜
中

か
ら
寒
が
っ
て
待
機
し
て
い
た
下
衆
男
が
、
ひ
ど
く
物
憂
げ
に
歩
い
て
く
る
の

を
、
見
る
者
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
そ
者
が
聞
く
と
、「
何
々
の

前
司
で
す
よ
（
今
年
の
任
官
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）」
と
答
え
る
。
結
果
を

持
ち
帰
っ
て
く
る
下
衆
が
明
る
く
な
い
調
子
で
帰
っ
て
く
る
と
、
任
官
の
吉
報

が
訪
れ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
点
で
、
主
が
「
除
目
に
司
得

ぬ
人
」
と
決
定
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。「
今
年
こ
そ
は
任
官
で
き
る
」
と
思
っ

て
い
た
矢
先
の
下
衆
男
の
所
作
が
興
ざ
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
こ
こ
で
下
衆
が
男
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
七
八
段
か
ら
そ
の
理
由
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
。
七
八
段
は
、
清
少
納
言
が
斉
信
と
仲
が
悪
く
な
り
、
斉
信
が
清

少
納
言
に
歌
を
よ
こ
す
と
き
の
伝
達
役
と
し
て
、
主
殿
司
の
男
が
、
雨
の
ひ
ど

く
降
る
中
、
清
少
納
言
と
斉
信
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
描
写
が
あ
る
八
五
。

こ
こ
か
ら
、
雨
や
寒
い
折
な
ど
の
、
外
の
状
態
が
悪
い
時
に
使
い
に
出
さ
れ
る

の
は
、
男
性
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
十
二
回
登
場
し
た
「
下
衆
」
と
、
二
回
登
場
し
た
「
下
衆
男
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
下
衆
に
つ
い
て
だ
が
、
十
二
回
の
登
場
の
う

も
思
は
で
走
り
あ
り
き
、
つ
ゆ
悪
う
も
せ
ば
沈
み
や
せ
む
と
思
ふ
を
、
大

き
な
る
松
の
木
な
ど
の
二
、三
尺
に
て
ま
ろ
な
る
、
五
つ
六
つ
ほ
う
ほ
う

と
投
げ
入
れ
な
ど
す
る
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。（
二
八
六
段
「
う
ち
と
く
ま

じ
き
も
の
」
四
四
〇
頁
）

「
う
ち
と
く
ま
じ
き
も
の
」
と
は
、「
気
の
許
せ
そ
う
に
な
い
も
の
」
で
あ
る
。

中
心
と
な
っ
て
い
る
事
柄
は
「
船
の
路
」
で
あ
り
、
こ
の
中
に
、
運
搬
を
生
業

と
し
て
い
た
人
足
と
呼
ば
れ
る
下
衆
男
が
登
場
す
る
。
船
に
乗
っ
て
移
動
す
る

人
こ
そ
、
不
気
味
で
恐
ろ
し
い
者
は
な
い
と
し
て
お
り
、
清
少
納
言
が
船
の
移

動
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
老
夫
棟
世
に
つ
い
て

任
国
摂
津
に
く
だ
っ
た
時
の
経
験
や
、
ま
た
父
元
輔
の
肥
後
の
守
就
任
の
時
の

経
験
も
語
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。」八
四

と
し
、
清
少
納
言
は
実
際
に
船

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
物
を
多
く
積
ん
だ
船
が
あ

と
少
し
で
傾
き
そ
う
な
ほ
ど
な
の
に
、
下
衆
男
た
ち
が
少
し
も
怖
い
と
思
わ
ず

船
上
を
歩
き
ま
わ
り
、
少
し
何
か
が
あ
れ
ば
沈
み
そ
う
な
の
に
、
大
き
な
松
の

木
の
二
、三
尺
も
あ
る
の
を
五
つ
六
つ
投
げ
入
れ
る
の
は
悪
い
こ
と
だ
と
し
て

い
る
。
人
足
に
と
っ
て
は
日
常
茶
飯
事
の
こ
と
で
、
船
旅
に
も
慣
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
そ
の
よ
う
な
立
ち
回
り
が
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
い
人
か
ら
見
る
と
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
よ
う
に
見
え
る
。
下
衆
男
が
沈
み
そ
う
な
船
を
歩
き
回
り
、

さ
ら
に
木
材
を
ど
か
ど
か
投
げ
入
れ
る
無
神
経
さ
に
対
し
て
、「
い
み
じ
」
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
下
衆
男
で
も
、
や
は
り
否
定
的
な
表
現
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
、
清
少
納
言
以
外
の
人
物
か
ら
見

て
も
、
同
じ
意
見
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑭
物
聞
き
に
夜
よ
り
寒
が
り
わ
な
な
き
を
り
け
る
下
衆
男
、
い
と
物
憂
げ
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べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
紅
の
袴
は
、
一
五
五
段
に
も
み
ら

れ
、
そ
こ
で
は
関
白
藤
原
道
隆
が
没
し
、
服
喪
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
中
宮
定
子

が
大
祓
と
い
う
こ
と
で
太
政
官
庁
の
朝
所
に
移
動
す
る
。
時
司
に
は
鐘
楼
に
続

く
階
段
が
あ
り
、
二
十
人
ほ
ど
の
若
い
女
房
が
誰
も
彼
も
薄
鈍
色
の
裳
、
唐

衣
、
単
襲
、
紅
の
袴
を
着
て
登
っ
て
い
る
の
は
、「
い
と
天
人
な
ど
こ
そ
え
言

ふ
ま
じ
け
れ
ど
、
空
よ
り
お
り
た
る
に
や
と
ぞ
見
ゆ
る
。
同
じ
若
き
な
れ
ど
、

お
し
あ
げ
た
る
人
は
え
ま
じ
ら
で
、
う
ら
や
ま
し
げ
に
見
あ
げ
た
る
も
、
い
と

を
か
し
」八
七

と
、
特
別
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
紅
の
袴
は
、
女
房
に
こ
そ

似
つ
か
わ
し
い
の
で
あ
る
。
下
衆
が
背
伸
び
し
た
服
装
を
し
て
は
い
け
な
い
、

身
分
相
応
の
振
る
舞
い
を
せ
よ
と
訴
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

⑯
若
く
よ
ろ
し
き
男
の
、
下
衆
女
の
名
呼
び
な
れ
て
言
ひ
た
る
こ
そ
、
に

く
け
れ
。
知
り
な
が
ら
も
、
何
と
か
や
、
片
文
字
は
お
ぼ
え
で
言
ふ
は
を

か
し
。
宮
仕
へ
所
の
局
に
寄
り
て
、
夜
な
ど
ぞ
、
あ
し
か
る
べ
け
れ
ど
、

主
殿
寮
、
さ
ら
ぬ
た
だ
所
な
ど
は
、
侍
な
ど
に
あ
る
者
を
具
し
て
来
て

も
、
呼
ば
せ
よ
か
し
。
て
づ
か
ら
声
も
し
る
き
に
。
は
し
た
者
、
童
べ
な

ど
は
、
さ
れ
ど
よ
し
。（
五
五
段
「
若
く
よ
ろ
し
き
男
の
」
一
一
二
頁
）

こ
の
章
段
で
は
、
若
く
て
身
分
の
高
い
男
性
が
、
卑
し
い
身
分
の
女
の
名
前
を

な
れ
な
れ
し
く
呼
ぶ
こ
と
は
、
ど
う
に
も
不
快
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、「
何
と
い
う
名
前
だ
っ
た
か
な
」
と
、
朧
気
に
覚
え
て
い
る
の

は
「
を
か
し
」
で
あ
る
と
い
う
。
宮
中
の
局
に
、
夜
に
人
を
遣
わ
せ
て
女
を
呼

び
出
す
の
は
悪
い
が
、
主
殿
司
や
そ
う
で
な
い
普
通
の
場
所
で
は
、
侍
所
に
い

る
人
を
連
れ
て
女
を
呼
ば
せ
る
の
が
よ
い
。
自
分
か
ら
呼
ぶ
の
で
は
、
声
が
誰

の
も
の
で
あ
る
か
は
っ
き
り
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
取
る
に
足
り
な
い
者
や
、

ち
、
七
回
が
類
聚
的
章
段
で
あ
り
、
下
衆
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
に
言
及
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
や
は
り
否
定
的
な
表
現
が
多
く
、
清
少
納
言
が
下
衆
嫌

い
で
あ
る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
反
対
に
、「
と
く
ゆ
か
し
き
も

の
」
の
よ
う
に
、
清
少
納
言
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
て
お

り
、
嫌
っ
て
い
る
部
分
は
多
い
が
、
一
部
分
に
は
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
下
衆
男
に
つ
い
て
は
⑬
で
は
、
無
鉄
砲
な
姿
に
は
気
を
許
せ
そ
う
に

な
い
と
し
、
⑭
で
は
興
ざ
め
に
さ
せ
る
人
物
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
否
定
的
な

表
現
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
下
衆
女
も
同
じ
よ
う
に

登
場
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
違
い
が
あ
る
の
か
。
清
少
納
言
が
同
性
の
下
衆
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
の
か
第
二
節
で
読
み
解
い
て
い
く
。

第
二
節
　
下
衆
女

　

第
一
節
で
は
性
別
に
か
か
わ
ら
な
い
下
衆
と
、
下
衆
男
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

述
べ
た
。
本
節
で
は
、
八
回
登
場
し
た
下
衆
女
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
第
一

節
と
第
二
節
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
下
衆
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⑮
下
衆
の
、
紅
の
袴
着
た
る
。
こ
の
ご
ろ
は
、
そ
れ
の
み
ぞ
あ
る
。

（
四
三
段
「
に
げ
な
き
も
の
」
一
〇
一
頁
）

こ
ち
ら
は
第
一
節
の
②
に
あ
る
文
章
の
続
き
で
あ
る
。
紅
の
袴
と
は
、
緋
の
袴

で
あ
り
、
下
級
女
官
が
着
用
し
て
い
た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
世
間
に
流

行
し
て
い
た
よ
う
だ
八
六
。
紅
の
袴
を
下
衆
女
が
着
用
す
る
こ
と
で
、
女
官
に

な
り
き
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
分
の
身
分
を
顧
み
ず
に
、
背
伸
び

す
る
こ
と
を
清
少
納
言
は
良
し
と
し
な
か
っ
た
。
身
分
相
応
の
暮
ら
し
を
す
る
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宮
定
子
の
母
の
父
の
三
男
、
つ
ま
り
大
叔
父
で
あ
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
珍
し
く
て
笑
う
」
と
、
面
白
が
っ
て
い
る
描
写

や
、「
見
も
知
ら
ぬ
く
る
べ
く
物
」
を
見
て
い
る
描
写
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
純
粋
に
下
衆
女
の
稲
刈
り
見
物
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
見
知
ら
ぬ
く
る
く
る
廻
る
機
具
は
、
籾
摺
り
臼
で
あ
り
、
歌
っ
て

い
た
の
は
和
歌
で
は
な
く
、
臼
を
挽
く
と
き
に
歌
う
臼
歌
と
さ
れ
て
い
る
八
八
。

こ
の
後
二
百
九
十
段
（
㉑
）
は
、
下
衆
女
が
和
歌
を
歌
う
こ
と
を
憎
ん
で
い
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
臼
歌
は
、
民
謡
な
ど
、
庶
民
に
歌
わ
れ
て
い
た
歌
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
段
で
は
、
清
少
納
言
が
特
に
記
憶
に
残
っ
た
も
の
、
珍

し
い
と
思
っ
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
下
衆
女
が
存
在
し
て
い
る
。

⑱
六
、七
月
の
午
未
の
時
ば
か
り
に
、
き
た
な
げ
な
る
車
に
え
せ
牛
か
け

て
ゆ
る
が
し
行
く
者
。
雨
降
ら
ぬ
日
、
張
り
筵
し
た
る
車
。
い
と
寒
き
を

り
、
暑
き
ほ
ど
な
ど
に
、
下
衆
女
の
な
り
あ
し
き
が
、
子
負
ひ
た
る
。
老

い
た
る
か
た
ゐ
。
小
さ
き
板
屋
の
黒
う
、
き
た
な
げ
な
る
が
、
雨
に
濡
れ

た
る
。（
一
一
八
段
「
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の
」
二
二
八
頁
）

「
つ
ら
そ
う
に
見
え
る
も
の
」
と
し
て
は
、
六
七
月
の
正
午
（
日
差
し
が
強
く

照
り
付
け
て
い
る
時
間
帯
と
思
わ
れ
る
）
に
汚
い
車
に
貧
相
な
牛
を
か
け
て
よ

た
よ
た
行
く
者
、
雨
の
降
ら
な
い
日
に
雨
よ
け
の
筵
を
張
っ
て
い
る
車
、
と
て

も
寒
い
時
や
暑
い
時
に
下
衆
女
の
身
な
り
の
悪
い
の
が
子
供
を
背
負
っ
て
い
る

こ
と
、
年
老
い
た
物
乞
い
、
小
さ
い
板
葺
き
屋
根
の
黒
く
汚
い
家
が
、
雨
に
濡

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
張
り
筵
の
車
以
外
は
、
お
お
か
た

「
貧
相
」
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

下
衆
女
の
身
な
り
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
、
身
分
が
低
く
、
生
活
に
行
き
詰
っ

子
供
は
自
分
で
呼
ん
で
も
よ
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
下
衆
女
の
名
は
直
接

呼
ば
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
よ
ろ
し
き
」
と
あ
る
の
で
、

身
分
の
高
い
者
が
、
下
衆
の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
は
、
は
し
た
な
い
行
為
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
に
登
場
す
る
「
は
し
た
者
」
や
「
童
べ
」
は
、
そ
も
そ

も
身
分
や
地
位
を
つ
け
難
い
存
在
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
者
が
直
接
呼
ん
で
も

問
題
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
下
衆
女
は
、
貴
族
に
と
っ
て
取
る
に
足

り
な
い
存
在
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
名
前
を
覚
え
る
必
要
は
な
い
。
清
少
納
言

の
、
貴
族
が
持
つ
べ
き
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
章
段
で
あ
る
。

⑰
（
明
順
が
）「
所
に
つ
け
て
は
、
か
か
る
事
を
な
む
見
る
べ
き
」
と
て
、

稲
と
い
ふ
も
の
を
取
り
出
で
て
、
若
き
下
衆
ど
も
の
、
き
た
な
げ
な
ら

ぬ
、
そ
の
わ
た
り
の
家
の
む
す
め
な
ど
ひ
き
も
て
来
て
、
五
、六
人
し
て

こ
か
せ
、
ま
た
見
も
知
ら
ぬ
く
る
べ
く
物
、
二
人
し
て
引
か
せ
て
、
歌
う

た
は
せ
な
ど
す
る
を
、（
清
少
納
言
が
）
め
づ
ら
し
く
て
笑
ふ
。（
九
五
段

「
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
」
一
八
五
頁
）

第
一
節
に
て
引
用
し
た
九
五
段
（
⑦
）
に
は
、
下
衆
女
も
登
場
す
る
。
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聴
き
た
い
清
少
納
言
ら
女
房
は
、
高
階
明
順
の
田
舎
風
の
家

を
訪
れ
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聴
い
て
い
る
。
そ
こ
に
明
順
が
、「
田
舎
で

あ
れ
ば
、
こ
う
い
う
の
を
見
る
べ
き
で
す
」
と
言
い
、
稲
と
い
う
も
の
を
取
り

出
し
て
、
見
た
目
の
こ
ぎ
れ
い
な
若
い
下
衆
女
た
ち
や
、
そ
の
辺
の
家
の
娘
を

引
き
連
れ
て
、
五
、六
人
し
て
稲
を
こ
か
せ
て
、
ま
た
見
知
ら
ぬ
く
る
く
る
廻

る
機
具
を
二
人
で
引
か
せ
て
、
歌
を
歌
い
な
ど
す
る
の
が
珍
し
く
て
笑
う
、
と

あ
っ
た
。
こ
こ
は
明
順
の
家
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
下
衆
女
た
ち
は
明
順
つ
き
の

召
使
な
の
だ
ろ
う
。
否
定
的
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
明
順
が
、
中
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は
、
そ
の
仕
事
や
身
分
か
ら
し
て
、
短
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
分
の
差
が

身
な
り
に
現
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑳
下
衆
の
家
の
女
主
。
痴
れ
た
る
者
。
そ
れ
し
も
さ
か
し
う
て
、
ま
こ
と

に
さ
か
し
き
人
を
教
へ
な
ど
す
か
し
。（
二
四
一
段
「
さ
か
し
き
も
の
」

三
七
四
頁
）

「
小
賢
し
い
も
の
」
を
列
挙
し
て
い
る
こ
の
章
段
で
は
、
下
衆
の
家
の
女
主
人

が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
偉
く
も
な
い
の
に
偉
い
と
思
う
人
の
一
典
型
」九
三

と
し
、
自
分
が
優
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
物
像
の
例
え

と
し
て
下
衆
女
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
女
は
馬
鹿
者
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
小
賢
し
く
て
、
本
当
に
賢
い
人
を
教
え
な
ど
す
る
の
で
あ
る
、
と
あ

り
、
女
主
の
行
動
は
、
本
当
に
賢
い
人
な
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
い

う
皮
肉
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
衆
に
教
養
が
な
い
こ
と
を
批
判
す
る

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
清
少
納
言
は
下
衆
の
小
賢
し
い

行
動
に
も
目
を
光
ら
せ
て
、
後
世
に
書
き
伝
え
た
の
で
あ
る
。

㉑
を
か
し
と
思
ふ
歌
を
草
子
な
ど
に
書
き
て
お
き
た
る
に
、
言
ふ
か
ひ
な

き
下
衆
の
う
ち
う
た
ひ
た
る
こ
そ
、
い
と
心
憂
け
れ
。（
二
九
〇
段
「
を

か
し
と
思
ふ
歌
を
」
四
四
四
頁
）

こ
の
章
段
の
本
文
は
、
引
用
し
た
一
文
の
み
で
あ
る
。「
面
白
い
」
と
感
じ
た

歌
を
草
紙
に
書
い
た
の
に
、
何
も
言
う
こ
と
の
な
い
下
衆
女
が
、
そ
の
歌
を
気

軽
に
歌
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
不
愉
快
で
あ
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
下

衆
女
が
歌
を
歌
う
こ
と
に
対
し
て
、
清
少
納
言
は
強
い
不
快
感
を
覚
え
て
い

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
う
え
酷
暑
極
寒
の
な
か
で
我
が
子
を
抱
く
と
い

う
姿
に
は
、
確
か
に
心
を
打
た
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
あ
え
て
下
衆
を
女
性
と

し
た
の
は
、
男
性
と
比
べ
て
官
職
や
地
位
が
低
く
生
活
力
の
な
い
方
が
、
よ
り

「
つ
ら
い
も
の
」
に
見
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
下
衆
女
の
ほ
か
に
、

汚
い
車
や
家
の
屋
根
な
ど
が
「
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
」
の
は
、
現
代
で
も
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
価
値
観
や
感
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
清
少
納
言
の
美
的
意
識

が
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑲
と
み
の
物
縫
ふ
糸
。
下
衆
女
の
髪
。
人
の
む
す
め
の
声
。
灯
台
。

（
二
一
八
段
「
短
く
て
あ
り
ぬ
べ
き
も
の
」
三
五
二
頁
）

こ
の
章
段
は
、「
短
く
あ
っ
た
方
が
よ
い
も
の
」
と
し
て
、
四
つ
の
事
物
し
か

書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
非
常
に
短
い
章
段
で
あ
る
。
急
な
仕
立
物
を

縫
う
糸
は
短
い
の
が
い
い
と
い
う
の
は
、
早
く
縫
い
物
を
す
る
た
め
に
は
、
長

い
糸
で
は
引
っ
か
か
っ
た
り
、
途
中
で
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、

使
い
勝
手
が
悪
く
な
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
下
衆
女
の
髪
が
短
い
と
い
う
の

は
、
立
ち
働
き
に
不
便
で
あ
り
、
ま
た
、
髪
が
長
い
の
は
貴
く
て
、
下
衆
に
相

応
し
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
八
九
。「
人
の
む
す
め
」
と
は
、
未
婚
の
女
性
の

こ
と
で
あ
る
。「
声
が
短
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』
で
は
口
数
が
少
な
い
こ
と
の
意
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
九
〇
。
し
か

し
、
田
中
重
太
郎
の
『
枕
冊
子
全
注
釈
』
で
は
、
長
く
引
い
た
甘
え
声
と
さ
れ

て
お
り
九
一
、
解
釈
が
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
未
婚
女
性

の
声
は
慎
ま
し
い
こ
と
が
理
想
の
よ
う
だ
。
灯
台
と
は
、
室
内
で
灯
火
を
置
く

の
に
用
い
る
台
で
あ
る
九
二
。
台
の
長
さ
が
短
い
方
が
、
燭
台
の
付
近
が
よ
く

見
え
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
的
を
射
た
意
見
と
な
っ
て
お
り
、
下
衆
女
の
髪
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で
」九
六

と
あ
り
、
下
衆
が
、
先
ほ
ど
二
九
〇
段
（
㉑
）
に
登
場
し
た
下
衆
女
と

同
じ
く
、
風
流
を
知
ら
な
い
小
賢
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
悪
口
を
言
わ

れ
る
く
ら
い
が
い
い
の
で
あ
る
。
知
ら
れ
て
い
る
と
、
下
衆
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
な
感
性
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
高
貴
さ
と
無
縁
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ

う
。
風
流
は
、
庶
民
の
理
解
し
得
な
い
世
界
で
輝
き
を
放
つ
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
男
を
ほ
め
て
い
る
と
、
男
女
の
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
下
衆
に
ほ
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
よ
ろ
し
き
男
」
以
外
に
も
、
女
で
も
褒
め
ら

れ
て
は
い
け
な
い
と
あ
り
、
確
か
に
、
作
中
に
は
、
下
衆
が
中
宮
定
子
や
そ
の

他
女
房
な
ど
、
女
性
を
ほ
め
て
い
る
場
面
は
存
在
し
な
い
。
反
対
に
、
清
少
納

言
が
女
性
を
称
賛
し
て
い
る
場
面
は
多
く
あ
る
の
で
、
自
ら
は
、「
貴
族
」
と

し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
最
後
の
文
に
は
、「
下
衆
は
ほ
め
る
つ
も
り
で
も
、
か
え
っ
て
悪
く

言
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
下
衆
の
言
葉
足
ら
ず
な
と
こ
ろ
は
、

四
段
（
①
）
の
「
下
衆
の
言
葉
に
は
、
か
な
ら
ず
文
字
あ
ま
り
た
り
。
」
を
踏

ま
え
て
言
及
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
相
手
を
ほ
め
よ
う
と
ほ
め
言
葉
を
つ
ら
つ

ら
並
べ
る
う
ち
に
、
皮
肉
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
ほ
め
言
葉
や
悪
口
と
取
る
こ
と

の
で
き
る
言
葉
を
口
に
出
し
て
し
ま
う
下
衆
の
姿
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま

た
、
九
四
段
（
⑥
）
で
は
、
見
苦
し
く
装
飾
さ
れ
た
車
を
、
風
流
心
を
解
す
る

下
衆
に
「
見
苦
し
い
」
と
い
っ
て
拡
散
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
つ
ま
り
、「
た
だ
の
（
風
流
心
を
解
さ
な
い
）
下
衆
は
車
の
装
飾
が
見
苦

し
い
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
無
知
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
清
少
納
言
は
、
基
本
的
に
は
、
下
衆
が
貴
族
と
等
し
い
感
性
を
持
ち

合
わ
せ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
よ
り
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
下
衆
女
は
、
や
は
り
下
衆
と
変

る
。
そ
も
そ
も
歌
を
歌
う
と
い
う
習
慣
は
、
貴
族
が
基
礎
教
養
と
し
て
学
ん
で

い
た
儒
学
の
教
え
に
沿
っ
て
お
り
、
貴
族
と
し
て
の
品
性
や
容
儀
を
整
え
る
た

め
に
あ
っ
た
九
四
。
だ
か
ら
、
無
教
養
の
下
衆
な
ど
に
は
歌
は
似
合
わ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
心
憂
け
れ
」
の
理
由
に
、
清
少
納
言
が
気
に

入
っ
た
歌
が
下
衆
の
好
み
と
一
致
し
て
し
ま
い
、
自
ら
の
風
流
心
や
プ
ラ
イ
ド

を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
も
あ
る
九
五
。
同
じ
女
で
あ
れ
ど
も
、
身
分
差

は
確
実
に
あ
り
、
下
衆
女
と
自
ら
の
格
の
違
い
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

㉒
よ
ろ
し
き
男
を
、
下
衆
女
な
ど
の
ほ
め
て
、「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
す
」

な
ど
言
へ
ば
、
や
が
て
思
ひ
お
と
さ
れ
ぬ
べ
し
。
そ
し
ら
る
る
は
、
な
か

な
か
よ
し
。
下
衆
に
ほ
め
ら
る
る
は
、
女
だ
に
い
と
わ
ろ
し
。
ま
た
、
ほ

む
る
ま
ま
に
言
ひ
そ
こ
な
ひ
つ
る
も
の
は
。（
二
九
一
段
「
よ
ろ
し
き
男

を
、
下
衆
女
な
ど
の
ほ
め
て
」
四
四
五
頁
）

こ
ち
ら
は
㉑
に
続
く
章
段
で
あ
る
。
身
分
の
高
い
男
を
下
衆
女
が
ほ
め
て
、

「
と
て
も
親
し
み
が
あ
る
よ
う
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
な
ど
と
言
う
と
、
そ

の
男
は
軽
蔑
さ
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
悪
口
を
言
わ
れ
る
の
は
か
え
っ
て

よ
い
。
下
衆
に
ほ
め
ら
れ
る
の
は
、
女
で
あ
ろ
う
と
と
て
も
よ
く
な
い
。
ま

た
、
ほ
め
る
う
ち
に
言
い
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、

や
は
り
下
衆
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
清
少
納
言
は
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
褒
め
言

葉
は
、
誰
か
ら
も
言
わ
れ
る
者
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
章
段
は
、
特
に

身
分
の
低
い
者
に
は
褒
め
ら
れ
て
は
い
け
な
い
と
要
約
で
き
る
。「
下
衆
女
な

ど
に
は
『
よ
ろ
し
き
男
』
の
こ
と
な
ど
理
解
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
一
説
に
は
、
下
衆
女
と
特
別
に
親
し
い
関
係
に
あ
る
か
と
疑
わ
れ
る
の
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と
述
べ
て
い
る
。
下
衆
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
自
身
が
下
衆
に
近
し
い
時
期
が

あ
り
、
そ
れ
を
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
山
本
氏

は
、
平
安
時
代
に
後
見
を
な
く
し
た
女
が
転
落
人
生
を
送
る
こ
と
に
鑑
み
て
、

「
貴
人
の
女
房
で
あ
ろ
う
と
、
下
衆
と
紙
一
重
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
、
両
者

を
隔
て
る
も
の
は
た
だ
一
つ
、
雅
び
と
記
憶
だ
け
で
あ
る
。」九
八

と
い
う
。
そ

の
た
め
、
自
分
は
下
衆
で
は
な
い
、
下
衆
の
よ
う
な
教
養
の
な
さ
や
身
分
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
訴
え
る
た
め
に
、
あ
え
て
下
衆
を
多
く
書
き
、
否
定
的

な
表
現
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
清
少
納
言
は
、
宮
中

を
去
っ
た
後
の
人
生
が
定
か
で
な
く
、
説
話
中
で
は
、
流
浪
・
落
魄
の
主
人
公

で
あ
り
、
六
〇
歳
程
度
で
死
去
し
た
と
さ
れ
て
い
る
九
九
。
宮
中
に
出
仕
し
て

い
た
こ
ろ
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
落
ち
ぶ
れ
た
生
活
を
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え

る
と
、
下
衆
を
否
定
し
、
逃
げ
続
け
た
結
果
、
自
身
が
下
衆
に
な
る
と
い
う
な

ん
と
も
皮
肉
な
生
涯
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

平
安
文
学
を
代
表
す
る
『
枕
草
子
』
を
創
り
上
げ
、「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
に
は

じ
ま
る
各
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
独
自
の
表
現
や
歌
の
素
養
、
定
子
の
下
に
華

や
か
な
宮
廷
生
活
を
送
っ
た
清
少
納
言
の
本
質
が
下
衆
で
あ
る
と
は
、
到
底
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
清
少
納
言
は
、
下
衆
と
は
確
か
に
一
線
を
画
し
、

日
本
文
学
史
に
お
い
て
そ
の
名
を
刻
み
付
け
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
自
ら

の
作
品
に
よ
っ
て
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
全
三
章
に
わ
た
っ
て
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
地
下
と
下
衆
の

表
現
と
、
そ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
。
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
地
下

の
特
徴
は
、
随
身
と
主
殿
司
の
例
を
見
る
限
り
、「
を
か
し
」
が
使
わ
れ
、「
理

わ
り
な
く
、
否
定
的
な
表
現
を
用
い
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

下
衆
女
で
は
、
⑮
、
⑲
よ
り
、
身
分
を
わ
き
ま
え
た
身
な
り
を
す
る
こ
と
や
、

㉑
、
㉒
よ
り
、
風
流
心
を
解
さ
な
い
無
教
養
の
人
物
像
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
清
少
納
言
が
下
衆
女
と
自
ら
を
差
別
化
す
る
た
め
に
、
下
衆
女
に
つ
い
て

多
く
を
語
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
清
少
納
言
自
身
は
名
高
い
歌
人
の
娘

で
あ
り
、
ま
た
中
宮
定
子
の
女
房
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
作
中
で
歌
を
詠
む
場
面

は
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
下
衆
女
よ
り
も
地
位
や
教
養
が
上
で
あ
る
こ

と
を
、
暗
に
下
衆
女
を
貶
め
る
こ
と
で
顕
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
下

衆
男
と
の
違
い
は
、
性
別
の
価
値
観
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
や
、
貴

族
と
の
身
分
格
差
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
下
衆
、
下
衆
男
、
下
衆
女
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
否
定
的
な
表

現
が
多
い
と
い
う
特
徴
は
か
ね
て
よ
り
述
べ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。
地
下
と
比

べ
る
と
、
ど
う
し
て
も
劣
っ
て
見
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
日
記

的
章
段
で
も
、
地
下
は
「
を
か
し
」
を
使
わ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
の
に
、
下
衆

に
は
一
度
も
美
的
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
下
衆
は
、
た
だ
悪
口
を
言
わ
れ
る
だ
け
の
哀
れ
な

存
在
と
い
う
こ
と
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
下
衆
に
対
し
て

否
定
的
な
態
度
を
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
清
少
納
言
の
生
い
立
ち
に
関
係
が

あ
る
よ
う
だ
。
山
本
淳
子
（
二
〇
一
七
）
は
、

厳
し
い
身
分
社
会
に
あ
っ
て
、
下
級
貴
族
に
す
ら
な
か
な
か
慣
れ
な
い
父

を
持
ち
、
幼
い
頃
は
周
防
の
田
舎
暮
ら
し
ま
で
経
験
し
て
、
た
だ
ひ
た
す

ら
上
級
貴
族
の
雅
び
に
憧
れ
て
い
た
。
そ
の
憧
れ
の
世
界
を
純
化
す
る
余

り
、
下
衆
を
全
否
定
し
た
の
だ
。九
七
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と
な
し
、
中
宮
定
子
時
代
が
清
少
納
言
に
と
っ
て
華
や
か
で
楽
し
い
出
仕
生
活

の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
顕
示
す
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
存
在
こ
そ
、『
枕
草
子
』

を
平
安
時
代
の
代
表
作
品
と
し
て
、
今
も
な
お
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
不
滅
の
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注一　
　

�

和
田
英
松
『
官
職
要
解
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
）
四
十
頁

二　
　

�

和
田
英
松
『
官
職
要
解
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
）
三
十
二
頁

三　
　

�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
）「
令
外
官
」「
員
外
官
」

「
権
官
」

四　
　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
〇
一
頁

五　
　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
一
三
頁

六　
　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
九
一
頁

七　
　

�

和
田
英
松
『
官
職
要
解
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
）
二
七
四
頁

八　
　

�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
）「
殿
上
人
」

九　
　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
〇
八
頁

一
〇　

�

繁
田
信
一
『
庶
民
た
ち
の
平
安
京
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）

百
二
十
六
頁

一
一　

�
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
〇
八
頁

一
二　

�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
）「
地
下
」

想
の
男
性
・
女
性
像
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
章
段
に
て
、
肯
定

的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
理
由
は
、
主
人
の
貴
族
と
と
も

に
、
称
賛
の
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る

地
下
の
存
在
意
義
は
、
貴
族
の
引
き
立
て
役
で
あ
る
こ
と
と
結
論
付
け
る
。

　

し
か
し
下
衆
に
つ
い
て
は
、
清
少
納
言
が
と
に
か
く
否
定
し
た
が
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
似
つ
か
わ
し
く
な
い
も
の
」、「
見
苦
し
い
も
の
」
な
ど
、

多
く
の
否
定
的
表
現
を
与
え
ら
れ
た
下
衆
は
、
赤
子
の
性
別
を
知
り
た
い
と

い
っ
た
例
外
を
除
い
て
は
、
作
中
で
良
い
扱
い
は
受
け
て
い
な
い
。
性
別
で
見

て
も
、
下
衆
男
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
雑
把
さ
や
興
ざ
め
な
行
動
を
批
判
し
、

下
衆
女
に
つ
い
て
は
、
行
動
以
外
に
も
、
身
な
り
の
き
ま
り
や
、
風
流
さ
を
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
て
は
い
け
な
い
、
身
分
の
高
い
者
に
名
前
を
呼
ば
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た
、
下
衆
ら
し
く
存
在
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と

の
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
下
衆
女
に
つ
い
て
は
、
清
少
納
言
が
女

房
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
女
性
に
つ
い
て
多
く
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
に
下
衆
を
批
判
し
た
の
は
、
宮
中
に
勤
め
る
前
の
経
歴
や
、

女
房
に
な
っ
て
も
落
ち
ぶ
れ
た
生
活
を
し
た
女
性
も
い
た
前
例
か
ら
、
下
衆
と

い
う
存
在
か
ら
何
と
し
て
も
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
地
下
は
肯
定
的
に
、
下
衆
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
中
宮
定
子
時
代
の
華
や
か
さ
」、「
自
ら
が
下
衆
の
よ
う
な
身
分
の
低

い
者
で
な
い
こ
と
」
を
表
す
た
め
に
、
地
下
と
下
衆
と
い
っ
た
身
分
の
低
い
者

が
『
枕
草
子
』
に
登
場
し
た
と
結
論
付
け
る
。
そ
こ
に
は
、
お
互
い
の
性
質
は

違
え
ど
も
、
本
文
を
時
に
お
か
し
く
、
時
に
共
感
を
狙
い
、
時
に
優
雅
に
、
色

鮮
や
か
に
染
め
上
げ
る
と
い
う
役
割
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
脇
役
の
役
割
は
、『
枕
草
子
』
を
、
当
時
の
歴
史
・
文
化
を
知
る
一
助
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二
四　

�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
）「
随
身
」

二
五　

�『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）「
随
身
」

二
六　

�

二
四
に
同
じ
。

二
七　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
〇
九
頁

二
八　

�

秋
山
虔
『
王
朝
語
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
〇
頁

二
九　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

一
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

二
八
八
頁

三
〇　

�『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）「
壺
胡
籙
」

三
一　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
四
〇
頁

三
二　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
二
八
頁

三
三　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
二
六
六
頁

三
四　

�

池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
二
月
）
二
七
九
頁

三
五　

�『
枕
草
子　

中
』
一
二
二
頁

三
六　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
三
三
頁

三
七　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
二
〇
頁

三
八　

�

服
藤
早
苗
『
平
安
朝　

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）
一
三
四
頁

三
九　

�
髙
島
め
ぐ
み
「『
紫
式
部
日
記
』
に
見
る
女
房
の
服
装
と
官
位
に
つ
い
て
」

（『
和
洋
女
子
大
学
紀
要　

家
政
系
編
』
三
八
号
、
和
洋
女
子
大
学
家
政
学
部
、

一
九
九
八
年
三
月
）
一
五
九
頁

四
〇　

�

日
向
一
雅
「
平
安
文
学
作
品
に
現
れ
た
宮
内
省
の
諸
寮
―
大
炊
寮
・
主
殿
寮
・

一
三　

�

倉
本
一
宏
『
平
安
京
の
下
級
官
人
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
二
年
一
月
）

三
十
五
頁

一
四　

�
繁
田
信
一
『
源
氏
物
語
を
楽
し
む
た
め
の
王
朝
貴
族
入
門
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
三
年
十
月
）
一
八
二
頁

一
五　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
十
一
頁

一
六　

�

神
野
清
一
『
卑
賤
観
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
一
三
頁

一
七　

�

白
土
ル
リ
子
「『
紫
式
部
日
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
紫
式
部
の
性
格
と
心
理
」

（『
国
文
研
究
』
熊
本
女
子
大
学
国
文
談
話
会
、
一
九
六
一
年
三
月
）
二
一
頁

一
八　

�

竹
内
正
彦
「
門
前
の
随
身
―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
夕
顔
物
語
の
始
発
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
玉
藻
』
四
八
巻
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
一
四
年
三
月
）
六
九
頁

一
九　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
百
二
十
頁

二
〇　

�

中
野
幸
一
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

う
つ
ほ
物
語
』（
一
九
九
九
年
六
月
）

三
五
九
頁

二
一　

�

阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

源
氏
物
語

⑥
』（
一
九
九
五
年
一
月
）「
手
習
」
三
三
二
、三
三
三
頁
「
下
衆
下
衆
し
き
法

師
ば
ら
な
ど
あ
ま
た
来
て
、『
僧
都
、
今
日
下
り
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
』、『
な
ど

に
は
か
に
は
』
と
問
ふ
な
れ
ば
、『
一
品
の
宮
の
御
物
の
怪
に
な
や
ま
せ
た
ま

ひ
け
る
、
山
の
座
主
御
修
法
仕
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
ど
、
な
ほ
僧
都
参
り
た
ま
は

で
は
験
な
し
と
て
、
昨
日
二
た
び
な
ん
召
し
は
べ
り
し
。
右
大
臣
殿
の
四
位
少

将
、
昨
夜
夜
更
け
て
な
ん
登
り
お
は
し
ま
し
て
、
后
の
宮
の
御
文
な
ど
は
べ
り

け
れ
ば
下
り
さ
せ
た
ま
ふ
な
り
』
な
ど
、
い
と
は
な
や
か
に
言
ひ
な
す
。
」

二
二　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
二
〇
頁

二
三　

�

和
田
英
松
『
官
職
要
解
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
）
一
三
六
頁
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五
四　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
九
〇
頁

五
五　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

一
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

六
一
頁

五
六　

�

東
大
隆
「『
下
衆
の
詞
に
は
、
か
な
ら
ず
文
字
あ
ま
り
た
り
』
考
」（『
別
府
大

学
国
語
国
文
学
』
二
八
巻
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）
二
十
、二
一
頁

五
七　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
二
四
頁
「
何
事
を
言
ひ
て
も
、『
そ
の
事
さ
せ
ん
と
す
』『
言
は
ん

と
す
』『
何
と
せ
ん
と
す
』
と
言
ふ
『
と
』
文
字
を
失
ひ
て
、
た
だ
『
言
は
ん

ず
る
』『
里
へ
出
で
ん
ず
る
』
な
ど
言
へ
ば
、
や
が
て
い
と
わ
ろ
し
。
」

五
八　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
〇
八
頁
「
ゐ
ざ
り
か
く
る
る
や
お
そ
き
と
、
上
げ
散
ら
し
た
る

に
、
雪
降
り
に
け
り
。
登
華
殿
の
御
前
は
立
蔀
近
く
て
せ
ば
し
。
雪
、
い
と
を

か
し
。
」

五
九　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
七
〇
頁
「
降
る
も
の
は
、
雪
。
霰
。
霙
は
、
に
く
け
れ
ど
、
白
き

雪
の
ま
じ
り
て
降
る
を
か
し
。
雪
は
、
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消

え
が
た
に
な
り
た
る
ほ
ど
。
」

六
〇　

�『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
）「
檜
皮
葺
」

六
一　

�

繁
田
信
一
『
庶
民
た
ち
の
平
安
京
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）

一
四
七
頁

六
二　

�

馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

今
昔
物
語

集
③
』（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
四
六
九
頁

六
三　

�
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
五
一
頁

六
四　

�『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）「
し
き
の
御
曹
司
」

六
五　

�

三
田
村
雅
子
「
枕
草
子
『
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
頃
』
の
性
格
」（『
国
文

典
薬
寮
・
掃
部
寮
―
」（
日
向
一
雅
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
４　

王
朝
文
学

と
官
職
・
位
階
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年
）
五
八
六
頁

四
一　

�『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
）「
と
の
も
り
の
つ
か
さ
」

四
二　

�

四
〇
に
同
じ
。

四
三　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
七
五
七
頁

四
四　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

一
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

三
九
頁

四
五　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
七
頁
「
命
婦
以
上
の
上
級
の
女
官
を
ニ
ョ
ク
ヮ
ン
と
呼
ぶ
の
に
対

し
、
下
級
の
を
ニ
ョ
ウ
ク
ヮ
ン
と
よ
み
慣
わ
す
と
い
う
。
」

四
六　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

一
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

四
二
七
頁

四
七　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

一
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

四
五
〇
頁

四
八　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
一
一
頁

四
九　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
八
三
頁

五
〇　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
七
四
頁

五
一　

�

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
一
月
）
二
八
七
頁

五
二　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

二
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

二
三
八
頁

五
三　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
一
頁
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十
一
月
）
二
三
三
頁
「
八
幡
の
行
幸
の
、
か
へ
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
女
院
の
御
桟

敷
の
あ
な
た
に
御
輿
と
ど
め
て
、
御
消
息
申
さ
せ
た
ま
ふ
。
」

八
〇　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
五
五
頁
「
御
輿
の
わ
た
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
轅
ど
も
あ
る
限
り
う
ち

お
ろ
し
て
、
過
ぎ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ば
、
ま
ど
ひ
あ
ぐ
る
も
を
か
し
。
」

八
一　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

四
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

一
六
四
頁

八
二　

�

勝
俣
隆
「
枕
草
子
二
三
七
段
の
解
釈
に
つ
い
て
―
『
つ
き
づ
き
し
の
（
美
）
意

識
』
を
通
し
て
―
（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
四
〇
巻
、

一
九
九
〇
年
三
月
）
二
十
一
頁

八
三　

�『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
）「
侍
」

八
四　

�

池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
二
月
）
五
六
二
頁

八
五　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
三
七
頁
「『
今
晩
（
清
少
納
言
を
）
あ
し
と
も
よ
し
と
も
定
め
き

り
て
や
み
な
む
か
し
』
と
て
、
み
な
言
ひ
合
は
せ
た
り
し
事
を
、『「
た
だ
今
は

見
る
ま
じ
」
と
て
入
り
ぬ
』
と
、
主
殿
司
が
言
ひ
し
か
ば
、
ま
た
追
ひ
返
し

て
、『
た
だ
、
手
を
と
ら
へ
て
、
東
西
せ
さ
せ
ず
乞
ひ
取
り
て
、
持
て
来
ず
は
、

文
を
返
し
取
れ
』
と
い
ま
し
め
て
、
さ
ば
か
り
降
る
雨
の
さ
か
り
に
や
り
た
る

に
（
略
）」

八
六　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
〇
一
頁

八
七　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
八
四
頁

八
八　

�
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
八
六
頁

八
九　

�

田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

四
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

一
四
一
頁

学
研
究
』
七
〇
巻
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
三
六
頁

六
六　

�
田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

二
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

二
七
五
頁

六
七　

�

繁
田
信
一
『
庶
民
た
ち
の
平
安
京
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
一
〇
頁

六
八　

�

繁
田
信
一
『
庶
民
た
ち
の
平
安
京
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
二
一
頁

六
九　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
八
三
頁
「
く
ち
を
し
き
も
の　

五
節
、
御
仏
名
に
雪
降
ら
で
、
雨

の
か
き
く
ら
し
降
り
た
る
。
節
会
な
ど
に
、
さ
る
べ
き
御
物
忌
の
あ
た
り
た

る
。
い
と
な
み
、
い
つ
し
か
と
待
つ
事
の
、
さ
は
り
あ
り
、
に
は
か
に
と
ま
り

ぬ
る
。
遊
び
を
も
し
、
見
す
べ
き
事
あ
り
て
、
呼
び
に
や
り
た
る
人
の
来
ぬ
、

い
と
く
ち
を
し
。
」

七
〇　

�『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）「
好
き
好
き
し
」

七
一　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
九
七
頁

七
二　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
一
三
頁

七
三　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
二
七
一
頁

七
四　

�『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）「
清
少
納
言
」

七
五　

�

池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
二
月
）
四
二
八
頁

七
六　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
一
五
八
頁

七
七　

�

池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』（
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
二
月
）
四
二
九
頁

七
八　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
三
頁
「
大
進
生
昌
が
家
に
、
宮
の
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
東
の
門

は
四
足
に
な
し
て
、
そ
れ
よ
り
御
輿
は
入
ら
せ
た
ま
ふ
。
」

七
九　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年
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九
〇　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
三
五
二
頁

九
一　

�
田
中
重
太
郎
『
枕
冊
子
全
注
釈　

四
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

一
四
二
頁

九
二　

�『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
）「
と
う
だ
い
」

九
三　

�

渡
辺
実
『
新　

日
本
古
典
文
学
大
系　

枕
草
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年

一
月
）
二
八
九
頁

九
四　

�

井
上
幸
治
『
平
安
貴
族
の
仕
事
と
昇
進
―
ど
こ
ま
で
出
世
で
き
る
の
か
―
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
五
月
）
一
八
七
頁

九
五　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
四
四
四
頁

九
六　

�

松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

枕
草
子
』（
一
九
九
七
年

十
一
月
）
四
四
五
頁

九
七　

�

山
本
淳
子
『
枕
草
子
の
た
く
ら
み
―「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
―
』

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
四
月
）
二
二
四
頁

九
八　

�

山
本
淳
子
『
枕
草
子
の
た
く
ら
み
―「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
―
』

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
四
月
）
二
二
八
頁

九
九　

�『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
）「
清
少
納
言
」


